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●   ご飯作るのって、大変だったんだね。 
　　 幼稚園で『収穫祭』

ご飯作るのって、大変だったんだね。 
 幼稚園で『収穫祭』

・・・・・・・・・１５８冊
・・・・・・・・・・・３，２０５人
・・・・・・・・・・６，１８９冊

・・・・・１９人

■４月の行事
　★おはなし会『ひまわり』
　　４月１３日（土）／１４時～１４時３０分
　★おはなし会『ライブラリーこぐま』
　　４月１７日（水）／１４時３０分～１５時

■新着・図書のお知らせ ■蔵書の紹介

★『読書が大好き！（姉・妹）』

葛原の小田ファミリーが

『23が60ファミリー賞』受賞！

●

■２月の図書館利用状況
　◎新着図書・寄贈本
　◎入館者数
　◎貸出図書数
　◎新規図書利用カード作成者数

『シロアリ』～女王様、その手がありましたか！～
松浦 健二・著／岩波書店

キレイ！カワイイ！奥深い！
板一枚の向こう側には開けてびっくり　別★世★界
ベニヤ板の下のシロアリワールドに
魅入られた少年は、長じてその謎に
挑む。
同性カップルで子づくり？水中で１
週間！？次々と明らかになる仰天の
生態。そして体力と知力を尽くして
突き止めた、したたかな女王の「奥
の手」とは…。
ため息の出るような自然の驚異。

●『サボり上手な動物たち』～海の中から新発見！～
佐藤 克文・森阪 匡通　著／岩波書店

                           生きものたちの ＜本気の姿＞ が見え
                           てきた！
                           一生懸命だからこそ、サボるんだ！
                           動物搭載型の記録装置による「バイオ
                           ロギング」や「音」を使った最新の記
                           録・分析システムで、予想も常識も覆
                           す、驚きの新発見が続出。
                           南極のペンギンやアザラシから、身近
                           な日本のイルカ、ウミガメまで、謎に
包まれた生きものたちの生態と＜本気の姿＞を明らかにす
る、新しい海洋動物学。

岩波科学ライブラリー・シリーズ＜生きもの＞
世界でもまれな生きものから、身近にいるのに存在をあ
まり知られていないもの、名前は誰もが知っているのに
生態は正しく理解されていないものまで、その不思議な
特徴や驚きに満ちた生態を、科学的知見に基づいて紹介。

●『ハダカデバネズミ』～女王・兵隊・ふとん係～
吉田 重人・岡ノ谷 一夫　著／岩波書店

ひどい名前・キョーレツな姿・女王が君臨の階級社会。
哺乳類なのに変温動物？
愛すべき珍獣・・・
　その名は、裸・出歯・鼠

動物園で人気急上昇中のハダカデバ
ネズミと、その動物で一旗あげよう
ともくろんだ研究者たちの、「こん
な暮らしもあったのか」的、ミラク
ルワールド。

　香川県では、毎月２３日を
　含む１週間に合計６０分以
　上を目標に、家庭で読書に
　親しもうという『２３が６０読書運動』の実践を推
　進しています。その一環として、家族で一緒に読書
　を親しむよう創意工夫した取組を行っている家庭を
　毎年表彰しています。
妃奈乃さん・悠結さん
　次はどんな本が読みたいですか！？
  「図書館大好き！」って言ってもらえて、幸せです。
   また図書館に来てください♪

「２３が６０」？！
にさん　　ろくまる
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　丸
尾
幸
雄
町
長
は
、
平
成
25
年

多
度
津
町
議
会
３
月
定
例
会
の
開

会
に
あ
た
り
、
新
年
度
に
臨
む
所

信
の
一
端
を
述
べ
る
と
と
も
に
、

平
成
25
年
度
当
初
予
算
の
概
要
な

ら
び
に
町
政
運
営
の
諸
施
策
に
つ

い
て
説
明
し
ま
し
た
。

【
は
じ
め
に
】

　私
が
就
任
当
初
か
ら
常
に
心
が

け
て
ま
い
り
ま
し
た
の
は
、
町
民

の
皆
さ
ま
が
「
夢
と
希
望
」
を
抱

き
な
が
ら
、
生
き
生
き
と
明
る
く

元
気
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
、

町
民
目
線
の
行
政
運
営
で
あ
り
、

住
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
で
あ
り

ま
す
。

　そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、

一
昨
年
よ
り
開
催
し
て
お
り
ま
す

「
対
話
集
会
」
で
す
が
、
島
嶼
部

３
会
場
、
陸
地
部
４
会
場
で
行
っ

て
お
り
、
こ
の
２
年
間
で
延
べ
約

３
５
０
名
の
住
民
の
ご
参
加
と
様

々
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
「
住
民
参
加
型
の
町

政
」
を
目
指
し
て
、
住
民
の
皆
様

か
ら
、
生
の
声
を
お
聞
き
し
、
そ

の
な
か
か
ら
い
た
だ
い
た
貴
重
な

ご
提
言
を
本
町
の
施
策
に
活
か
せ

る
よ
う
、
今
後
も
そ
の
時
代
に
あ

っ
た
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
、
職
員
共
々
一
丸

と
な
っ
て
、
重
要
課
題
の
解
決
に

誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
ま
い
る
決

意
で
あ
り
ま
す
。
一
層
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

【
政
府
の
経
済
見
通
し
と
予
算
】

　さ
て
、
政
府
は
、
平
成
25
年
度

に
お
け
る
我
が
国
経
済
に
つ
い
て
、

世
界
経
済
の
緩
や
か
な
回
復
が
期

待
さ
れ
る
な
か
、
「
平
成
25
年
度

の
経
済
財
政
運
営
の
基
本
的
態

度
」
に
示
さ
れ
た
施
策
の
推
進
等

に
よ
り
、
着
実
な
需
要
の
発
現
と

雇
用
創
出
が
見
込
ま
れ
、
国
内
需

要
主
導
で
回
復
が
進
む
と
見
通
し

て
お
り
、
国
内
総
生
産
の
実
質
成

長
率
を
２
．
５
％
程
度
、
名
目
成

長
率
を
２
．
７
パ
ー
セ
ン
ト
程
度

プ
ラ
ス
に
転
じ
る
と
見
込
ん
で
い

ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
中
、
政
府
は
、
平

成
25
年
度
予
算
を
、
日
本
経
済
再

生
に
向
け
て
、
緊
急
経
済
対
策
に

基
づ
く
平
成
24
年
度
補
正
予
算
と

一
体
的
な
も
の
と
し
て
、
「
15
ヶ

月
予
算
」
と
し
て
編
成
す
る
一
方

で
、
財
政
健
全
化
目
標
を
見
据
え
、

前
年
度
よ
り
引
き
締
ま
っ
た
中
身

と
し
、
「
復
興
・
防
災
対
策
」

「
成
長
に
よ
る
富
の
創
出
」「
暮
ら

し
の
安
心
・
地
域
活
性
化
」
に
重

点
化
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
予

算
総
額
を
前
年
度
比
２
．
５
％
増

の
９
２
兆
６
，
１
１
５
億
円
と
し

て
い
ま
す
。

　一
方
、
地
方
財
政
に
つ
い
て
は
、

地
方
が
安
定
的
に
財
政
運
営
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
地
方
交

付
税
等
の
一
般
財
源
に
つ
い
て
、

前
年
度
と
同
水
準
を
確
保
し
て
い

ま
す
が
、
防
災
・
減
災
事
業
、
地

域
活
性
化
等
の
緊
急
課
題
へ
の
対

応
等
に
係
る
事
業
費
の
拡
大
、
社

会
保
障
関
係
費
の
自
然
増
に
よ
り

前
年
度
同
様
に
財
源
不
足
が
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

　こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
平
成
25
年

度
の
地
方
財
政
計
画
の
規
模
は
、

前
年
度
に
比
べ
、
約
５
０
０
億
円
、

０
．
１
％
増
の
８
１
兆
９
，
１
０

０
億
円
、
地
方
税
や
地
方
交
付
税

な
ど
を
併
せ
た
、
い
わ
ゆ
る
一
般

財
源
の
総
額
は
５
９
兆
７
，
５
２

６
億
円
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
地
方
交
付
税
は
、
地
方

公
務
員
の
給
与
を
国
家
公
務
員
と

同
様
に
削
減
す
る
こ
と
を
前
提
と

し
た
こ
と
に
よ
り
、
２
．
２
％
減

の
１
７
兆
６
２
４
億
円
、
普
通
交

付
税
の
代
替
措
置
で
あ
る
臨
時
財

政
対
策
債
に
つ
き
ま
し
て
は
、
１
．

３
％
増
の
６
兆
２
，
１
３
２
億
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
平
成
25
年
度
予
算
】

　こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、
平

成
25
度
本
町
の
予
算
編
成
に
当
た

り
ま
し
て
は
、
限
ら
れ
た
財
源
の

中
で
、
真
に
町
民
皆
様
の
サ
ー
ビ

ス
向
上
に
資
す
る
経
費
へ
の
財
源

の
重
点
化
を
図
り
、
事
業
の
必
要

性
や
緊
急
性
を
見
極
め
、
効
果
的

で
効
率
的
な
予
算
配
分
に
努
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　歳
入
に
お
い
て
は
、
そ
の
根
幹

で
あ
り
ま
す
町
税
が
、
法
人
町
民

平
成
25
年
度

　施
政
方
針

平
成
25
年
度

　施
政
方
針

税
・
た
ば
こ
税
の
増
収
を
見
込
む

一
方
、
個
人
町
民
税
・
都
市
計
画

税
の
減
収
を
見
込
み
、
町
税
全
体

で
は
前
年
度
比
約
２
，
８
０
０
万

円
の
増
額
と
な
る
見
込
で
あ
り
ま

す
。
町
税
収
入
に
つ
き
ま
し
て
は
、

年
初
に
突
然
飛
び
込
ん
で
き
た
、

造
船
企
業
の
多
度
津
工
場
閉
鎖
も

し
く
は
売
却
方
針
と
い
う
要
素
が

あ
り
、
今
後
の
町
税
収
入
に
大
き

な
影
を
落
と
し
て
お
り
ま
す
の
が
、

大
き
な
懸
念
材
料
で
あ
り
ま
す
。

　一
方
、
地
方
交
付
税
は
、
普
通

交
付
税
で
前
年
度
比
１
億
４
，
５

０
０
万
円
、
特
別
交
付
税
は
５
０

０
万
円
の
減
額
と
な
る
見
込
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
町
債
に
つ
い
て

は
、
道
路
整
備
事
業
債
や
港
湾
整

備
事
業
債
、
教
育
施
設
整
備
事
業

債
、
消
防
施
設
整
備
事
業
債
、
多

度
津
中
学
校
改
築
事
業
債
等
の
増

を
見
込
ん
で
お
り
、
前
年
度
比
２

億
２
，
１
０
０
万
円
の
増
額
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
歳
出
に
お
い

て
は
、
職
員
定
数
の
削
減
や
給
与

関
係
費
の
抑
制
な
ど
に
よ
り
、
人

件
費
を
約
４
，
８
０
０
万
円
減
額

し
た
ほ
か
、
補
助
費
等
に
つ
い
て

も
約
３
，
８
０
０
万
円
の
減
額
と

な
り
ま
し
た
。

　し
か
し
な
が
ら
、
平
成
25
年
度

よ
り
本
格
的
に
工
事
が
実
施
さ
れ

る
多
度
津
中
学
校
改
築
事
業
や
、

福
祉
・
医
療
な
ど
の
社
会
保
障
費

等
の
増
加
が
顕
著
な
も
の
と
な
っ

て
お
り
、
歳
出
を
抑
制
す
る
こ
と

に
は
限
界
が
あ
り
、
引
き
続
き
、

財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩
さ
ざ
る

を
得
な
い
厳
し
い
予
算
編
成
と
な

り
ま
し
た
。

　そ
の
結
果
、
平
成
25
年
度
一
般

会
計
予
算
案
は
、
前
年
度
比
３
．

４
％
増
の
７
６
億
７
，
０
０
０
万

円
、
予
算
規
模
で
は
２
億
５
，
０

０
０
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

特
別
会
計
全
体
で
は
、
前
年
度
比

５
．
１
％
増
の
６
１
億
４
，
４
４

８
万
円
、
全
会
計
合
計
は
、
前
年

度
比
４
．
１
％
増
の
１
３
８
億
１
，

４
４
８
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
重
点
施
策
】

■
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

　昨
年
は
、
前
年
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
を
受
け
、
「
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
最
重
点
課

題
と
し
て
、
地
域
の
防
災
力
の
強

化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　自
主
防
災
組
織
の
結
成
を
促
し
、

組
織
の
充
実
や
防
災
体
制
の
整
備

の
た
め
、
防
災
資
機
材
の
助
成
を

始
め
ま
し
た
。

　土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
地
震

に
よ
り
決
壊
し
た
と
き
に
は
甚
大

な
被
害
が
想
定
さ
れ
る
大
規
模
な

た
め
池
を
対
象
に
、「
た
め
池
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
」
も
作
成
し
て
お
り

ま
す
。

　住
民
の
方
々
の
防
災
意
識
の
向

上
や
被
害
の
軽
減
の
た
め
、
今
後

周
知
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　一
方
、
一
時
避
難
場
所
を
確
保

す
る
た
め
、
新
た
に
民
間
の
所
有

す
る
施
設
も
利
用
で
き
る
よ
う
「
災

害
時
に
お
け
る
一
時
避
難
所
と
し

て
の
使
用
に
関
す
る
協
定
」
を
、

金
剛
禅
総
本
山
少
林
寺
及
び
学
校

法
人
禅
林
学
園
と
締
結
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
は
さ
ら
に

避
難
場
所
確
保
の
た
め
、
民
間
と

の
協
力
を
広
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　昨
年
は
、
中
央
防
災
会
議
に
お

い
て
東
海
・
東
南
海
・
南
海
地
震

の
被
害
想
定
や
、
震
源
域
等
の
見

直
し
が
行
わ
れ
、
香
川
県
で
は
、

平
成
24
年
度
末
を
目
途
に
、
被
害

想
定
の
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
多
度
津
町
と
し
ま
し
て
も
香

川
県
の
見
直
し
結
果
を
踏
ま
え
て
、

関
係
機
関
・
関
係
団
体
と
協
議
し

な
が
ら
、
地
域
防
災
計
画
の
見
直

し
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　さ
ら
に
、
国
や
県
の
動
向
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
地
震
の
み
な
ら
ず

様
々
な
状
況
を
想
定
し
た
職
員
の

対
処
訓
練
を
実
施
す
る
な
ど
、
災

害
時
に
お
け
る
組
織
機
能
の
強
化

に
努
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
大
災
害
が
発
生
し
た
場

合
、
国
や
県
・
町
の
、
い
わ
ゆ
る

公
助
に
は
限
界
が
あ
り
、
自
分
の

身
は
自
分
で
守
る「
自
助
」、
普
段

か
ら
顔
を
合
わ
せ
て
い
る
地
域
や

近
隣
の
人
々
が
お
互
い
に
協
力
し

合
う
「
共
助
」
が
大
き
な
力
と
な

り
ま
す
。「
自
助
」「
共
助
」
の
活

動
を
推
進
す
る
た
め
に
も
、
今
後

も
組
織
の
育
成
や
活
動
に
対
す
る

支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
住
民
参
画
・

　
　住
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　町
政
報
告
会
や
対
話
集
会
な
ど

の
開
催
に
よ
り
、
町
行
政
情
報
を

開
示
し
、
貴
重
な
ご
意
見
や
ご
要

望
を
い
た
だ
き
、
町
政
運
営
に
反

映
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
本
年
も

引
き
続
き
開
催
し
、
そ
の
上
で
、

町
の
将
来
像
を
形
成
す
る
新
た
な

計
画
作
成
に
向
け
て
の
、
行
政
パ

ー
ト
ナ
ー
と
し
て
の
「
ま
ち
づ
く

り
委
員
会
」（
仮
称
）の
設
立
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
町
お
こ
し
等
、

　
　
　
　
　観
光
行
政
の
推
進

　多
度
津
町
に
は
、
連
綿
と
続
く

歴
史
的
資
産
、
さ
ら
に
は
交
通
の

要
衝
と
し
て
栄
え
て
き
た
、
そ
う

い
っ
た
時
間
の
蓄
積
が
あ
り
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
多
度
津
駅
周
辺
の
活
性
化
、

ま
た
歴
史
を
生
か
し
た
旧
商
店
街

の
活
用
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　ま
た
、
本
町
に
お
い
て
は
、
ぶ

ど
う
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
な
ど
農
産
物
、

水
産
物
の
様
々
な
特
産
品
が
あ
り

ま
す
。
こ
う
し
た
財
産
を
活
用
し

な
が
ら
新
た
な
産
業
を
醸
成
、
６

次
産
業
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
観

光
と
商
業
、
農
業
、
漁
業
を
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
な
ど
、
そ
う

し
た
活
性
化
策
を
通
じ
て
多
度
津

町
を
元
気
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭

　本
年
は
『
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭

２
０
１
３
』
が
、
３
月
20
日
か
ら

11
月
４
日
ま
で
の
間
、
開
催
さ
れ

る
年
で
あ
り
ま
す
。
本
町
に
お
き

ま
し
て
は
、
10
月
５
日
か
ら
11
月

４
日
ま
で
の
31
日
間
、
高
見
島
に

て
12
の
作
品
と
１
つ
の
イ
ベ
ン
ト

が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

を
機
会
に
、
多
度
津
町
の
活
性
化

に
向
け
、
関
係
諸
団
体
と
も
連
携

を
と
り
な
が
ら
、
現
在
あ
る
観
光

資
源
を
活
用
す
る
こ
と
は
も
と
よ

り
、
新
た
な
観
光
資
源
の
創
造
を

目
指
し
つ
つ
、
町
内
へ
の
交
流
人

口
の
拡
大
を
図
り
、
成
功
に
向
け

て
最
大
限
の
努
力
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

【
主
要
施
策
】

■
住
み
よ
い
都
市
基
盤
の
整
備

●
環
境
施
策
の
推
進
に
つ
い
て

　近
年
、
社
会
経
済
活
動
や
生
活

様
式
の
変
化
に
伴
い
、
ご
み
問
題

や
水
質
の
悪
化
、
大
気
汚
染
な
ど

様
々
な
環
境
問
題
に
直
面
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
地
球
温
暖
化
や
オ

ゾ
ン
層
の
破
壊
、
異
常
気
象
な
ど
、

地
球
規
模
に
拡
大
し
た
環
境
問
題

は
、
深
刻
度
を
増
し
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
本
町
は
、
平
成
12

年
に
「
環
境
の
ま
ち
」
宣
言
を
行

い
、
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画

の
実
施
を
は
じ
め
、
各
種
環
境
施

策
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　さ
ら
に
、
平
成
21
年
度
に
策
定

し
た
「
多
度
津
町
環
境
基
本
計
画
」

に
基
づ
き
「
環
境
・
健
康
・
人
」

を
重
視
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
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　丸
尾
幸
雄
町
長
は
、
平
成
25
年

多
度
津
町
議
会
３
月
定
例
会
の
開

会
に
あ
た
り
、
新
年
度
に
臨
む
所

信
の
一
端
を
述
べ
る
と
と
も
に
、

平
成
25
年
度
当
初
予
算
の
概
要
な

ら
び
に
町
政
運
営
の
諸
施
策
に
つ

い
て
説
明
し
ま
し
た
。

【
は
じ
め
に
】

　私
が
就
任
当
初
か
ら
常
に
心
が

け
て
ま
い
り
ま
し
た
の
は
、
町
民

の
皆
さ
ま
が
「
夢
と
希
望
」
を
抱

き
な
が
ら
、
生
き
生
き
と
明
る
く

元
気
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
、

町
民
目
線
の
行
政
運
営
で
あ
り
、

住
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
で
あ
り

ま
す
。

　そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、

一
昨
年
よ
り
開
催
し
て
お
り
ま
す

「
対
話
集
会
」
で
す
が
、
島
嶼
部

３
会
場
、
陸
地
部
４
会
場
で
行
っ

て
お
り
、
こ
の
２
年
間
で
延
べ
約

３
５
０
名
の
住
民
の
ご
参
加
と
様

々
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
「
住
民
参
加
型
の
町

政
」
を
目
指
し
て
、
住
民
の
皆
様

か
ら
、
生
の
声
を
お
聞
き
し
、
そ

の
な
か
か
ら
い
た
だ
い
た
貴
重
な

ご
提
言
を
本
町
の
施
策
に
活
か
せ

る
よ
う
、
今
後
も
そ
の
時
代
に
あ

っ
た
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
、
職
員
共
々
一
丸

と
な
っ
て
、
重
要
課
題
の
解
決
に

誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
ま
い
る
決

意
で
あ
り
ま
す
。
一
層
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

【
政
府
の
経
済
見
通
し
と
予
算
】

　さ
て
、
政
府
は
、
平
成
25
年
度

に
お
け
る
我
が
国
経
済
に
つ
い
て
、

世
界
経
済
の
緩
や
か
な
回
復
が
期

待
さ
れ
る
な
か
、
「
平
成
25
年
度

の
経
済
財
政
運
営
の
基
本
的
態

度
」
に
示
さ
れ
た
施
策
の
推
進
等

に
よ
り
、
着
実
な
需
要
の
発
現
と

雇
用
創
出
が
見
込
ま
れ
、
国
内
需

要
主
導
で
回
復
が
進
む
と
見
通
し

て
お
り
、
国
内
総
生
産
の
実
質
成

長
率
を
２
．
５
％
程
度
、
名
目
成

長
率
を
２
．
７
パ
ー
セ
ン
ト
程
度

プ
ラ
ス
に
転
じ
る
と
見
込
ん
で
い

ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
中
、
政
府
は
、
平

成
25
年
度
予
算
を
、
日
本
経
済
再

生
に
向
け
て
、
緊
急
経
済
対
策
に

基
づ
く
平
成
24
年
度
補
正
予
算
と

一
体
的
な
も
の
と
し
て
、
「
15
ヶ

月
予
算
」
と
し
て
編
成
す
る
一
方

で
、
財
政
健
全
化
目
標
を
見
据
え
、

前
年
度
よ
り
引
き
締
ま
っ
た
中
身

と
し
、
「
復
興
・
防
災
対
策
」

「
成
長
に
よ
る
富
の
創
出
」「
暮
ら

し
の
安
心
・
地
域
活
性
化
」
に
重

点
化
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
予

算
総
額
を
前
年
度
比
２
．
５
％
増

の
９
２
兆
６
，
１
１
５
億
円
と
し

て
い
ま
す
。

　一
方
、
地
方
財
政
に
つ
い
て
は
、

地
方
が
安
定
的
に
財
政
運
営
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
地
方
交

付
税
等
の
一
般
財
源
に
つ
い
て
、

前
年
度
と
同
水
準
を
確
保
し
て
い

ま
す
が
、
防
災
・
減
災
事
業
、
地

域
活
性
化
等
の
緊
急
課
題
へ
の
対

応
等
に
係
る
事
業
費
の
拡
大
、
社

会
保
障
関
係
費
の
自
然
増
に
よ
り

前
年
度
同
様
に
財
源
不
足
が
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

　こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
平
成
25
年

度
の
地
方
財
政
計
画
の
規
模
は
、

前
年
度
に
比
べ
、
約
５
０
０
億
円
、

０
．
１
％
増
の
８
１
兆
９
，
１
０

０
億
円
、
地
方
税
や
地
方
交
付
税

な
ど
を
併
せ
た
、
い
わ
ゆ
る
一
般

財
源
の
総
額
は
５
９
兆
７
，
５
２

６
億
円
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
地
方
交
付
税
は
、
地
方

公
務
員
の
給
与
を
国
家
公
務
員
と

同
様
に
削
減
す
る
こ
と
を
前
提
と

し
た
こ
と
に
よ
り
、
２
．
２
％
減

の
１
７
兆
６
２
４
億
円
、
普
通
交

付
税
の
代
替
措
置
で
あ
る
臨
時
財

政
対
策
債
に
つ
き
ま
し
て
は
、
１
．

３
％
増
の
６
兆
２
，
１
３
２
億
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
平
成
25
年
度
予
算
】

　こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、
平

成
25
度
本
町
の
予
算
編
成
に
当
た

り
ま
し
て
は
、
限
ら
れ
た
財
源
の

中
で
、
真
に
町
民
皆
様
の
サ
ー
ビ

ス
向
上
に
資
す
る
経
費
へ
の
財
源

の
重
点
化
を
図
り
、
事
業
の
必
要

性
や
緊
急
性
を
見
極
め
、
効
果
的

で
効
率
的
な
予
算
配
分
に
努
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　歳
入
に
お
い
て
は
、
そ
の
根
幹

で
あ
り
ま
す
町
税
が
、
法
人
町
民

平
成
25
年
度

　施
政
方
針

平
成
25
年
度

　施
政
方
針

税
・
た
ば
こ
税
の
増
収
を
見
込
む

一
方
、
個
人
町
民
税
・
都
市
計
画

税
の
減
収
を
見
込
み
、
町
税
全
体

で
は
前
年
度
比
約
２
，
８
０
０
万

円
の
増
額
と
な
る
見
込
で
あ
り
ま

す
。
町
税
収
入
に
つ
き
ま
し
て
は
、

年
初
に
突
然
飛
び
込
ん
で
き
た
、

造
船
企
業
の
多
度
津
工
場
閉
鎖
も

し
く
は
売
却
方
針
と
い
う
要
素
が

あ
り
、
今
後
の
町
税
収
入
に
大
き

な
影
を
落
と
し
て
お
り
ま
す
の
が
、

大
き
な
懸
念
材
料
で
あ
り
ま
す
。

　一
方
、
地
方
交
付
税
は
、
普
通

交
付
税
で
前
年
度
比
１
億
４
，
５

０
０
万
円
、
特
別
交
付
税
は
５
０

０
万
円
の
減
額
と
な
る
見
込
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
町
債
に
つ
い
て

は
、
道
路
整
備
事
業
債
や
港
湾
整

備
事
業
債
、
教
育
施
設
整
備
事
業

債
、
消
防
施
設
整
備
事
業
債
、
多

度
津
中
学
校
改
築
事
業
債
等
の
増

を
見
込
ん
で
お
り
、
前
年
度
比
２

億
２
，
１
０
０
万
円
の
増
額
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
歳
出
に
お
い

て
は
、
職
員
定
数
の
削
減
や
給
与

関
係
費
の
抑
制
な
ど
に
よ
り
、
人

件
費
を
約
４
，
８
０
０
万
円
減
額

し
た
ほ
か
、
補
助
費
等
に
つ
い
て

も
約
３
，
８
０
０
万
円
の
減
額
と

な
り
ま
し
た
。

　し
か
し
な
が
ら
、
平
成
25
年
度

よ
り
本
格
的
に
工
事
が
実
施
さ
れ

る
多
度
津
中
学
校
改
築
事
業
や
、

福
祉
・
医
療
な
ど
の
社
会
保
障
費

等
の
増
加
が
顕
著
な
も
の
と
な
っ

て
お
り
、
歳
出
を
抑
制
す
る
こ
と

に
は
限
界
が
あ
り
、
引
き
続
き
、

財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩
さ
ざ
る

を
得
な
い
厳
し
い
予
算
編
成
と
な

り
ま
し
た
。

　そ
の
結
果
、
平
成
25
年
度
一
般

会
計
予
算
案
は
、
前
年
度
比
３
．

４
％
増
の
７
６
億
７
，
０
０
０
万

円
、
予
算
規
模
で
は
２
億
５
，
０

０
０
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

特
別
会
計
全
体
で
は
、
前
年
度
比

５
．
１
％
増
の
６
１
億
４
，
４
４

８
万
円
、
全
会
計
合
計
は
、
前
年

度
比
４
．
１
％
増
の
１
３
８
億
１
，

４
４
８
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
重
点
施
策
】

■
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

　昨
年
は
、
前
年
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
を
受
け
、
「
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
最
重
点
課

題
と
し
て
、
地
域
の
防
災
力
の
強

化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　自
主
防
災
組
織
の
結
成
を
促
し
、

組
織
の
充
実
や
防
災
体
制
の
整
備

の
た
め
、
防
災
資
機
材
の
助
成
を

始
め
ま
し
た
。

　土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
地
震

に
よ
り
決
壊
し
た
と
き
に
は
甚
大

な
被
害
が
想
定
さ
れ
る
大
規
模
な

た
め
池
を
対
象
に
、「
た
め
池
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
」
も
作
成
し
て
お
り

ま
す
。

　住
民
の
方
々
の
防
災
意
識
の
向

上
や
被
害
の
軽
減
の
た
め
、
今
後

周
知
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　一
方
、
一
時
避
難
場
所
を
確
保

す
る
た
め
、
新
た
に
民
間
の
所
有

す
る
施
設
も
利
用
で
き
る
よ
う
「
災

害
時
に
お
け
る
一
時
避
難
所
と
し

て
の
使
用
に
関
す
る
協
定
」
を
、

金
剛
禅
総
本
山
少
林
寺
及
び
学
校

法
人
禅
林
学
園
と
締
結
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
は
さ
ら
に

避
難
場
所
確
保
の
た
め
、
民
間
と

の
協
力
を
広
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　昨
年
は
、
中
央
防
災
会
議
に
お

い
て
東
海
・
東
南
海
・
南
海
地
震

の
被
害
想
定
や
、
震
源
域
等
の
見

直
し
が
行
わ
れ
、
香
川
県
で
は
、

平
成
24
年
度
末
を
目
途
に
、
被
害

想
定
の
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
多
度
津
町
と
し
ま
し
て
も
香

川
県
の
見
直
し
結
果
を
踏
ま
え
て
、

関
係
機
関
・
関
係
団
体
と
協
議
し

な
が
ら
、
地
域
防
災
計
画
の
見
直

し
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　さ
ら
に
、
国
や
県
の
動
向
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
地
震
の
み
な
ら
ず

様
々
な
状
況
を
想
定
し
た
職
員
の

対
処
訓
練
を
実
施
す
る
な
ど
、
災

害
時
に
お
け
る
組
織
機
能
の
強
化

に
努
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
大
災
害
が
発
生
し
た
場

合
、
国
や
県
・
町
の
、
い
わ
ゆ
る

公
助
に
は
限
界
が
あ
り
、
自
分
の

身
は
自
分
で
守
る「
自
助
」、
普
段

か
ら
顔
を
合
わ
せ
て
い
る
地
域
や

近
隣
の
人
々
が
お
互
い
に
協
力
し

合
う
「
共
助
」
が
大
き
な
力
と
な

り
ま
す
。「
自
助
」「
共
助
」
の
活

動
を
推
進
す
る
た
め
に
も
、
今
後

も
組
織
の
育
成
や
活
動
に
対
す
る

支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
住
民
参
画
・

　
　住
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　町
政
報
告
会
や
対
話
集
会
な
ど

の
開
催
に
よ
り
、
町
行
政
情
報
を

開
示
し
、
貴
重
な
ご
意
見
や
ご
要

望
を
い
た
だ
き
、
町
政
運
営
に
反

映
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
本
年
も

引
き
続
き
開
催
し
、
そ
の
上
で
、

町
の
将
来
像
を
形
成
す
る
新
た
な

計
画
作
成
に
向
け
て
の
、
行
政
パ

ー
ト
ナ
ー
と
し
て
の
「
ま
ち
づ
く

り
委
員
会
」（
仮
称
）の
設
立
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
町
お
こ
し
等
、

　
　
　
　
　観
光
行
政
の
推
進

　多
度
津
町
に
は
、
連
綿
と
続
く

歴
史
的
資
産
、
さ
ら
に
は
交
通
の

要
衝
と
し
て
栄
え
て
き
た
、
そ
う

い
っ
た
時
間
の
蓄
積
が
あ
り
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
多
度
津
駅
周
辺
の
活
性
化
、

ま
た
歴
史
を
生
か
し
た
旧
商
店
街

の
活
用
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　ま
た
、
本
町
に
お
い
て
は
、
ぶ

ど
う
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
な
ど
農
産
物
、

水
産
物
の
様
々
な
特
産
品
が
あ
り

ま
す
。
こ
う
し
た
財
産
を
活
用
し

な
が
ら
新
た
な
産
業
を
醸
成
、
６

次
産
業
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
観

光
と
商
業
、
農
業
、
漁
業
を
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
な
ど
、
そ
う

し
た
活
性
化
策
を
通
じ
て
多
度
津

町
を
元
気
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭

　本
年
は
『
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭

２
０
１
３
』
が
、
３
月
20
日
か
ら

11
月
４
日
ま
で
の
間
、
開
催
さ
れ

る
年
で
あ
り
ま
す
。
本
町
に
お
き

ま
し
て
は
、
10
月
５
日
か
ら
11
月

４
日
ま
で
の
31
日
間
、
高
見
島
に

て
12
の
作
品
と
１
つ
の
イ
ベ
ン
ト

が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

を
機
会
に
、
多
度
津
町
の
活
性
化

に
向
け
、
関
係
諸
団
体
と
も
連
携

を
と
り
な
が
ら
、
現
在
あ
る
観
光

資
源
を
活
用
す
る
こ
と
は
も
と
よ

り
、
新
た
な
観
光
資
源
の
創
造
を

目
指
し
つ
つ
、
町
内
へ
の
交
流
人

口
の
拡
大
を
図
り
、
成
功
に
向
け

て
最
大
限
の
努
力
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

【
主
要
施
策
】

■
住
み
よ
い
都
市
基
盤
の
整
備

●
環
境
施
策
の
推
進
に
つ
い
て

　近
年
、
社
会
経
済
活
動
や
生
活

様
式
の
変
化
に
伴
い
、
ご
み
問
題

や
水
質
の
悪
化
、
大
気
汚
染
な
ど

様
々
な
環
境
問
題
に
直
面
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
地
球
温
暖
化
や
オ

ゾ
ン
層
の
破
壊
、
異
常
気
象
な
ど
、

地
球
規
模
に
拡
大
し
た
環
境
問
題

は
、
深
刻
度
を
増
し
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
本
町
は
、
平
成
12

年
に
「
環
境
の
ま
ち
」
宣
言
を
行

い
、
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画

の
実
施
を
は
じ
め
、
各
種
環
境
施

策
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　さ
ら
に
、
平
成
21
年
度
に
策
定

し
た
「
多
度
津
町
環
境
基
本
計
画
」

に
基
づ
き
「
環
境
・
健
康
・
人
」

を
重
視
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
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　ま
た
、
一
昨
年
の
東
日
本
大
震

災
に
よ
る
、
原
子
力
発
電
の
見
直

し
、
夏
場
や
冬
場
で
の
電
力
需
給

の
問
題
等
、
町
民
の
電
力
に
対
す

る
意
識
が
高
ま
る
中
、
環
境
に
や

さ
し
い
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

あ
る
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
設
置
者
に
対
す
る
補
助
を
継
続

し
、
よ
り
一
層
の
温
室
効
果
ガ
ス

削
減
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
●
環
境
衛
生
の
充
実
に
つ
い
て

　町
民
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、

ご
み
の
分
別
収
集
は
定
着
し
て
い

ま
す
が
、
循
環
型
社
会
の
形
成
に

向
け
、
さ
ら
な
る
分
別
の
徹
底
を

図
り
、
ご
み
の
減
量
化
に
有
効
な

生
ご
み
処
理
容
器
購
入
助
成
金
の

活
用
を
推
進
し
な
が
ら
、
新
た
に

国
が
制
定
し
た
「
小
型
家
電
リ
サ

イ
ク
ル
法
」
の
施
行
に
向
け
、
収

集
体
制
を
整
え
リ
サ
イ
ク
ル
を
推

進
し
、
環
境
負
荷
の
軽
減
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
ご
み
の

不
法
投
棄
や
野
焼
き
の
防
止
・
啓

発
も
進
め
る
と
と
も
に
、
下
水
道

整
備
区
域
外
で
の
合
併
処
理
浄
化

槽
の
普
及
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

●
公
園
・
緑
地
・
水
辺
の

　
　
　
　
　
　整
備
に
つ
い
て

　「
桃
陵
公
園
」
は
言
う
に
及
ば

ず
、「
堀
江
公
園
」
や
「
桜
の
森
高

原
」、ま
た
、
水
環
境
創
造
事
業
と

し
て
整
備
し
た
「
八
幡
の
森
ほ
た

る
の
里
」、「
せ
せ
ら
ぎ
水
路
」、「
親

水
公
園
」
な
ど
は
、
町
民
の
皆
様

に
自
然
と
ふ
れ
あ
い
、
憩
い
を
与

え
る
空
間
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　「
堀
江
公
園
」
に
つ
き
ま
し
て

は
、
遊
具
等
を
中
心
に
保
守
点
検

を
行
い
、「
桜
の
森
高
原
」に
つ
い

て
は
、
昨
年
の
住
民
対
話
集
会
で
、

桜
の
時
期
以
外
で
も
楽
し
め
る
よ

う
花
木
等
の
整
備
要
望
が
あ
り
ま

し
た
が
、
新
種
の
バ
ラ
の
苗
木
を
、

今
年
春
ご
ろ
、
提
供
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
整

備
も
含
め
、
今
後
も
、
地
元
自
治

会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
環
境

保
全
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　さ
ら
に
、
町
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ

る
桜
川
に
つ
い
て
は
、
桜
川
流
域

水
環
境
推
進
協
議
会
に
よ
る
、
環

境
美
化
・
啓
発
活
動
を
は
じ
め
、

鮒
や
ウ
ナ
ギ
な
ど
の
淡
水
魚
の
放

流
を
行
う
こ
と
で
、
川
に
対
す
る

愛
着
を
持
ち
、
生
活
排
水
の
改
善

や
不
法
投
棄
を
抑
制
し
、
一
層
の

水
質
浄
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

●
水
道
事
業
に
つ
い
て

　渇
水
期
に
お
い
て
も
安
定
し
て

水
道
水
を
供
給
す
る
た
め
に
、
朝

日
掘
水
源
地
の
整
備
と
大
木
水
源

地
の
改
修
を
進
め
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
24
年
度
を
も
っ
て
竣
工
い
た

し
ま
す
。
住
民
生
活
や
企
業
運
営

に
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
水
道

水
の
安
定
供
給
に
努
め
、
ま
た
、

来
る
災
害
に
備
え
て
、
老
朽
管
の

耐
震
化
工
事
を
計
画
的
に
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　今
後
も
健
全
な
水
道
経
営
を
目

指
し
、
経
費
の
削
減
と
使
用
料
金

の
収
納
率
向
上
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

●
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

　平
成
23
年
度
を
も
っ
て
下
水
道

認
可
取
得
区
域
内
の
整
備
が
完
了

し
、
今
後
は
維
持
管
理
に
重
点
を

置
い
た
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
ず
平
成
20
年
度
に
創
設

さ
れ
た
下
水
道
長
寿
命
化
支
援
制

度
に
基
づ
き
、
平
成
25
年
度
に
新

町
雨
水
ポ
ン
プ
場
・
堀
江
雨
水
第

１
ポ
ン
プ
場
・
港
町
汚
水
中
継
ポ

ン
プ
場
の
状
況
調
査
を
行
い
、
平

成
26
年
度
に
は
下
水
道
長
寿
命
化

計
画
を
策
定
し
、
老
朽
化
が
進
ん

だ
施
設
等
を
改
修
し
て
ま
い
り
ま

す
。　ま

た
、
下
水
道
事
業
経
営
の
健

全
化
を
図
る
た
め
、
未
接
続
家
屋

の
下
水
道
接
続
に
向
け
た
啓
発
活

動
を
行
い
、
公
平
性
の
観
点
か
ら
、

下
水
道
使
用
料
及
び
受
益
者
負
担

金
の
収
納
率
の
向
上
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

●
町
営
住
宅
に
つ
い
て

　平
成
23
年
度
に
策
定
し
ま
し
た

「
多
度
津
町
町
営
住
宅
等
長
寿
命

化
計
画
」
に
則
り
、
老
朽
化
し
た

住
宅
の
立
替
や
既
存
住
宅
の
改
修

・
修
繕
等
を
計
画
的
に
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。
特
に
、
既
存
住
宅
は

老
朽
化
に
伴
う
修
繕
が
増
加
し
て

お
り
、
時
期
や
手
法
を
工
夫
し
な

が
ら
、
効
率
的
・
効
果
的
な
修
繕

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

　交
通
安
全
を
守
る
会
を
は
じ
め
、

関
係
機
関
・
団
体
と
緊
密
な
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
交
通
安
全
教
室

の
開
催
や
街
頭
指
導
な
ど
、
各
種

交
通
安
全
活
動
を
通
じ
て
、
町
民

の
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
や
交
通

マ
ナ
ー
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
や

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
な

ど
、
交
通
安
全
施

設
の
計
画
的
な
整

備
を
行
い
、
交
通

事
故
抑
止
に
向
け

た
対
策
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

●
消
防
・
救
急
体
制
の

　
　
　
　
　
　
　整
備
に
つ
い
て

　災
害
時
の
防
災
拠
点
施
設
と
な

る
消
防
庁
舎
建
設
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
昨
年
の
全
員
協
議
会
に

お
い
て
、
庁
舎
本
体
に
併
せ
て
、

不
可
欠
な
付
帯
施
設
と
な
り
ま
す

消
防
訓
練
施
設
と
消
防
施
設
機
器

等
の
必
要
経
費
に
つ
い
て
、
ご
説

明
申
し
上
げ
ま
し
た
。
平
成
25
年

度
は
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
早
期

に
基
本
設
計
並
び
に
実
施
設
計
を

行
い
、
平
成
27
年
度
開
庁
に
向
け

て
、
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　ま
た
、
消
防
救
急
無
線
の
デ
ジ

タ
ル
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成

23
年
度
繰
越
事
業
と
し
て
、
国
の

第
３
次
補
正
で
あ
る
消
防
防
災
通

信
基
盤
整
備
補
助
金
及
び
緊
急
防

災
・
減
災
事
業
債
を
活
用
し
、
平

成
24
年
度
で
完
了
予
定
で
す
。

　通
信
指
令
業
務
の
共
同
運
用
に

つ
き
ま
し
て
は
、
関
係
消
防
本
部

に
よ
り
検
討
を
重
ね
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
共
同
運
用
を
す
る
こ
と

で
財
政
削
減
効
果
、
運
用
の
充
実

と
効
率
化
等
、
多
面
に
わ
た
る
効

果
を
得
ら
れ
る
と
の
結
論
に
至
り

ま
し
た
。
平
成
24
年
12
月
定
例
会

に
お
い
て
、
「
丸
亀
市
・
善
通
寺

市
・
多
度
津
町
消
防
通
信
指
令
事

務
協
議
会
の
設
置
に
関
す
る
協
議
」

に
つ
い
て
議
会
の
議
決
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
の
で
、
平
成
25

年
１
月
25
日
に
２
市
１
町
の
各
市

町
長
の
も
と
、
協
議
書
に
調
印
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、
成

立
し
た
協
議
会
の
中
で
具
体
的
な

規
定
を
定
め
て
平
成
26
年
度
運
用

開
始
を
目
指
し
、
迅
速
か
つ
確
実

な
情
報
通
信
体
制
の
確
立
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　救
急
業
務
に
つ
き
ま
し
て
は
、

高
齢
化
を
背
景
に
、
今
後
も
増
え

続
け
る
と
予
測
さ
れ
、
引
き
続
き

救
急
救
命
士
の
人
材
育
成
と
再
教

育
に
努
め
、
高
度
化
す
る
救
急
業

務
の
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
道
路
・
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

　
　
　
　
　
　
　整
備
に
つ
い
て

　県
道
関
係
に
つ
き
ま
し
て
は
、

主
要
幹
線
道
路
の
さ
ぬ
き
浜
街
道
、

多
度
津
丸
亀
線
、
多
度
津
善
通
寺

線
、
西
白
方
善
通
寺
線
な
ど
暫
時

進
捗
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

早
期
完
成
に
向
け
、
今
後
と
も
香

川
県
に
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　町
道
関
係
に
つ
き
ま
し
て
は
、

継
続
事
業
の
川
西
阿
庄
線
は
、
浜

街
道
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て
の

観
点
か
ら
早
期
完
了
を
目
指
し
ま

す
。
ま
た
、
栄
町
地
区
に
お
い
て

平
成
24
年
度
よ
り
着
手
し
ま
し
た
、

町
道
３
５
０
号
線
の
拡
幅
工
事
は

平
成
25
年
度
で
完
了
見
込
で
す
。

堀
江
地
区
で
は
シ
ー
サ
イ
ド
リ
ン

ク
ス
跡
地
周
辺
道
路
整
備
と
し
て
、

町
道
７
号
線
の
交
差
点
改
良
工
事

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　離
島
航
路
に
つ
き
ま
し
て
は
、

島
し
ょ
部
住
民
の
不
可
欠
な
航
路

で
あ
り
ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き
、

離
島
振
興
の
主
旨
に
則
り
、
そ
の

維
持
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
情
報
化
の
推
進
に
つ
い
て

　電
子
自
治
体
の
基
盤
構
築
を
目

指
す
国
の
方
針
を
踏
ま
え
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
、
よ
り
効
率

的
で
安
全
・
安
定
性
の
高
い
シ
ス

テ
ム
構
築
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
行

政
運
営
の
簡
素
化
、
効
率
化
及
び

透
明
性
並
び
に
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
平

成
25
年
４
月
よ
り
本
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
町
内

外
の
皆
様
に
分
か
り
や
す
い
町
政

情
報
の
提
供
に
努
め
、
さ
ら
な
る

情
報
化
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
人
に
や
さ
し
い

　
　
　
　社
会
づ
く
り
の
推
進

●
福
祉
医
療
に
つ
い
て

　こ
れ
ま
で
も
財
政
状
況
を
考
慮

し
な
が
ら
制
度
拡
充
に
努
め
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
平
成
25

年
度
か
ら
は
新
た
に
乳
幼
児
医
療

費
助
成
制
度
を
拡
充
し
「
子
育
て

支
援
医
療
費
助
成
制
度
」
と
し
て
、

中
学
校
卒
業
ま
で
の
入
院
に
係
る

医
療
費
に
つ
い
て
助
成
を
始
め
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
本
年
４
月

診
療
分
か
ら
が
対
象
と
な
り
、
広

報
周
知
を
は
じ
め
、
制
度
に
係
る

準
備
作
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

　医
療
費
が
増
加
の
一
途
を
た
ど

り
、
財
政
的
に
年
々
厳
し
さ
を
増

す
中
、
医
療
費
を
抑
制
し
、
適
正

化
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
特
定
健
康
診
査

や
特
定
保
健
指
導
の
推
進
、
レ
セ

プ
ト
点
検
の
徹
底
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
の
普
及
啓
発
等
、
様
々

な
施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　特
定
健
康
診
査
や
特
定
保
健
指

導
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
25
年

度
か
ら
５
年
間
を
計
画
期
間
と
す

る
「
第
２
次
特
定
健
康
診
査
等
実

施
計
画
」
を
策
定
し
、
受
診
期
間

の
拡
大
や
未
受
診
者
へ
の
受
診
勧

奨
等
に
よ
り
受
診
率
や
実
施
率
の

向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
差

額
通
知
や
医
療
費
分
析
等
を
利
用

し
、
効
果
的
な
抑
制
策
を
講
じ
て

ま
い
り
ま
す
。

●
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て

　対
象
者
が
増
加
し
、
一
人
当
た

り
の
医
療
費
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

政
権
が
交
代
し
、
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
は
当
面
存
続
す
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
が
、
財
政
的
な
諸
問
題

が
解
決
し
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

引
き
続
き
、
脆
弱
な
財
政
運
営
と

な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
香

川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

や
香
川
県
、
県
内
市
町
と
緊
密
な

連
携
を
図
り
、
本
制
度
の
安
定
的

な
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
健
康
増
進
事
業
に
つ
い
て

　平
成
24
年
度
よ
り
実
施
し
て
い

る
人
間
ド
ッ
ク
で
は
、
す
べ
て
の

が
ん
検
診
に
お
い
て
受
診
率
が
向

上
し
、
受
診
者
よ
り
好
評
を
得
て

い
る
こ
と
か
ら
、
対
象
者
数
を
増

加
し
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。
大
腸
が
ん
・
子
宮
が
ん
・

乳
が
ん
検
診
、
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検

診
に
つ
い
て
は
、
節
目
年
齢
の
方

に
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
配
布

を
継
続
し
、
予
防
重
視
の
保
健
事

業
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
母
子
保
健
事
業
に
つ
い
て

　平
成
25
年
度
よ
り
県
か
ら
権
限

移
譲
さ
れ
た
未
熟
児
養
育
事
業
を

実
施
し
、
低
体
重
児
の
届
出
の
受

理
、
未
熟
児
の
訪
問
指
導
、
養
育

医
療
の
給
付
が
適
切
に
実
施
で
き

る
よ
う
医
療
機
関
と
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
母
子
保
健
事
業
の
充

実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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　ま
た
、
一
昨
年
の
東
日
本
大
震

災
に
よ
る
、
原
子
力
発
電
の
見
直

し
、
夏
場
や
冬
場
で
の
電
力
需
給

の
問
題
等
、
町
民
の
電
力
に
対
す

る
意
識
が
高
ま
る
中
、
環
境
に
や

さ
し
い
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

あ
る
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
設
置
者
に
対
す
る
補
助
を
継
続

し
、
よ
り
一
層
の
温
室
効
果
ガ
ス

削
減
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
●
環
境
衛
生
の
充
実
に
つ
い
て

　町
民
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、

ご
み
の
分
別
収
集
は
定
着
し
て
い

ま
す
が
、
循
環
型
社
会
の
形
成
に

向
け
、
さ
ら
な
る
分
別
の
徹
底
を

図
り
、
ご
み
の
減
量
化
に
有
効
な

生
ご
み
処
理
容
器
購
入
助
成
金
の

活
用
を
推
進
し
な
が
ら
、
新
た
に

国
が
制
定
し
た
「
小
型
家
電
リ
サ

イ
ク
ル
法
」
の
施
行
に
向
け
、
収

集
体
制
を
整
え
リ
サ
イ
ク
ル
を
推

進
し
、
環
境
負
荷
の
軽
減
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
ご
み
の

不
法
投
棄
や
野
焼
き
の
防
止
・
啓

発
も
進
め
る
と
と
も
に
、
下
水
道

整
備
区
域
外
で
の
合
併
処
理
浄
化

槽
の
普
及
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

●
公
園
・
緑
地
・
水
辺
の

　
　
　
　
　
　整
備
に
つ
い
て

　「
桃
陵
公
園
」
は
言
う
に
及
ば

ず
、「
堀
江
公
園
」
や
「
桜
の
森
高

原
」、ま
た
、
水
環
境
創
造
事
業
と

し
て
整
備
し
た
「
八
幡
の
森
ほ
た

る
の
里
」、「
せ
せ
ら
ぎ
水
路
」、「
親

水
公
園
」
な
ど
は
、
町
民
の
皆
様

に
自
然
と
ふ
れ
あ
い
、
憩
い
を
与

え
る
空
間
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　「
堀
江
公
園
」
に
つ
き
ま
し
て

は
、
遊
具
等
を
中
心
に
保
守
点
検

を
行
い
、「
桜
の
森
高
原
」に
つ
い

て
は
、
昨
年
の
住
民
対
話
集
会
で
、

桜
の
時
期
以
外
で
も
楽
し
め
る
よ

う
花
木
等
の
整
備
要
望
が
あ
り
ま

し
た
が
、
新
種
の
バ
ラ
の
苗
木
を
、

今
年
春
ご
ろ
、
提
供
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
整

備
も
含
め
、
今
後
も
、
地
元
自
治

会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
環
境

保
全
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　さ
ら
に
、
町
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ

る
桜
川
に
つ
い
て
は
、
桜
川
流
域

水
環
境
推
進
協
議
会
に
よ
る
、
環

境
美
化
・
啓
発
活
動
を
は
じ
め
、

鮒
や
ウ
ナ
ギ
な
ど
の
淡
水
魚
の
放

流
を
行
う
こ
と
で
、
川
に
対
す
る

愛
着
を
持
ち
、
生
活
排
水
の
改
善

や
不
法
投
棄
を
抑
制
し
、
一
層
の

水
質
浄
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

●
水
道
事
業
に
つ
い
て

　渇
水
期
に
お
い
て
も
安
定
し
て

水
道
水
を
供
給
す
る
た
め
に
、
朝

日
掘
水
源
地
の
整
備
と
大
木
水
源

地
の
改
修
を
進
め
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
24
年
度
を
も
っ
て
竣
工
い
た

し
ま
す
。
住
民
生
活
や
企
業
運
営

に
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
水
道

水
の
安
定
供
給
に
努
め
、
ま
た
、

来
る
災
害
に
備
え
て
、
老
朽
管
の

耐
震
化
工
事
を
計
画
的
に
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　今
後
も
健
全
な
水
道
経
営
を
目

指
し
、
経
費
の
削
減
と
使
用
料
金

の
収
納
率
向
上
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

●
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

　平
成
23
年
度
を
も
っ
て
下
水
道

認
可
取
得
区
域
内
の
整
備
が
完
了

し
、
今
後
は
維
持
管
理
に
重
点
を

置
い
た
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
ず
平
成
20
年
度
に
創
設

さ
れ
た
下
水
道
長
寿
命
化
支
援
制

度
に
基
づ
き
、
平
成
25
年
度
に
新

町
雨
水
ポ
ン
プ
場
・
堀
江
雨
水
第

１
ポ
ン
プ
場
・
港
町
汚
水
中
継
ポ

ン
プ
場
の
状
況
調
査
を
行
い
、
平

成
26
年
度
に
は
下
水
道
長
寿
命
化

計
画
を
策
定
し
、
老
朽
化
が
進
ん

だ
施
設
等
を
改
修
し
て
ま
い
り
ま

す
。　ま

た
、
下
水
道
事
業
経
営
の
健

全
化
を
図
る
た
め
、
未
接
続
家
屋

の
下
水
道
接
続
に
向
け
た
啓
発
活

動
を
行
い
、
公
平
性
の
観
点
か
ら
、

下
水
道
使
用
料
及
び
受
益
者
負
担

金
の
収
納
率
の
向
上
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

●
町
営
住
宅
に
つ
い
て

　平
成
23
年
度
に
策
定
し
ま
し
た

「
多
度
津
町
町
営
住
宅
等
長
寿
命

化
計
画
」
に
則
り
、
老
朽
化
し
た

住
宅
の
立
替
や
既
存
住
宅
の
改
修

・
修
繕
等
を
計
画
的
に
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。
特
に
、
既
存
住
宅
は

老
朽
化
に
伴
う
修
繕
が
増
加
し
て

お
り
、
時
期
や
手
法
を
工
夫
し
な

が
ら
、
効
率
的
・
効
果
的
な
修
繕

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

　交
通
安
全
を
守
る
会
を
は
じ
め
、

関
係
機
関
・
団
体
と
緊
密
な
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
交
通
安
全
教
室

の
開
催
や
街
頭
指
導
な
ど
、
各
種

交
通
安
全
活
動
を
通
じ
て
、
町
民

の
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
や
交
通

マ
ナ
ー
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
や

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
な

ど
、
交
通
安
全
施

設
の
計
画
的
な
整

備
を
行
い
、
交
通

事
故
抑
止
に
向
け

た
対
策
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

●
消
防
・
救
急
体
制
の

　
　
　
　
　
　
　整
備
に
つ
い
て

　災
害
時
の
防
災
拠
点
施
設
と
な

る
消
防
庁
舎
建
設
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
昨
年
の
全
員
協
議
会
に

お
い
て
、
庁
舎
本
体
に
併
せ
て
、

不
可
欠
な
付
帯
施
設
と
な
り
ま
す

消
防
訓
練
施
設
と
消
防
施
設
機
器

等
の
必
要
経
費
に
つ
い
て
、
ご
説

明
申
し
上
げ
ま
し
た
。
平
成
25
年

度
は
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
早
期

に
基
本
設
計
並
び
に
実
施
設
計
を

行
い
、
平
成
27
年
度
開
庁
に
向
け

て
、
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　ま
た
、
消
防
救
急
無
線
の
デ
ジ

タ
ル
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成

23
年
度
繰
越
事
業
と
し
て
、
国
の

第
３
次
補
正
で
あ
る
消
防
防
災
通

信
基
盤
整
備
補
助
金
及
び
緊
急
防

災
・
減
災
事
業
債
を
活
用
し
、
平

成
24
年
度
で
完
了
予
定
で
す
。

　通
信
指
令
業
務
の
共
同
運
用
に

つ
き
ま
し
て
は
、
関
係
消
防
本
部

に
よ
り
検
討
を
重
ね
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
共
同
運
用
を
す
る
こ
と

で
財
政
削
減
効
果
、
運
用
の
充
実

と
効
率
化
等
、
多
面
に
わ
た
る
効

果
を
得
ら
れ
る
と
の
結
論
に
至
り

ま
し
た
。
平
成
24
年
12
月
定
例
会

に
お
い
て
、
「
丸
亀
市
・
善
通
寺

市
・
多
度
津
町
消
防
通
信
指
令
事

務
協
議
会
の
設
置
に
関
す
る
協
議
」

に
つ
い
て
議
会
の
議
決
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
の
で
、
平
成
25

年
１
月
25
日
に
２
市
１
町
の
各
市

町
長
の
も
と
、
協
議
書
に
調
印
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、
成

立
し
た
協
議
会
の
中
で
具
体
的
な

規
定
を
定
め
て
平
成
26
年
度
運
用

開
始
を
目
指
し
、
迅
速
か
つ
確
実

な
情
報
通
信
体
制
の
確
立
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　救
急
業
務
に
つ
き
ま
し
て
は
、

高
齢
化
を
背
景
に
、
今
後
も
増
え

続
け
る
と
予
測
さ
れ
、
引
き
続
き

救
急
救
命
士
の
人
材
育
成
と
再
教

育
に
努
め
、
高
度
化
す
る
救
急
業

務
の
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
道
路
・
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

　
　
　
　
　
　
　整
備
に
つ
い
て

　県
道
関
係
に
つ
き
ま
し
て
は
、

主
要
幹
線
道
路
の
さ
ぬ
き
浜
街
道
、

多
度
津
丸
亀
線
、
多
度
津
善
通
寺

線
、
西
白
方
善
通
寺
線
な
ど
暫
時

進
捗
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

早
期
完
成
に
向
け
、
今
後
と
も
香

川
県
に
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　町
道
関
係
に
つ
き
ま
し
て
は
、

継
続
事
業
の
川
西
阿
庄
線
は
、
浜

街
道
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て
の

観
点
か
ら
早
期
完
了
を
目
指
し
ま

す
。
ま
た
、
栄
町
地
区
に
お
い
て

平
成
24
年
度
よ
り
着
手
し
ま
し
た
、

町
道
３
５
０
号
線
の
拡
幅
工
事
は

平
成
25
年
度
で
完
了
見
込
で
す
。

堀
江
地
区
で
は
シ
ー
サ
イ
ド
リ
ン

ク
ス
跡
地
周
辺
道
路
整
備
と
し
て
、

町
道
７
号
線
の
交
差
点
改
良
工
事

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　離
島
航
路
に
つ
き
ま
し
て
は
、

島
し
ょ
部
住
民
の
不
可
欠
な
航
路

で
あ
り
ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き
、

離
島
振
興
の
主
旨
に
則
り
、
そ
の

維
持
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
情
報
化
の
推
進
に
つ
い
て

　電
子
自
治
体
の
基
盤
構
築
を
目

指
す
国
の
方
針
を
踏
ま
え
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
、
よ
り
効
率

的
で
安
全
・
安
定
性
の
高
い
シ
ス

テ
ム
構
築
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
行

政
運
営
の
簡
素
化
、
効
率
化
及
び

透
明
性
並
び
に
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
平

成
25
年
４
月
よ
り
本
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
町
内

外
の
皆
様
に
分
か
り
や
す
い
町
政

情
報
の
提
供
に
努
め
、
さ
ら
な
る

情
報
化
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
人
に
や
さ
し
い

　
　
　
　社
会
づ
く
り
の
推
進

●
福
祉
医
療
に
つ
い
て

　こ
れ
ま
で
も
財
政
状
況
を
考
慮

し
な
が
ら
制
度
拡
充
に
努
め
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
平
成
25

年
度
か
ら
は
新
た
に
乳
幼
児
医
療

費
助
成
制
度
を
拡
充
し
「
子
育
て

支
援
医
療
費
助
成
制
度
」
と
し
て
、

中
学
校
卒
業
ま
で
の
入
院
に
係
る

医
療
費
に
つ
い
て
助
成
を
始
め
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
本
年
４
月

診
療
分
か
ら
が
対
象
と
な
り
、
広

報
周
知
を
は
じ
め
、
制
度
に
係
る

準
備
作
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

　医
療
費
が
増
加
の
一
途
を
た
ど

り
、
財
政
的
に
年
々
厳
し
さ
を
増

す
中
、
医
療
費
を
抑
制
し
、
適
正

化
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
特
定
健
康
診
査

や
特
定
保
健
指
導
の
推
進
、
レ
セ

プ
ト
点
検
の
徹
底
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
の
普
及
啓
発
等
、
様
々

な
施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　特
定
健
康
診
査
や
特
定
保
健
指

導
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
25
年

度
か
ら
５
年
間
を
計
画
期
間
と
す

る
「
第
２
次
特
定
健
康
診
査
等
実

施
計
画
」
を
策
定
し
、
受
診
期
間

の
拡
大
や
未
受
診
者
へ
の
受
診
勧

奨
等
に
よ
り
受
診
率
や
実
施
率
の

向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
差

額
通
知
や
医
療
費
分
析
等
を
利
用

し
、
効
果
的
な
抑
制
策
を
講
じ
て

ま
い
り
ま
す
。

●
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て

　対
象
者
が
増
加
し
、
一
人
当
た

り
の
医
療
費
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

政
権
が
交
代
し
、
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
は
当
面
存
続
す
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
が
、
財
政
的
な
諸
問
題

が
解
決
し
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

引
き
続
き
、
脆
弱
な
財
政
運
営
と

な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
香

川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

や
香
川
県
、
県
内
市
町
と
緊
密
な

連
携
を
図
り
、
本
制
度
の
安
定
的

な
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
健
康
増
進
事
業
に
つ
い
て

　平
成
24
年
度
よ
り
実
施
し
て
い

る
人
間
ド
ッ
ク
で
は
、
す
べ
て
の

が
ん
検
診
に
お
い
て
受
診
率
が
向

上
し
、
受
診
者
よ
り
好
評
を
得
て

い
る
こ
と
か
ら
、
対
象
者
数
を
増

加
し
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。
大
腸
が
ん
・
子
宮
が
ん
・

乳
が
ん
検
診
、
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検

診
に
つ
い
て
は
、
節
目
年
齢
の
方

に
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
配
布

を
継
続
し
、
予
防
重
視
の
保
健
事

業
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
母
子
保
健
事
業
に
つ
い
て

　平
成
25
年
度
よ
り
県
か
ら
権
限

移
譲
さ
れ
た
未
熟
児
養
育
事
業
を

実
施
し
、
低
体
重
児
の
届
出
の
受

理
、
未
熟
児
の
訪
問
指
導
、
養
育

医
療
の
給
付
が
適
切
に
実
施
で
き

る
よ
う
医
療
機
関
と
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
母
子
保
健
事
業
の
充

実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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●
予
防
接
種
事
業
に
つ
い
て

　子
宮
頸
が
ん
等
ワ
ク
チ
ン
接
種

緊
急
促
進
事
業
と
し
て
実
施
し
て

お
り
ま
す
子
宮
頸
が
ん
予
防
、
ヒ

ブ
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種
に
つ
い
て
、
そ
の
ワ
ク

チ
ン
の
有
効
性
と
接
種
の
必
要
性

か
ら
平
成
25
年
度
よ
り
定
期
接
種

と
し
て
実
施
す
る
こ
と
に
伴
い
、

適
切
な
情
報
提
供
・
啓
発
と
疾
病

の
予
防
に
努
め
、
安
全
な
予
防
接

種
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
感
染
症
予
防
に
つ
い
て

　感
染
力
が
強
い
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
発
生
・
流
行
に
備
え
、

国
の
動
向
や
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
対
策
行
動
計
画
を
注
視
し
て
い

く
と
と
も
に
、
医
療
機
関
と
調
整

を
図
り
な
が
ら
、
感
染
予
防
と
体

制
整
備
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
地
域
福
祉
の
推
進
に
つ
い
て

　多
度
津
町
社
会
福
祉
協
議
会
並

び
に
各
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
が
、

引
き
続
き
、
幅
広
い
活
動
に
当
た

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

●
高
齢
者
福
祉
の
充
実
に
つ
い
て

　本
町
の
65
歳
以
上
の
割
合
い
わ

ゆ
る
高
齢
化
率
は
、
本
年
１
月
１

日
現
在
、
２
７
．
６
％
、
高
齢
者

人
口
は
、
６
，
６
０
０
人
を
超
え
、

昨
年
よ
り
３
０
０
人
の
増
で
、
そ

の
う
ち
75
歳
以
上
の
方
が
１
４
．

７
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
一
人
暮

ら
し
や
高
齢
者
の
み
の
世
帯
数
の

増
加
や
認
知
症
高
齢
者
の
増
加
を

踏
ま
え
、
平
成
24
年
度
よ
り
実
施

し
て
い
る「
戸
別
ご
み
収
集
」「
居

場
所
づ
く
り
」
「
緊
急
通
報
装
置

貸
与
」
な
ど
多
様
な
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
継
続
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

　高
齢
化
に
伴
い
、
認
定
者
数
や

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
が
増
加
傾
向
に

あ
り
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
の

大
幅
な
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

制
度
の
適
正
・
円
滑
な
運
営
を
図

る
た
め
、
介
護
給
付
費
適
正
化
支

援
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、
引
き
続

き
適
正
化
に
努
め
ま
す
。

　ま
た
、「
第
５
次
介
護
保
険
事
業

計
画
」
に
基
づ
き
、
介
護
が
必
要

に
な
っ
て
も
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
介
護
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
、
在
宅

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
、
新
た

に
サ
ー
ビ
ス
付
高
齢
者
住
宅
の
整

備
を
進
め
ま
す
。

●
地
域
支
援
事
業
の

　
　
　
　
　
　
　充
実
に
つ
い
て

　「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

は
、
や
さ
し
い
、
住
み
や
す
い
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
地
域
に
密

着
し
た
高
齢
者
の
相
談
窓
口
と
な

り
、
介
護
予
防
事
業
、
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
、
虐
待
防
止
や
権

利
擁
護
な
ど
の
支
援
事
業
を
展
開

し
、
地
域
で
高
齢
者
を
支
え
る
た

め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
取

り
組
み
ま
す
。

●
障
が
い
福
祉
の
充
実
に
つ
い
て

　多
度
津
町
の
障
が
い
福
祉
を
推

進
す
る
た
め
の
指
針
と
な
り
ま
す

「
第
３
次
多
度
津
町
障
害
者
基
本

計
画
」
及
び
「
第
３
次
多
度
津
町

障
害
福
祉
計
画
」
の
も
と
に
法
律

や
制
度
の
変
化
を
踏
ま
え
、
そ
し

て
引
き
続
き
障
が
い
者
一
人
ひ
と

り
の
意
思
や
ニ
ー
ズ
を
尊
重
し
な

が
ら
、
よ
り
一
層
障
が
い
者
の
福

祉
に
向
け
た
施
策
を
展
開
し
て
ま

い
り
ま
す
。

●
子
育
て
支
援
を
中
心
と
す
る

　
　
　
　
　児
童
福
祉
に
つ
い
て

　少
子
化
対
策
や
子
育
て
支
援
策

を
展
開
す
る
に
あ
た
り
、「
多
度
津

町
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
」

に
基
づ
き
、
引
き
続
き
保
育
所
へ

の
入
所
利
用
機
会
の
確
保
、
子
育

て
支
援
事
業
の
推
進
や
、
７
歳
未

満
児
へ
の
乳
幼
児
医
療
制
度
な
ど
、

積
極
的
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　保
育
所
に
つ
い
て
は
、
現
在
の

第
３
子
以
降
４
歳
未
満
児
の
保
育

料
免
除
な
ど
の
支
援
制
度
を
引
き

続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ

の
結
果
、
保
護
者
の
負
担
も
国
の

徴
収
基
準
の
６
割
程
度
に
抑
制
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
経
済

的
側
面
か
ら
の
子
育
て
支
援
策
も

踏
ま
え
、
今
後
も
適
切
な
負
担
割

合
の
維
持
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
豊
か
な
心
を
育
て
る

　
　
　
　教
育
と
文
化
の
創
出

●
幼
稚
園
・
学
校
施
設
の

　
　
　
　
　
　耐
震
化
に
つ
い
て

　学
校
施
設
は
、
災
害
時
に
お
け

る
地
域
住
民
の
緊
急
避
難
場
所
で

あ
り
、
こ
れ
ま
で
多
度
津
小
学
校

屋
内
運
動
場
耐
震
補
強
工
事
を
は

じ
め
と
し
て
、
耐
震
性
の
確
保
に

努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
平
成
24

年
度
で
は
、
四
箇
小
学
校
屋
内
運

動
場
の
耐
震
補
強
工
事
を
実
施
し
、

加
え
て
町
内
４
幼
稚
園
の
耐
震
診

断
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
そ

の
結
果
に
基
づ
い
て
、
今
後
は
対

象
と
な
る
幼
稚
園
の
補
強
計
画
策

定
と
補
強
工
事
を
順
次
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。
中
学
校
改
築
に
つ

き
ま
し
て
は
、
平
成
24
年
度
に
策

定
し
ま
し
た
「
多
度
津
中
学
校
改

築
基
本
設
計
」
を
ベ
ー
ス
に
、
平

成
25
年
度
の
早
い
段
階
で
「
同
実

施
設
計
」
を
策
定
し
、
そ
の
後
速

や
か
に
入
札
の
執
行
が
で
き
る
よ

う
、
作
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
幼
稚
園
・
学
校
教
育
に
つ
い
て

　各
学
校
・
園
に
お
い
て
、
よ
り

研
究
を
進
め
「
小
１
プ
ロ
ブ
レ
ム
」

や
「
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
」
な
ど
へ
の

対
応
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

平
成
25
年
度
も
引
き
続
き
「
連
携
」

を
ベ
ー
ス
と
し
た
教
育
関
連
施
策

を
推
し
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　「
学
力
向
上
支
援
補
助
員
」
の

配
置
と
習
熟
度
別
学
習
・
テ
ィ
ー

ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
な
ど
弾
力
的
な

指
導
体
制
の
確
立
に
よ
っ
て
、
学

力
の
二
極
化
の
解
消
を
図
る
と
と

も
に
、
地
域
や
町
の
行
事
へ
の
参

画
や
外
部
人
材
の
活
用
な
ど
を
奨

励
し
、
学
習
意
欲
の
喚
起
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
併
せ
て
、
通
常

学
級
に
お
い
て
特
別
な
支
援
を
必

要
と
す
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め
「
特

別
支
援
教
育
支
援
員
」
を
引
き
続

き
配
置
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　小
学
校
で
の
外
国
語
活
動
の
充

実
を
図
る
た
め
、
外
国
語
指
導
助

手
を
小
学
校
へ
引
き
続
き
派
遣
し
、

中
学
校
英
語
教
育
へ
の
ス
ム
ー
ズ

な
接
続
を
促
す
と
と
も
に
、
グ
ロ

ー
バ
ル
化
す
る
社
会
で
駆
使
で
き

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の

涵
養
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　こ
う
し
た
教
育
活
動
が
推
進
で

き
る
よ
う
幼
・
小
・
中
の
情
報
シ

ス
テ
ム
環
境
を
整
備
し
、
校
務
の

効
率
化
を
図
り
、
教
職
員
が
子
ど

も
と
ふ
れ
あ
う
時
間
の
一
層
の
確

保
に
努
め
る
こ
と
で
「
学
校
力
」

を
さ
ら
に
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　一
方
、
子
ど
も
た
ち
の
基
本
的

生
活
習
慣
の
確
立
を
図
っ
て
い
く

た
め
、
地
元
生
産
者
の
方
々
「
ひ

ま
わ
り
の
会
」
が
生
産
し
た
、
安

全
・
安
心
な
旬
の
新
鮮
な
野
菜
な

ど
を
使
用
し
た
学
校
給
食
の
充
実

に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
今

後
も
、
生
産
者
の
顔
が
見
え
る
活

き
た
教
材
を
活
用
し
た
「
食
育
」

を
一
層
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　併
せ
て
、
次
代
を
担
う
心
豊
か

で
た
く
ま
し
い
子
ど
も
育
成
・
教

育
環
境
の
向
上
の
観
点
か
ら
、
将

来
性
も
踏
ま
え
た
通
学
区
域
の
見

直
し
に
つ
い
て
は
、
多
度
津
町
内

４
地
区
の
将
来
的
な
人
口
推
移
等

を
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
今
回
検
討

し
た
多
度
津
・
豊
原
校
区
も
含
め

た
町
全
体
に
お
け
る
４
校
区
間
相

互
の
適
正
な
通
学
区
域
に
つ
い
て
、

「
通
学
区
域
検
討
委
員
会
」
に
お

い
て
引
き
続
き
検
討
を
進
め
て
い

た
だ
く
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

●
青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い
て

　ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と

の
連
携
の
み
な
ら
ず
、
家
庭
や
地

域
社
会
、
関
係
団
体
の
理
解
や
支

援
な
ど
、
地
域
全
体
が
一
丸
と
な

っ
た
対
応
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　と
り
わ
け
、
多
度
津
中
学
校
へ

は
生
徒
指
導
を
担
当
す
る
法
務
監

を
引
き
続
き
配
置
し
て
指
導
体
制

の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
職
員
と

の
連
携
を
と
り
、
情
報
や
問
題
点

の
共
有
を
図
り
な
が
ら
、
指
導
体

制
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　ま
た
、「
わ
ん
ぱ
く
寺
子
屋
」を

本
年
度
も
実
施
し
、
他
校
の
児
童
、

高
齢
者
等
異
世
代
・
異
年
齢
と
の

３
日
間
の
共
同
生
活
や
交
流
活
動

を
通
し
て
、
心

身
と
も
に
た
く

ま
し
い
、
ふ
る

さ
と
と
人
を
愛

す
る
子
ど
も
を

育
て
て
ま
い
り

ま
す
。

●
青
年
教
育
に
つ
い
て

　永
ら
く
夏
に
実
施
し
て
い
た

「
成
人
式
」
を
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
結
果
や
県
内
の
実
施
状
況
及

び
出
席
率
な
ど
を
踏
ま
え
、
平
成

22
年
度
よ
り
新
成
人
で
組
織
す
る

「
成
人
式
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」

を
中
心
と
し
た
企
画
で
１
月
に
実

施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
引

き
続
き
同
時
期
に
、
新
成
人
と
し

て
の
自
覚
を
高
め
る
式
と
な
る
よ

う
工
夫
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
家
庭
教
育
に
つ
い
て

　学
齢
期
の
保
護
者
だ
け
で
な
く
、

就
学
前
の
子
ど
も
を
持
つ
保
護
者

も
対
象
に
、
早
期
か
ら
家
庭
教
育

や
子
育
て
に
つ
い
て
情
報
提
供
や

学
習
機
会
を
持
つ
こ
と
で
積
極
的

な
啓
発
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
い
て

　５
月
に
は
15
回
目
の
参
加
と
な

る
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
を
は
じ

め
、
「
町
民
あ
る
け
あ
る
け
大
会
」

や
温
水
プ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
す

る
各
種
教
室
を
実
施
す
る
こ
と
に

よ
り
、
生
涯
を
通
し
て
ス
ポ
ー
ツ

が
楽
し
め
る
環
境
づ
く
り
や
、
ス

ポ
ー
ツ
団
体
、
指
導
者
の
育
成
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
芸
術
・
文
化
に
つ
い
て

　図
書
館
で
は
親
子
読
書
会
や
読

み
聞
か
せ
会
な
ど
を
開
催
す
る
こ

と
と
併
せ
ま
し
て
、「
林
求
馬
邸
」

な
ど
の
町
文
化
財
の
保
存
及
び
啓

発
活
動
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

公
民
館
で
は
地
域
学
習
及
び
交
流

活
動
の
拠
点
と
し
て
、
芸
術
祭
、

芸
能
文
化
祭
、
地
区
文
化
祭
な
ど

の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

町
民
会
館
で
は
多
様
な
芸
術
鑑
賞

の
機
会
を
提
供
し
、
資
料
館
で
は

魅
力
あ
る
テ
ー
マ
設
定
と
企
画
展

の
開
催
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
国
際
化
へ
の
対
応
と

　
　交
流
活
動
の
展
開
に
つ
い
て

　近
年
、
急
速
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化

が
進
行
す
る
な
か
、
多
度
津
町
と

中
国
上
海
市
普
陀
区
と
の
友
好
交

流
も
20
年
が
経
過
し
、
ま
た
、
国

際
的
感
覚
を
持
つ
青
少
年
を
育
成

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
始
ま
っ

た
普
陀
区
と
の
「
中
学
生
相
互
交

流
事
業
」
も
13
回
を
数
え
て
い
ま

す
が
、
一
昨
年
は
「
東
日
本
大
震

災
」
及
び
「
東
京
電
力
㈱
福
島
第

１
原
子
力
発
電
所
事
故
」
の
影
響

を
考
慮
し
、
昨
年
は
尖
閣
諸
島
の

国
有
化
を
き
っ
か
け
と
し
て
反
日

機
運
が
高
ま
り
、
中
国
各
地
で
暴

動
が
起
こ
る
な
ど
混
沌
と
し
た
状

態
が
続
い
た
た
め
安
全
面
を
配
慮

し
、
や
む
な
く
２
年
連
続
し
て
の

中
止
を
決
断
し
て
お
り
ま
す
。

　現
時
点
で
は
悪
化
し
て
い
る
日

中
関
係
で
す
が
、
今
ま
で
実
施
し

て
き
た
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
を
通

じ
た
同
世
代
の
学
生
と
の
交
流
は
、

若
者
に
か
け
が
え
の
な
い
経
験
を

与
え
た
も
の
と
信
じ
て
お
り
、
深

い
絆
で
結
ば
れ
た
関
係
は
継
続
し

て
い
く
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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●
予
防
接
種
事
業
に
つ
い
て

　子
宮
頸
が
ん
等
ワ
ク
チ
ン
接
種

緊
急
促
進
事
業
と
し
て
実
施
し
て

お
り
ま
す
子
宮
頸
が
ん
予
防
、
ヒ

ブ
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種
に
つ
い
て
、
そ
の
ワ
ク

チ
ン
の
有
効
性
と
接
種
の
必
要
性

か
ら
平
成
25
年
度
よ
り
定
期
接
種

と
し
て
実
施
す
る
こ
と
に
伴
い
、

適
切
な
情
報
提
供
・
啓
発
と
疾
病

の
予
防
に
努
め
、
安
全
な
予
防
接

種
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
感
染
症
予
防
に
つ
い
て

　感
染
力
が
強
い
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
発
生
・
流
行
に
備
え
、

国
の
動
向
や
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
対
策
行
動
計
画
を
注
視
し
て
い

く
と
と
も
に
、
医
療
機
関
と
調
整

を
図
り
な
が
ら
、
感
染
予
防
と
体

制
整
備
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
地
域
福
祉
の
推
進
に
つ
い
て

　多
度
津
町
社
会
福
祉
協
議
会
並

び
に
各
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
が
、

引
き
続
き
、
幅
広
い
活
動
に
当
た

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

●
高
齢
者
福
祉
の
充
実
に
つ
い
て

　本
町
の
65
歳
以
上
の
割
合
い
わ

ゆ
る
高
齢
化
率
は
、
本
年
１
月
１

日
現
在
、
２
７
．
６
％
、
高
齢
者

人
口
は
、
６
，
６
０
０
人
を
超
え
、

昨
年
よ
り
３
０
０
人
の
増
で
、
そ

の
う
ち
75
歳
以
上
の
方
が
１
４
．

７
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
一
人
暮

ら
し
や
高
齢
者
の
み
の
世
帯
数
の

増
加
や
認
知
症
高
齢
者
の
増
加
を

踏
ま
え
、
平
成
24
年
度
よ
り
実
施

し
て
い
る「
戸
別
ご
み
収
集
」「
居

場
所
づ
く
り
」
「
緊
急
通
報
装
置

貸
与
」
な
ど
多
様
な
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
継
続
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

　高
齢
化
に
伴
い
、
認
定
者
数
や

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
が
増
加
傾
向
に

あ
り
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
の

大
幅
な
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

制
度
の
適
正
・
円
滑
な
運
営
を
図

る
た
め
、
介
護
給
付
費
適
正
化
支

援
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、
引
き
続

き
適
正
化
に
努
め
ま
す
。

　ま
た
、「
第
５
次
介
護
保
険
事
業

計
画
」
に
基
づ
き
、
介
護
が
必
要

に
な
っ
て
も
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
介
護
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
、
在
宅

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
、
新
た

に
サ
ー
ビ
ス
付
高
齢
者
住
宅
の
整

備
を
進
め
ま
す
。

●
地
域
支
援
事
業
の

　
　
　
　
　
　
　充
実
に
つ
い
て

　「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

は
、
や
さ
し
い
、
住
み
や
す
い
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
地
域
に
密

着
し
た
高
齢
者
の
相
談
窓
口
と
な

り
、
介
護
予
防
事
業
、
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
、
虐
待
防
止
や
権

利
擁
護
な
ど
の
支
援
事
業
を
展
開

し
、
地
域
で
高
齢
者
を
支
え
る
た

め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
取

り
組
み
ま
す
。

●
障
が
い
福
祉
の
充
実
に
つ
い
て

　多
度
津
町
の
障
が
い
福
祉
を
推

進
す
る
た
め
の
指
針
と
な
り
ま
す

「
第
３
次
多
度
津
町
障
害
者
基
本

計
画
」
及
び
「
第
３
次
多
度
津
町

障
害
福
祉
計
画
」
の
も
と
に
法
律

や
制
度
の
変
化
を
踏
ま
え
、
そ
し

て
引
き
続
き
障
が
い
者
一
人
ひ
と

り
の
意
思
や
ニ
ー
ズ
を
尊
重
し
な

が
ら
、
よ
り
一
層
障
が
い
者
の
福

祉
に
向
け
た
施
策
を
展
開
し
て
ま

い
り
ま
す
。

●
子
育
て
支
援
を
中
心
と
す
る

　
　
　
　
　児
童
福
祉
に
つ
い
て

　少
子
化
対
策
や
子
育
て
支
援
策

を
展
開
す
る
に
あ
た
り
、「
多
度
津

町
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
」

に
基
づ
き
、
引
き
続
き
保
育
所
へ

の
入
所
利
用
機
会
の
確
保
、
子
育

て
支
援
事
業
の
推
進
や
、
７
歳
未

満
児
へ
の
乳
幼
児
医
療
制
度
な
ど
、

積
極
的
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　保
育
所
に
つ
い
て
は
、
現
在
の

第
３
子
以
降
４
歳
未
満
児
の
保
育

料
免
除
な
ど
の
支
援
制
度
を
引
き

続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ

の
結
果
、
保
護
者
の
負
担
も
国
の

徴
収
基
準
の
６
割
程
度
に
抑
制
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
経
済

的
側
面
か
ら
の
子
育
て
支
援
策
も

踏
ま
え
、
今
後
も
適
切
な
負
担
割

合
の
維
持
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
豊
か
な
心
を
育
て
る

　
　
　
　教
育
と
文
化
の
創
出

●
幼
稚
園
・
学
校
施
設
の

　
　
　
　
　
　耐
震
化
に
つ
い
て

　学
校
施
設
は
、
災
害
時
に
お
け

る
地
域
住
民
の
緊
急
避
難
場
所
で

あ
り
、
こ
れ
ま
で
多
度
津
小
学
校

屋
内
運
動
場
耐
震
補
強
工
事
を
は

じ
め
と
し
て
、
耐
震
性
の
確
保
に

努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
平
成
24

年
度
で
は
、
四
箇
小
学
校
屋
内
運

動
場
の
耐
震
補
強
工
事
を
実
施
し
、

加
え
て
町
内
４
幼
稚
園
の
耐
震
診

断
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
そ

の
結
果
に
基
づ
い
て
、
今
後
は
対

象
と
な
る
幼
稚
園
の
補
強
計
画
策

定
と
補
強
工
事
を
順
次
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。
中
学
校
改
築
に
つ

き
ま
し
て
は
、
平
成
24
年
度
に
策

定
し
ま
し
た
「
多
度
津
中
学
校
改

築
基
本
設
計
」
を
ベ
ー
ス
に
、
平

成
25
年
度
の
早
い
段
階
で
「
同
実

施
設
計
」
を
策
定
し
、
そ
の
後
速

や
か
に
入
札
の
執
行
が
で
き
る
よ

う
、
作
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
幼
稚
園
・
学
校
教
育
に
つ
い
て

　各
学
校
・
園
に
お
い
て
、
よ
り

研
究
を
進
め
「
小
１
プ
ロ
ブ
レ
ム
」

や
「
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
」
な
ど
へ
の

対
応
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

平
成
25
年
度
も
引
き
続
き
「
連
携
」

を
ベ
ー
ス
と
し
た
教
育
関
連
施
策

を
推
し
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　「
学
力
向
上
支
援
補
助
員
」
の

配
置
と
習
熟
度
別
学
習
・
テ
ィ
ー

ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
な
ど
弾
力
的
な

指
導
体
制
の
確
立
に
よ
っ
て
、
学

力
の
二
極
化
の
解
消
を
図
る
と
と

も
に
、
地
域
や
町
の
行
事
へ
の
参

画
や
外
部
人
材
の
活
用
な
ど
を
奨

励
し
、
学
習
意
欲
の
喚
起
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
併
せ
て
、
通
常

学
級
に
お
い
て
特
別
な
支
援
を
必

要
と
す
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め
「
特

別
支
援
教
育
支
援
員
」
を
引
き
続

き
配
置
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　小
学
校
で
の
外
国
語
活
動
の
充

実
を
図
る
た
め
、
外
国
語
指
導
助

手
を
小
学
校
へ
引
き
続
き
派
遣
し
、

中
学
校
英
語
教
育
へ
の
ス
ム
ー
ズ

な
接
続
を
促
す
と
と
も
に
、
グ
ロ

ー
バ
ル
化
す
る
社
会
で
駆
使
で
き

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の

涵
養
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　こ
う
し
た
教
育
活
動
が
推
進
で

き
る
よ
う
幼
・
小
・
中
の
情
報
シ

ス
テ
ム
環
境
を
整
備
し
、
校
務
の

効
率
化
を
図
り
、
教
職
員
が
子
ど

も
と
ふ
れ
あ
う
時
間
の
一
層
の
確

保
に
努
め
る
こ
と
で
「
学
校
力
」

を
さ
ら
に
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　一
方
、
子
ど
も
た
ち
の
基
本
的

生
活
習
慣
の
確
立
を
図
っ
て
い
く

た
め
、
地
元
生
産
者
の
方
々
「
ひ

ま
わ
り
の
会
」
が
生
産
し
た
、
安

全
・
安
心
な
旬
の
新
鮮
な
野
菜
な

ど
を
使
用
し
た
学
校
給
食
の
充
実

に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
今

後
も
、
生
産
者
の
顔
が
見
え
る
活

き
た
教
材
を
活
用
し
た
「
食
育
」

を
一
層
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　併
せ
て
、
次
代
を
担
う
心
豊
か

で
た
く
ま
し
い
子
ど
も
育
成
・
教

育
環
境
の
向
上
の
観
点
か
ら
、
将

来
性
も
踏
ま
え
た
通
学
区
域
の
見

直
し
に
つ
い
て
は
、
多
度
津
町
内

４
地
区
の
将
来
的
な
人
口
推
移
等

を
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
今
回
検
討

し
た
多
度
津
・
豊
原
校
区
も
含
め

た
町
全
体
に
お
け
る
４
校
区
間
相

互
の
適
正
な
通
学
区
域
に
つ
い
て
、

「
通
学
区
域
検
討
委
員
会
」
に
お

い
て
引
き
続
き
検
討
を
進
め
て
い

た
だ
く
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

●
青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い
て

　ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と

の
連
携
の
み
な
ら
ず
、
家
庭
や
地

域
社
会
、
関
係
団
体
の
理
解
や
支

援
な
ど
、
地
域
全
体
が
一
丸
と
な

っ
た
対
応
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　と
り
わ
け
、
多
度
津
中
学
校
へ

は
生
徒
指
導
を
担
当
す
る
法
務
監

を
引
き
続
き
配
置
し
て
指
導
体
制

の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
職
員
と

の
連
携
を
と
り
、
情
報
や
問
題
点

の
共
有
を
図
り
な
が
ら
、
指
導
体

制
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　ま
た
、「
わ
ん
ぱ
く
寺
子
屋
」を

本
年
度
も
実
施
し
、
他
校
の
児
童
、

高
齢
者
等
異
世
代
・
異
年
齢
と
の

３
日
間
の
共
同
生
活
や
交
流
活
動

を
通
し
て
、
心

身
と
も
に
た
く

ま
し
い
、
ふ
る

さ
と
と
人
を
愛

す
る
子
ど
も
を

育
て
て
ま
い
り

ま
す
。

●
青
年
教
育
に
つ
い
て

　永
ら
く
夏
に
実
施
し
て
い
た

「
成
人
式
」
を
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
結
果
や
県
内
の
実
施
状
況
及

び
出
席
率
な
ど
を
踏
ま
え
、
平
成

22
年
度
よ
り
新
成
人
で
組
織
す
る

「
成
人
式
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」

を
中
心
と
し
た
企
画
で
１
月
に
実

施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
引

き
続
き
同
時
期
に
、
新
成
人
と
し

て
の
自
覚
を
高
め
る
式
と
な
る
よ

う
工
夫
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
家
庭
教
育
に
つ
い
て

　学
齢
期
の
保
護
者
だ
け
で
な
く
、

就
学
前
の
子
ど
も
を
持
つ
保
護
者

も
対
象
に
、
早
期
か
ら
家
庭
教
育

や
子
育
て
に
つ
い
て
情
報
提
供
や

学
習
機
会
を
持
つ
こ
と
で
積
極
的

な
啓
発
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
い
て

　５
月
に
は
15
回
目
の
参
加
と
な

る
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
を
は
じ

め
、
「
町
民
あ
る
け
あ
る
け
大
会
」

や
温
水
プ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
す

る
各
種
教
室
を
実
施
す
る
こ
と
に

よ
り
、
生
涯
を
通
し
て
ス
ポ
ー
ツ

が
楽
し
め
る
環
境
づ
く
り
や
、
ス

ポ
ー
ツ
団
体
、
指
導
者
の
育
成
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
芸
術
・
文
化
に
つ
い
て

　図
書
館
で
は
親
子
読
書
会
や
読

み
聞
か
せ
会
な
ど
を
開
催
す
る
こ

と
と
併
せ
ま
し
て
、「
林
求
馬
邸
」

な
ど
の
町
文
化
財
の
保
存
及
び
啓

発
活
動
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

公
民
館
で
は
地
域
学
習
及
び
交
流

活
動
の
拠
点
と
し
て
、
芸
術
祭
、

芸
能
文
化
祭
、
地
区
文
化
祭
な
ど

の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

町
民
会
館
で
は
多
様
な
芸
術
鑑
賞

の
機
会
を
提
供
し
、
資
料
館
で
は

魅
力
あ
る
テ
ー
マ
設
定
と
企
画
展

の
開
催
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
国
際
化
へ
の
対
応
と

　
　交
流
活
動
の
展
開
に
つ
い
て

　近
年
、
急
速
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化

が
進
行
す
る
な
か
、
多
度
津
町
と

中
国
上
海
市
普
陀
区
と
の
友
好
交

流
も
20
年
が
経
過
し
、
ま
た
、
国

際
的
感
覚
を
持
つ
青
少
年
を
育
成

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
始
ま
っ

た
普
陀
区
と
の
「
中
学
生
相
互
交

流
事
業
」
も
13
回
を
数
え
て
い
ま

す
が
、
一
昨
年
は
「
東
日
本
大
震

災
」
及
び
「
東
京
電
力
㈱
福
島
第

１
原
子
力
発
電
所
事
故
」
の
影
響

を
考
慮
し
、
昨
年
は
尖
閣
諸
島
の

国
有
化
を
き
っ
か
け
と
し
て
反
日

機
運
が
高
ま
り
、
中
国
各
地
で
暴

動
が
起
こ
る
な
ど
混
沌
と
し
た
状

態
が
続
い
た
た
め
安
全
面
を
配
慮

し
、
や
む
な
く
２
年
連
続
し
て
の

中
止
を
決
断
し
て
お
り
ま
す
。

　現
時
点
で
は
悪
化
し
て
い
る
日

中
関
係
で
す
が
、
今
ま
で
実
施
し

て
き
た
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
を
通

じ
た
同
世
代
の
学
生
と
の
交
流
は
、

若
者
に
か
け
が
え
の
な
い
経
験
を

与
え
た
も
の
と
信
じ
て
お
り
、
深

い
絆
で
結
ば
れ
た
関
係
は
継
続
し

て
い
く
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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　こ
れ
か
ら
数
年
間
は
反
日
感
情

が
継
続
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す

の
で
、
交
流
事
業
の
再
開
に
つ
い

て
は
慎
重
に
対
応
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
が
、
将
来
を
担
う
中
学

生
に
対
し
て
今
ま
で
ど
お
り
貴
重

な
異
文
化
体
験
が
で
き
る
環
境
を

提
供
す
る
た
め
、
上
海
市
普
陀
区

だ
け
に
拘
わ
ら
ず
他
の
国
や
地
域

に
も
目
を
向
け
国
際
交
流
活
動
を

支
援
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

■
活
力
あ
ふ
れ
る

　
　
　
　観
光
と
産
業
の
創
造

●
農
業
振
興
に
つ
い
て

　国
に
お
い
て
は
、
新
規
就
農
対

策
や
農
地
の
利
用
集
積
策
と
し
て
、

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
促
進
、

ま
た
、
耕
作
者
の
地
位
の
安
定
と

食
料
の
安
定
供
給
を
図
る
た
め
、

そ
の
重
要
な
生
産
基
盤
で
あ
る
農

地
に
つ
い
て
、
転
用
規
制
の
厳
格

化
な
ど
に
よ
り
そ
の
確
保
を
図
る

と
と
も
に
、
農
地
の
貸
借
に
係
る

規
制
の
見
直
し
、
面
的
な
利
用
集

積
を
図
る
事
業
の
創
設
な
ど
に
よ

り
、
そ
の
有
効
利
用
を
促
進
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　本
町
に
お
い
て
も
、
水
田
・
畑

地
農
業
の
経
営
安
定
を
図
る
た
め
、

戸
別
所
得
補
償
制
度
に
代
わ
る
経

営
所
得
安
定
対
策
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
改
正
農
地
法

等
の
も
と
で
農
業
振
興
地
域
の
見

直
し
、
優
良
農
地
の
確
保
や
有
効

利
用
対
策
強
化
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
と
と
も
に
、
認
定
農
業
者
・

農
業
法
人
の
経
営
合
理
化
に
必
要

な
資
器
材
の
導
入
に
つ
い
て
、
国

や
県
と
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　農
業
委
員
会
や
多
度
津
町
地
域

農
業
再
生
協
議
会
、
Ｊ
Ａ
な
ど
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
耕
作
放
棄

地
の
発
生
防
止
と
オ
リ
ー
ブ
栽
培

の
拡
大
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
多
度
津
町
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
イ
チ
ジ
ク
栽

培
の
支
援
を
行
う
な
ど
、
耕
作
放

棄
地
の
解
消
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
引
き
続
き
、
農
地
の
利

用
集
積
や
担
い
手
の
育
成
・
確
保

等
に
つ
い
て
、
国
や
県
等
と
連
携

し
な
が
ら
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
水
産
業
に
つ
い
て

　カ
ワ
ウ
の
異
常
発
生
等
に
よ
る

漁
場
環
境
の
悪
化
に
伴
う
漁
獲
量

の
減
少
、
魚
価
の
低
迷
や
漁
業
者

の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
、
さ
ら

に
は
燃
料
の
高
騰
が
続
い
て
い
る

こ
と
に
よ
り
、
水
産
業
を
取
り
巻

く
環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状

態
に
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
町

内
及
び
近
隣
の
漁
業
協
同
組
合
と

協
調
し
な
が
ら
、
カ
ワ
ウ
対
策
事

業
を
行
う
と
と
も
に
、
養
殖
事
業

・
稚
魚
放
流
事
業
に
協
力
し
、
地

域
の
特
性
を
生
か
し
た
水
産
業
の

振
興
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

淡
水
関
係
に
つ
き
ま
し
て
も
、
毎

年
、
桜
川
に
淡
水
魚
の
放
流
事
業

な
ど
を
実
施
し
、
環
境
美
化
等
に

努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

●
商
工
業
に
つ
い
て

　政
権
が
代
わ
り
、
安
部
首
相
が

所
信
表
明
に
て
経
済
再
生
を
前
面

に
打
ち
出
し
、
円
安
や
株
高
に
よ

る
景
気
の
回
復
傾
向
が
見
ら
れ
ま

す
が
、
企
業
の
経
営
状
態
は
依
然

と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

今
年
度
か
ら
中
讃
勤
労
者
福
祉
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
生
活
資
金
貸
付

事
業
に
参
入
し
、
ま
た
、
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
の
迅
速
な
認
定

や
、
中
小
企
業
融
資
制
度
の
活
用

に
よ
る
商
店
主
や
企
業
へ
の
支
援

を
行
い
、
活
性
化
の
た
め
多
度
津

商
工
会
議
所
と
の
連
携
を
一
層
密

に
し
、
創
意
工
夫
を
図
り
な
が
ら

事
業
展
開
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
観
光
に
つ
い
て

　引
き
続
き
、
中
讃
圏
内
の
市
町

及
び
観
光
協
会
な
ど
で
結
成
し
て

い
る
中
讃
広
域
観
光
協
議
会
の
一

員
と
し
て
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
に

参
加
し
交
流
拡
大
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
高
松
空
港
に
開

設
さ
れ
て
い
る
「
空
の
駅
か
が
わ
」

に
は
各
市
町
の
特
産
品
等
が
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
平
成
25
年
度

か
ら
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

の
予
定
で
あ
り
、
特
産
物
等
の
紹

介
を
積
極
的
に
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
各
種
メ
デ
ィ
ア
等

を
活
用
し
、町
の
観
光
施
設
や「
さ

く
ら
ま
つ
り
」
な
ど
の
各
種
イ
ベ

ン
ト
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
で
、

活
性
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　ま
た
、
『
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭

２
０
１
３
』
が
、
本
町
で
は
高
見

島
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
す
。
関
係

諸
団
体
と
連
携
し
つ
つ
、
交
流
人

口
の
拡
大
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　「
町
お
こ
し
イ
ベ
ン
ト
」
に
つ

き
ま
し
て
は
、
夏
恒
例
の
花
火
大

会
・
総
踊
り
を
１
日
開
催
と
し
、

加
え
て
、
駅
前
や
本
町
商
店
街
等

に
交
流
広
場
を
設
け
る
な
ど
し
、

町
内
外
か
ら
多
く
の
来
場
者
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
引
き
続
き
、
新
た
な
趣

向
を
模
索
し
な
が
ら
、
さ
ら
な
る

中
身
の
濃
い
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
に

向
け
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

「
ま
ち
歩
き
観
光
」
に
つ
き
ま
し

て
は
、
多
度
津
商
工
会
議
所
や
実

施
団
体
と
の
協
働
に
よ
り
、
町
の

歴
史
や
産
業
な
ど
を
紹
介
し
な
が

ら
地
域
活
性
化
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

■
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

　
　
　
　
　行
財
政
へ
の
変
革

●
男
女
共
同
参
画
社
会
の

　
　
　
　
　
　
　形
成
に
つ
い
て

　平
成
22
年
度
に
策
定
し
ま
し
た

「
た
ど
つ
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」

に
基
づ
き
、
家
庭
や
地
域
、
職
場

な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
、

男
女
が
と
も
に
個
性
と
能
力
を
活

か
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
、
関
係
機
関
や
各
種
団
体
と

連
携
し
、
研
修
や
啓
発
を
通
じ
て
、

町
民
皆
様
と
と
も
に
男
女
共
同
参

画
に
対
す
る
理
解
と
認
識
を
一
層

深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
人
権
の
確
立
・
尊
重
に
つ
い
て

　「
人
権
」
は
、
一
人
ひ
と
り
の

人
間
に
保
障
さ
れ
た
当
然
の
権
利

で
あ
り
、
何
人
も
侵
す
こ
と
の
で

き
な
い
大
切
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
差
別
表

現
や
陰
湿
な
差
別
書
き
込
み
な
ど

は
、
後
を
絶
た
ず
、
近
年
、
土
地

差
別
調
査
や
戸
籍
・
住
民
票
の
写

し
な
ど
を
大
量
に
不
正
取
得
し
、

そ
の
情
報
を
売
買
し
て
い
た
事
件

が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　さ
ま
ざ
ま
な
差
別
の
解
消
と
人

権
の
確
立
に
向
け
、
関
係
機
関
・

組
織
な
ど
と
連
携
を
深
め
な
が
ら
、

積
極
的
な
人
権
啓
発
と
人
権
教
育

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

●
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の

　
　
　
　
　
　
　推
進
に
つ
い
て

　少
子
高
齢
化
や
社
会
の
高
度
化

・
多
様
化
の
進
展
に
伴
い
、
幅
広

い
分
野
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
、
住
民
と
行
政
の
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　町
の
課
題
や
目
標
を
町
民
の
皆

様
と
共
有
で
き
る
よ
う
、
平
成
24

年
度
に
引
き
続
き
、
各
地
区
に
お

い
て
、「
町
民
対
話
集
会
」
を
テ
ー

マ
や
対
象
を

検
討
し
な
が

ら
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
地
域
社
会
）

　
　
　
　
　
　の
育
成
に
つ
い
て

　昨
今
、
自
然
災
害
へ
の
対
応
、

犯
罪
の
未
然
防
止
、
子
ど
も
た
ち

の
見
守
り
な
ど
重
要
度
を
増
し
て

い
ま
す
。
自
治
会
や
自
主
防
災
組

織
を
は
じ
め
と
す
る
基
礎
的
組
織

が
、
主
体
的
に
地
域
活
動
に
取
り

組
め
る
よ
う
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
支

援
や
啓
発
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
定
住
自
立
圏
構
想
の

　
　
　
　
　
　
　推
進
に
つ
い
て

　平
成
20
年
に
中
心
市
と
周
辺
市

町
村
が
１
対
１
で
締
結
す
る
協
定

に
基
づ
き
役
割
分
担
し
、
相
互
に

連
携
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
活

に
必
要
な
機
能
を
確
保
し
、
人
口

の
流
出
を
食
い
止
め
る
方
策
と
し

て
、
国
か
ら
定
住
自
立
圏
構
想
の

提
言
を
受
け
、
本
町
も
中
心
市
を

丸
亀
市
と
し
て
そ
の
実
現
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　昨
年
は
、
平
成
23
年
の
中
心
市

宣
言
に
続
き
、
４
月
19
日
に
「
定

住
自
立
圏
の
形
成
に
関
す
る
協
定

書
」
に
調
印
し
、
民
間
並
び
に
有

識
者
か
ら
の
意
見
を
聴
取
し
、
ビ

ジ
ョ
ン
に
反
映
さ
せ
る
目
的
で「
定

住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
懇
談
会
」

を
、
ま
た
、
各
首
長
及
び
構
成
市

町
の
連
携
を
図
る
た
め
に
「
定
住

自
立
圏
形
成
推
進
委
員
会
」
を
そ

れ
ぞ
れ
４
回
開
催
し
、
11
月
に
は

ビ
ジ
ョ
ン
の
原
案
が
策
定
さ
れ
ま

し
た
。
今
後
は
、
ビ
ジ
ョ
ン
に
基

づ
く
取
り
組
み
に
対
し
実
績
を
検

証
し
た
り
、
新
た
な
取
り
組
み
を

模
索
し
て
い
く
な
ど
、
定
住
自
立

圏
構
想
の
趣
旨
に
則
っ
た
修
正
を

継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
地
方
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

　
　
　
　
　
　行
財
政
の
推
進

　本
町
は
、
平
成
10
年
度
に
「
第

１
次
多
度
津
町
行
政
改
革
大
綱
」

を
策
定
し
、
そ
の
後
３
回
に
わ
た

り
改
訂
を
行
い
、
行
財
政
改
革
の

取
り
組
み
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
し
か
し
近
年
、
少
子
高
齢

化
の
急
速
な
進
行
や
人
口
減
少
時

代
の
到
来
、
地
方
分
権
の
進
展
な

ど
、
私
た
ち
基
礎
自
治
体
を
取
り

巻
く
社
会
経
済
情
勢
は
大
き
く
変

化
し
、
町
民
ニ
ー
ズ
も
よ
り
多
様

化
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
時
代
の
変
化
に
的

確
に
対
応
す
る
に
は
、
最
小
経
費

で
最
大
効
果
が
得
ら
れ
る
簡
素
で

効
率
的
な
行
財
政
シ
ス
テ
ム
の
確

立
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で

平
成
24
年
度
に
、
政
策
企
画
課
を

設
置
し
、
町
組
織
の
横
断
的
な
課

題
調
整
を
図
る
こ
と
、
町
の
政
策

立
案
を
担
う
こ
と
を
新
た
な
業
務

と
し
て
追
加
し
、
一
定
の
成
果
が

現
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　今
後
は
、
機
構
改
革
の
さ
ら
な

る
検
討
及
び
適
正
な
人
事
配
置
並

び
に
職
員
提
案
制
度
や
人
事
考
課

制
度
等
の
検
討
を
進
め
る
こ
と
に

よ
り
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
高
い

使
命
感
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
持

ち
、
組
織
の
力
が
最
大
限
に
発
揮

で
き
る
よ
う
、
行
政
改
革
へ
の
取

り
組
み
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　財
政
改
革
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
24
年
度
に
見
直
し
を
行
っ
た
、

新
し
い
「
多
度
津
町
中
期
財
政
計

画
（
平
成
25
年
度
〜
平
成
29
年

度
）
」
に
沿
っ
て
財
政
運
営
を
図

り
つ
つ
、
適
切
な
収
支
の
見
通
し

を
立
て
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

新
た
な
財
源
を
生
み
出
す
施
策
と

し
ま
し
て
、
町
有
未
利
用
地
の
貸

付
け
や
売
却
、
土
地
開
発
公
社
が

所
有
す
る
土
地
の
利
活
用
、
さ
ら

に
は
企
業
誘
致
の
推
進
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　「
財
政
健
全
化
判
断
比
率
等
の

４
指
標
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平

成
23
年
度
決
算
に
係
る
実
質
公
債

費
比
率
が
１
３
．
６
％
と
前
年
度

比
０
．
８
％
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
将
来
負
担
比
率
に
つ
い
て

は
、
１
４
９
．
８
％
と
前
年
度
に

比
べ
て
４
７
．
１
％
と
大
幅
に
改

善
さ
れ
ま
し
た
が
、
依
然
と
し
て

県
内
で
は
一
番
高
い
水
準
と
な
っ

て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
こ
れ
ら

の
指
標
に
は
細
心
の
注
意
を
払
い

な
が
ら
、
施
策
や
事
業
の
「
選
択

と
集
中
」
に
よ
り
、
財
源
の
効
果

的
・
効
率
的
な
配
分
に
努
め
、
よ

り
健
全
な
財
政
運
営
の
維
持
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　役
職
員
一
同
が
心
を
ひ
と
つ
に
、

本
町
の
め
ざ
す
ま
ち
づ
く
り
像
、

「
せ
せ
ら
ぎ
と
や
す
ら
ぎ

　み
ん

な
で
い
き
い
き
暮
ら
す
ま
ち
」
の

実
現
に
向
け
、
努
力
を
重
ね
て
ま

い
り
ま
す
。

　議
員
皆
様
並
び
に
町
民
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
現
下
の
厳
し

い
諸
情
勢
を
ご

賢
察
い
た
だ
き

ま
し
て
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う

重
ね
て
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
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　こ
れ
か
ら
数
年
間
は
反
日
感
情

が
継
続
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す

の
で
、
交
流
事
業
の
再
開
に
つ
い

て
は
慎
重
に
対
応
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
が
、
将
来
を
担
う
中
学

生
に
対
し
て
今
ま
で
ど
お
り
貴
重

な
異
文
化
体
験
が
で
き
る
環
境
を

提
供
す
る
た
め
、
上
海
市
普
陀
区

だ
け
に
拘
わ
ら
ず
他
の
国
や
地
域

に
も
目
を
向
け
国
際
交
流
活
動
を

支
援
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

■
活
力
あ
ふ
れ
る

　
　
　
　観
光
と
産
業
の
創
造

●
農
業
振
興
に
つ
い
て

　国
に
お
い
て
は
、
新
規
就
農
対

策
や
農
地
の
利
用
集
積
策
と
し
て
、

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
促
進
、

ま
た
、
耕
作
者
の
地
位
の
安
定
と

食
料
の
安
定
供
給
を
図
る
た
め
、

そ
の
重
要
な
生
産
基
盤
で
あ
る
農

地
に
つ
い
て
、
転
用
規
制
の
厳
格

化
な
ど
に
よ
り
そ
の
確
保
を
図
る

と
と
も
に
、
農
地
の
貸
借
に
係
る

規
制
の
見
直
し
、
面
的
な
利
用
集

積
を
図
る
事
業
の
創
設
な
ど
に
よ

り
、
そ
の
有
効
利
用
を
促
進
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　本
町
に
お
い
て
も
、
水
田
・
畑

地
農
業
の
経
営
安
定
を
図
る
た
め
、

戸
別
所
得
補
償
制
度
に
代
わ
る
経

営
所
得
安
定
対
策
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
改
正
農
地
法

等
の
も
と
で
農
業
振
興
地
域
の
見

直
し
、
優
良
農
地
の
確
保
や
有
効

利
用
対
策
強
化
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
と
と
も
に
、
認
定
農
業
者
・

農
業
法
人
の
経
営
合
理
化
に
必
要

な
資
器
材
の
導
入
に
つ
い
て
、
国

や
県
と
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　農
業
委
員
会
や
多
度
津
町
地
域

農
業
再
生
協
議
会
、
Ｊ
Ａ
な
ど
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
耕
作
放
棄

地
の
発
生
防
止
と
オ
リ
ー
ブ
栽
培

の
拡
大
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
多
度
津
町
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
イ
チ
ジ
ク
栽

培
の
支
援
を
行
う
な
ど
、
耕
作
放

棄
地
の
解
消
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
引
き
続
き
、
農
地
の
利

用
集
積
や
担
い
手
の
育
成
・
確
保

等
に
つ
い
て
、
国
や
県
等
と
連
携

し
な
が
ら
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
水
産
業
に
つ
い
て

　カ
ワ
ウ
の
異
常
発
生
等
に
よ
る

漁
場
環
境
の
悪
化
に
伴
う
漁
獲
量

の
減
少
、
魚
価
の
低
迷
や
漁
業
者

の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
、
さ
ら

に
は
燃
料
の
高
騰
が
続
い
て
い
る

こ
と
に
よ
り
、
水
産
業
を
取
り
巻

く
環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状

態
に
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
町

内
及
び
近
隣
の
漁
業
協
同
組
合
と

協
調
し
な
が
ら
、
カ
ワ
ウ
対
策
事

業
を
行
う
と
と
も
に
、
養
殖
事
業

・
稚
魚
放
流
事
業
に
協
力
し
、
地

域
の
特
性
を
生
か
し
た
水
産
業
の

振
興
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

淡
水
関
係
に
つ
き
ま
し
て
も
、
毎

年
、
桜
川
に
淡
水
魚
の
放
流
事
業

な
ど
を
実
施
し
、
環
境
美
化
等
に

努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

●
商
工
業
に
つ
い
て

　政
権
が
代
わ
り
、
安
部
首
相
が

所
信
表
明
に
て
経
済
再
生
を
前
面

に
打
ち
出
し
、
円
安
や
株
高
に
よ

る
景
気
の
回
復
傾
向
が
見
ら
れ
ま

す
が
、
企
業
の
経
営
状
態
は
依
然

と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

今
年
度
か
ら
中
讃
勤
労
者
福
祉
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
生
活
資
金
貸
付

事
業
に
参
入
し
、
ま
た
、
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
の
迅
速
な
認
定

や
、
中
小
企
業
融
資
制
度
の
活
用

に
よ
る
商
店
主
や
企
業
へ
の
支
援

を
行
い
、
活
性
化
の
た
め
多
度
津

商
工
会
議
所
と
の
連
携
を
一
層
密

に
し
、
創
意
工
夫
を
図
り
な
が
ら

事
業
展
開
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
観
光
に
つ
い
て

　引
き
続
き
、
中
讃
圏
内
の
市
町

及
び
観
光
協
会
な
ど
で
結
成
し
て

い
る
中
讃
広
域
観
光
協
議
会
の
一

員
と
し
て
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
に

参
加
し
交
流
拡
大
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
高
松
空
港
に
開

設
さ
れ
て
い
る
「
空
の
駅
か
が
わ
」

に
は
各
市
町
の
特
産
品
等
が
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
平
成
25
年
度

か
ら
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

の
予
定
で
あ
り
、
特
産
物
等
の
紹

介
を
積
極
的
に
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
各
種
メ
デ
ィ
ア
等

を
活
用
し
、町
の
観
光
施
設
や「
さ

く
ら
ま
つ
り
」
な
ど
の
各
種
イ
ベ

ン
ト
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
で
、

活
性
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　ま
た
、
『
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭

２
０
１
３
』
が
、
本
町
で
は
高
見

島
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
す
。
関
係

諸
団
体
と
連
携
し
つ
つ
、
交
流
人

口
の
拡
大
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　「
町
お
こ
し
イ
ベ
ン
ト
」
に
つ

き
ま
し
て
は
、
夏
恒
例
の
花
火
大

会
・
総
踊
り
を
１
日
開
催
と
し
、

加
え
て
、
駅
前
や
本
町
商
店
街
等

に
交
流
広
場
を
設
け
る
な
ど
し
、

町
内
外
か
ら
多
く
の
来
場
者
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
引
き
続
き
、
新
た
な
趣

向
を
模
索
し
な
が
ら
、
さ
ら
な
る

中
身
の
濃
い
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
に

向
け
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

「
ま
ち
歩
き
観
光
」
に
つ
き
ま
し

て
は
、
多
度
津
商
工
会
議
所
や
実

施
団
体
と
の
協
働
に
よ
り
、
町
の

歴
史
や
産
業
な
ど
を
紹
介
し
な
が

ら
地
域
活
性
化
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

■
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

　
　
　
　
　行
財
政
へ
の
変
革

●
男
女
共
同
参
画
社
会
の

　
　
　
　
　
　
　形
成
に
つ
い
て

　平
成
22
年
度
に
策
定
し
ま
し
た

「
た
ど
つ
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」

に
基
づ
き
、
家
庭
や
地
域
、
職
場

な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
、

男
女
が
と
も
に
個
性
と
能
力
を
活

か
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
、
関
係
機
関
や
各
種
団
体
と

連
携
し
、
研
修
や
啓
発
を
通
じ
て
、

町
民
皆
様
と
と
も
に
男
女
共
同
参

画
に
対
す
る
理
解
と
認
識
を
一
層

深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
人
権
の
確
立
・
尊
重
に
つ
い
て

　「
人
権
」
は
、
一
人
ひ
と
り
の

人
間
に
保
障
さ
れ
た
当
然
の
権
利

で
あ
り
、
何
人
も
侵
す
こ
と
の
で

き
な
い
大
切
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
差
別
表

現
や
陰
湿
な
差
別
書
き
込
み
な
ど

は
、
後
を
絶
た
ず
、
近
年
、
土
地

差
別
調
査
や
戸
籍
・
住
民
票
の
写

し
な
ど
を
大
量
に
不
正
取
得
し
、

そ
の
情
報
を
売
買
し
て
い
た
事
件

が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　さ
ま
ざ
ま
な
差
別
の
解
消
と
人

権
の
確
立
に
向
け
、
関
係
機
関
・

組
織
な
ど
と
連
携
を
深
め
な
が
ら
、

積
極
的
な
人
権
啓
発
と
人
権
教
育

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

●
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の

　
　
　
　
　
　
　推
進
に
つ
い
て

　少
子
高
齢
化
や
社
会
の
高
度
化

・
多
様
化
の
進
展
に
伴
い
、
幅
広

い
分
野
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
、
住
民
と
行
政
の
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　町
の
課
題
や
目
標
を
町
民
の
皆

様
と
共
有
で
き
る
よ
う
、
平
成
24

年
度
に
引
き
続
き
、
各
地
区
に
お

い
て
、「
町
民
対
話
集
会
」
を
テ
ー

マ
や
対
象
を

検
討
し
な
が

ら
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
地
域
社
会
）

　
　
　
　
　
　の
育
成
に
つ
い
て

　昨
今
、
自
然
災
害
へ
の
対
応
、

犯
罪
の
未
然
防
止
、
子
ど
も
た
ち

の
見
守
り
な
ど
重
要
度
を
増
し
て

い
ま
す
。
自
治
会
や
自
主
防
災
組

織
を
は
じ
め
と
す
る
基
礎
的
組
織

が
、
主
体
的
に
地
域
活
動
に
取
り

組
め
る
よ
う
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
支

援
や
啓
発
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
定
住
自
立
圏
構
想
の

　
　
　
　
　
　
　推
進
に
つ
い
て

　平
成
20
年
に
中
心
市
と
周
辺
市

町
村
が
１
対
１
で
締
結
す
る
協
定

に
基
づ
き
役
割
分
担
し
、
相
互
に

連
携
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
活

に
必
要
な
機
能
を
確
保
し
、
人
口

の
流
出
を
食
い
止
め
る
方
策
と
し

て
、
国
か
ら
定
住
自
立
圏
構
想
の

提
言
を
受
け
、
本
町
も
中
心
市
を

丸
亀
市
と
し
て
そ
の
実
現
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　昨
年
は
、
平
成
23
年
の
中
心
市

宣
言
に
続
き
、
４
月
19
日
に
「
定

住
自
立
圏
の
形
成
に
関
す
る
協
定

書
」
に
調
印
し
、
民
間
並
び
に
有

識
者
か
ら
の
意
見
を
聴
取
し
、
ビ

ジ
ョ
ン
に
反
映
さ
せ
る
目
的
で「
定

住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
懇
談
会
」

を
、
ま
た
、
各
首
長
及
び
構
成
市

町
の
連
携
を
図
る
た
め
に
「
定
住

自
立
圏
形
成
推
進
委
員
会
」
を
そ

れ
ぞ
れ
４
回
開
催
し
、
11
月
に
は

ビ
ジ
ョ
ン
の
原
案
が
策
定
さ
れ
ま

し
た
。
今
後
は
、
ビ
ジ
ョ
ン
に
基

づ
く
取
り
組
み
に
対
し
実
績
を
検

証
し
た
り
、
新
た
な
取
り
組
み
を

模
索
し
て
い
く
な
ど
、
定
住
自
立

圏
構
想
の
趣
旨
に
則
っ
た
修
正
を

継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
地
方
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

　
　
　
　
　
　行
財
政
の
推
進

　本
町
は
、
平
成
10
年
度
に
「
第

１
次
多
度
津
町
行
政
改
革
大
綱
」

を
策
定
し
、
そ
の
後
３
回
に
わ
た

り
改
訂
を
行
い
、
行
財
政
改
革
の

取
り
組
み
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
し
か
し
近
年
、
少
子
高
齢

化
の
急
速
な
進
行
や
人
口
減
少
時

代
の
到
来
、
地
方
分
権
の
進
展
な

ど
、
私
た
ち
基
礎
自
治
体
を
取
り

巻
く
社
会
経
済
情
勢
は
大
き
く
変

化
し
、
町
民
ニ
ー
ズ
も
よ
り
多
様

化
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
時
代
の
変
化
に
的

確
に
対
応
す
る
に
は
、
最
小
経
費

で
最
大
効
果
が
得
ら
れ
る
簡
素
で

効
率
的
な
行
財
政
シ
ス
テ
ム
の
確

立
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で

平
成
24
年
度
に
、
政
策
企
画
課
を

設
置
し
、
町
組
織
の
横
断
的
な
課

題
調
整
を
図
る
こ
と
、
町
の
政
策

立
案
を
担
う
こ
と
を
新
た
な
業
務

と
し
て
追
加
し
、
一
定
の
成
果
が

現
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　今
後
は
、
機
構
改
革
の
さ
ら
な

る
検
討
及
び
適
正
な
人
事
配
置
並

び
に
職
員
提
案
制
度
や
人
事
考
課

制
度
等
の
検
討
を
進
め
る
こ
と
に

よ
り
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
高
い

使
命
感
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
持

ち
、
組
織
の
力
が
最
大
限
に
発
揮

で
き
る
よ
う
、
行
政
改
革
へ
の
取

り
組
み
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　財
政
改
革
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
24
年
度
に
見
直
し
を
行
っ
た
、

新
し
い
「
多
度
津
町
中
期
財
政
計

画
（
平
成
25
年
度
〜
平
成
29
年

度
）
」
に
沿
っ
て
財
政
運
営
を
図

り
つ
つ
、
適
切
な
収
支
の
見
通
し

を
立
て
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

新
た
な
財
源
を
生
み
出
す
施
策
と

し
ま
し
て
、
町
有
未
利
用
地
の
貸

付
け
や
売
却
、
土
地
開
発
公
社
が

所
有
す
る
土
地
の
利
活
用
、
さ
ら

に
は
企
業
誘
致
の
推
進
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　「
財
政
健
全
化
判
断
比
率
等
の

４
指
標
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平

成
23
年
度
決
算
に
係
る
実
質
公
債

費
比
率
が
１
３
．
６
％
と
前
年
度

比
０
．
８
％
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
将
来
負
担
比
率
に
つ
い
て

は
、
１
４
９
．
８
％
と
前
年
度
に

比
べ
て
４
７
．
１
％
と
大
幅
に
改

善
さ
れ
ま
し
た
が
、
依
然
と
し
て

県
内
で
は
一
番
高
い
水
準
と
な
っ

て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
こ
れ
ら

の
指
標
に
は
細
心
の
注
意
を
払
い

な
が
ら
、
施
策
や
事
業
の
「
選
択

と
集
中
」
に
よ
り
、
財
源
の
効
果

的
・
効
率
的
な
配
分
に
努
め
、
よ

り
健
全
な
財
政
運
営
の
維
持
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　役
職
員
一
同
が
心
を
ひ
と
つ
に
、

本
町
の
め
ざ
す
ま
ち
づ
く
り
像
、

「
せ
せ
ら
ぎ
と
や
す
ら
ぎ

　み
ん

な
で
い
き
い
き
暮
ら
す
ま
ち
」
の

実
現
に
向
け
、
努
力
を
重
ね
て
ま

い
り
ま
す
。

　議
員
皆
様
並
び
に
町
民
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
現
下
の
厳
し

い
諸
情
勢
を
ご

賢
察
い
た
だ
き

ま
し
て
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う

重
ね
て
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
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■
平
成
25
年
度

 

『
環
境
標
語
』
選
考
会
開
催

　平
成
25
年
度
『
環
境
標
語
』
の

選
考
会
が
、
２
月
21
日
に
町
民
健

康
セ
ン
タ
ー
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　環
境
標
語
は
、
世
界
的
に
課
題

と
な
っ
て
い
る
環
境
問
題
に
つ
い

て
、
町
民
皆
さ
ん
に
も
関
心
を
持

っ
て
も
ら
う
た
め
、
町
内
の
小
・

中
学
校
か
ら
募
集
し
た
も
の
で
す
。

　今
年
度
の
代
表
作
品
に
は
、
次

の
６
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

【
平
成
25
年
度
代
表
作
品
紹
介
】

地
球
環
境
に

リ
セ
ッ
ト
ボ
タ
ン
は
あ
り
ま
せ
ん

　多
度
津
中
２
年

　白
石

　尚
也

ポ
イ
捨
て
は

　し
な
い

　さ
せ
な
い

許
さ
な
い

　多
度
津
中
１
年

　山
下
茉
莉
子

ご
み
分
別

人
も
自
然
も

　気
持
ち
い
い

　多
度
津
小
４
年

　松
本

　
　渉

す
て
な
い
で

　あ
き
か
ん

す
い
が
ら

　き
れ
い
な
こ
こ
ろ

　豊
原
小
１
年

　
　髙
嶋

　哲
平

リ
サ
イ
ク
ル

協
力
し
合
い

　自
ぜ
ん
を
守
ろ
う

　四
箇
小
３
年

　
　加
藤

　
　琳

ポ
イ
捨
て
は

あ
な
た
の
心
も

　よ
ご
し
て
る

　白
方
小
３
年

　
　清
水

　心
菜

※
中
学
校
・
各
小
学
校
か
ら
選
出

　さ
れ
た
作
品
に
つ
い
て
は
「
広

　報
た
ど
つ
５
月
号
」
か
ら
順
次

　ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　な
お
、
学
校
名
・
学
年
・
氏
名

　等
は
選
出
時
点
の
も
の
で
す
。

■
桃
陵
大
学
４
月
行
事

【
運
営
委
員
会
】

①
日
時
＝
５
日
（金）
／
10
時

　行
事
＝
桃
陵
大
学
運
営
委
員
会

　場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー

　３
階

【
中
央
講
座
】

①
日
時
＝
12
日
（金）
／
10
時

　行
事
＝
桃
陵
大
学
開
講
式

　場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー

　４
階

【
多
度
津
地
区
】

①
日
時
＝
11
日
（木）
／
９
時
30
分

　行
事
＝
ク
リ
ー
ン
作
戦

　場
所
＝
桃
陵
公
園

【
豊
原
地
区
】

①
日
時
＝
22
日
（月）

　行
事
＝
春
の
ふ
れ
あ
い
の
集
い

　場
所
＝
万
象
園
・
美
術
館

■
老
人
ク
ラ
ブ
４
月
行
事

【
連
合
会
】

①
日
時
＝
26
日
（金）
／
13
時
30
分

　行
事
＝
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　理
事
会

　場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー

　２
階

【
多
度
津
地
区
】

①
日
時
＝
25
日
（木）
／
10
時

　行
事
＝
福
寿
会
連
合
会
総
会

　場
所
＝
中
央
公
民
館

　２
階

【
豊
原
地
区
】

①
日
時
＝
５
日
（金）

　行
事
＝
地
区
老
連
理
事
会

　場
所
＝
豊
原
地
区
公
民
館

②
日
時
＝
21
日
（日）

　行
事
＝
ク
リ
ー
ン
作
戦

　場
所
＝
各
地
区
ご
と
に

【
四
箇
地
区
】

①
日
時
＝
14
日
（日）
／
10
時

　行
事
＝
天
寿
会
連
合
会
総
会

　場
所
＝
四
箇
地
区
公
民
館

【
白
方
地
区
】

①
日
時
＝
６
日
（土）
／
11
時

　行
事
＝
太
師
を
し
の
ぶ
会

　場
所
＝
海
岸
寺
山

②
日
時
＝
10
日
（水）
／
９
時
30
分

　行
事
＝
地
区
老
連
総
会

　場
所
＝
白
方
地
区
公
民
館

■
中
央
公
民
館
講
座
作
品
展

①
鶴
の
会

▽
場
所
＝
町
役
場
１
階
ロ
ビ
ー
・

　
　福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
ロ
ビ
ー

②
絵
手
紙

▽
場
所
＝
町
民
健
康
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　１
階
・
２
階
ロ
ビ
ー

※
期
間
は
い
ず
れ
も
４
月
１
日
（月）

　〜
30
日
（火）
の
８
時
30
分
〜
17
時

（
展
示
開
始
と
終
了
は
変
更
あ
り
）

　多度津地区社会福祉協議会の方々が、地域の小学校・幼稚園・保
育所に防災頭巾を寄贈されました。
　この防災頭巾は、地域の子どもたちや高齢者の方々を地震の被害
から守ろうと、昨年より母子保健福祉部をはじめとする地区社協の
皆さんが協力して手作りされたものです。
　今後も「いきいきサロン」の皆さんに贈られるなど、合計で７０
０枚以上の防災頭巾を作成される予定です。

■『
小
さ
な
親
切
』作
文
紹
介

●
『
心
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
』

　多
度
津
町
教
育
委
員
会

　
　教
育
委
員
長

　木
谷

　琢
郎

　最
近
、
や
さ
し
さ
で
思
い
出
す

の
は
、
名
古
屋
の
地
下
鉄
で
の
出

来
事
で
す
。
座
っ
て
い
た
私
は
、

乗
り
込
ん
で
き
た
大
勢
の
人
達
の

中
に
、
年
配
の
御
婦
人
を
認
め
、

席
を
譲
っ
た
の
で
す
。
す
る
と
間

髪
を
容
れ
ず
、
隣
席
の
若
者
が
ス

ク
ッ
と
立
ち
上
が
り
、
私
に
「
ど

う
ぞ
」
と
言
っ
て
席
を
勧
め
て
く

れ
た
の
で
す
。

　周
り
を
見
渡
し
て
、
ま
あ
好
意

を
受
け
止
め
て
も
い
い
年
齢
と
判

断
し
「
あ
り
が
と
う
」
と
礼
を
述

べ
て
、
再
び
着
座
し
た
の
で
す
。

私
と
隣
の
婦
人
と
、
前
に
立
つ
青

年
の
間
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
終
始

を
目
撃
し
た
で
あ
ろ
う
乗
客
の
間

に
、
何
と
も
言
え
ぬ
ほ
の
ぼ
の
と

し
た
温
か
な
雰
囲
気
・
空
気
が
流

れ
、
次
の
数
駅
の
間
、
婦
人
が
降

車
し
、
私
が
再
び
青
年
に
礼
を
言

っ
て
降
り
る
ま
で
続
い
た
の
で
す
。

混
雑
し
て
い
た
為
、
多
く
を
話
す

事
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ

の
若
者
の
力
に
な
れ
た
ら
と
思
っ

た
も
の
で
す
。

　個
人
に
対
す
る
「
小
さ
な
親
切
」

は
、
時
と
し
て
、
お
せ
っ
か
い
に

な
っ
た
り
、
依
存
心
を
か
き
立
て

た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
私

は
昔
か
ら
、
知
り
得
た
知
識
や
経

験
を
、
為
に
と
思
っ
て
、
私
の
医

院
で
20
年
来
、
毎
朝
行
っ
て
い
る

朝
礼
で
、
一
回
は
話
す
事
に
し
て

い
ま
す
。
私
自
身
、
も
っ
と
早
く

知
っ
て
い
た
ら
と
、
思
っ
た
事
が

あ
る
か
ら
で
す
。

　例
え
ば
今
ま
で
に
、
愛
煙
家
の

多
く
の
友
人
・
知
人
が
、
肺
の
病

で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
元
気
な
頃

に
、
本
人
に
と
っ
て
は
大
き
な
お

世
話
だ
と
感
じ
た
で
し
ょ
う
が
、

何
度
も
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
し
た

が
、
発
病
後
、
そ
の
人
達
全
員
が

後
悔
を
し
て
い
ま
し
た
。
タ
バ
コ

に
含
ま
れ
る
有
害
物
質
の
健
康
へ

の
悪
影
響
の
数
々
は
、
半
世
紀
も

前
か
ら
知
ら
れ
て
き
ま
し
た
し
、

家
族
や
周
囲
に
対
す
る
悪
影
響
も

深
刻
な
も
の
で
す
。

　公
共
の
場
や
閉
鎖
空
間
で
の
喫

煙
は
、
ま
わ
り
が
口
に
出
し
て
注

意
し
に
く
い
年
配
の
方
や
社
会
的

地
位
に
い
る
人
は
、
自
ら
厳
に
慎

ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、
俯

瞰
す
る
目
を
欠
い
た
、
や
さ
し
さ

と
は
対
極
に
あ
る
行
為
で
す
。

　ま
た
例
え
ば
、
自
動
車
の
運
転
、

自
転
車
の
乗
り
方
で
も
、
右
左
折
、

ブ
レ
ー
キ
、
車
間
距
離
、
駐
停
車
、

ス
ピ
ー
ド
、
ど
れ
を
と
っ
て
も
自

分
に
対
し
て
だ
け
で
な
く
、
他
者

に
も
や
さ
し
い
方
法
が
あ
り
、
即

ち
、
日
常
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
事
が
、

マ
ナ
ー
を
守
る
だ
け
で
、
そ
れ
自

体
が
他
者
へ
の
「
小
さ
な
親
切
」

に
な
る
と
い
う
事
で
す
。

　最
低
限
、
礼
儀
、
マ
ナ
ー
あ
る

い
は
ル
ー
ル
を
知
ら
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
し
、
倫
理
的
、
道
徳
的
に
適

う
行
為
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

自
ら
を
省
み
、
こ
れ
か
ら
も
、
心

の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
意
識
し
て
、

残
り
の
人
生
を
正
々
堂
々
と
歩
み
、

最
後
の
審
判
に
臨
み
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

■
善 
意 
（
２
月
分
） 

敬
称
略

●
多
度
津
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
吉
田
　
義
和
（
西
白
方
）

　
香
川
　
義
信
（
　
庄
　
）

●
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
『
桃
陵
苑
』

　
香
川
　
義
信
（
　
庄
　
）

　
大
島
千
恵
子
（
北
　
鴨
）

●
社
会
福
祉
施
設

　
　
　
　
『
ふ
れ
あ
い
の
家
』

　大
西
奈
保
子
（
西
港
町
）

　
石
川
　
雅
健
（
青
　
木
）

　
前
田
　
伸
雄
（
丸
亀
市
）

　
久
山
奈
保
子
（
　
庄
　
）

　
木
谷
　
澄
夫
（
葛
　
原
）

　
吉
田
　
茂
昭
（
桜
　
川
）

　
白
井
　
佳
子
（
　
庄
　
）

　
読
み
聞
か
せ
Ｇ
ひ
ま
わ
り
、
多

　
度
津
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協

　
議
会
（
豊
原
Ｄ
）
、
回
天
パ
チ

　
ン
コ
本
店

●
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
２
０
１
３

　神
原
　
　
正
（
桜
　
川
）

　
白
方
漁
業
協
同
組
合
、
㈱
ア
ム

　
ロ
ン

■多度津地区社会福祉協議会が『防災頭巾』を寄贈

ふ

か
ん

■桃陵大学中央講座『芸能発表会』が開催！
　２月１４日、町民健康センター２階大広間
において、『芸能発表会』が開催されました。
　舞踊・吟詠・詩舞・カラオケ・大正琴に、
４１組の講座生が日頃の練習の成果を元気に
発表し、大広間いっぱいの観客の皆さんは、
最後まで楽しいひとときを過ごされました。
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文
化
教
養

文
化
教
養

■
平
成
25
年
度

 
『
環
境
標
語
』
選
考
会
開
催

　平
成
25
年
度
『
環
境
標
語
』
の

選
考
会
が
、
２
月
21
日
に
町
民
健

康
セ
ン
タ
ー
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　環
境
標
語
は
、
世
界
的
に
課
題

と
な
っ
て
い
る
環
境
問
題
に
つ
い

て
、
町
民
皆
さ
ん
に
も
関
心
を
持

っ
て
も
ら
う
た
め
、
町
内
の
小
・

中
学
校
か
ら
募
集
し
た
も
の
で
す
。

　今
年
度
の
代
表
作
品
に
は
、
次

の
６
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

【
平
成
25
年
度
代
表
作
品
紹
介
】

地
球
環
境
に

リ
セ
ッ
ト
ボ
タ
ン
は
あ
り
ま
せ
ん

　多
度
津
中
２
年

　白
石

　尚
也

ポ
イ
捨
て
は

　し
な
い

　さ
せ
な
い

許
さ
な
い

　多
度
津
中
１
年

　山
下
茉
莉
子

ご
み
分
別

人
も
自
然
も

　気
持
ち
い
い

　多
度
津
小
４
年

　松
本

　
　渉

す
て
な
い
で

　あ
き
か
ん

す
い
が
ら

　き
れ
い
な
こ
こ
ろ

　豊
原
小
１
年

　
　髙
嶋

　哲
平

リ
サ
イ
ク
ル

協
力
し
合
い

　自
ぜ
ん
を
守
ろ
う

　四
箇
小
３
年

　
　加
藤

　
　琳

ポ
イ
捨
て
は

あ
な
た
の
心
も

　よ
ご
し
て
る

　白
方
小
３
年

　
　清
水

　心
菜

※
中
学
校
・
各
小
学
校
か
ら
選
出

　さ
れ
た
作
品
に
つ
い
て
は
「
広

　報
た
ど
つ
５
月
号
」
か
ら
順
次

　ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　な
お
、
学
校
名
・
学
年
・
氏
名

　等
は
選
出
時
点
の
も
の
で
す
。

■
桃
陵
大
学
４
月
行
事

【
運
営
委
員
会
】

①
日
時
＝
５
日
（金）
／
10
時

　行
事
＝
桃
陵
大
学
運
営
委
員
会

　場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー

　３
階

【
中
央
講
座
】

①
日
時
＝
12
日
（金）
／
10
時

　行
事
＝
桃
陵
大
学
開
講
式

　場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー

　４
階

【
多
度
津
地
区
】

①
日
時
＝
11
日
（木）
／
９
時
30
分

　行
事
＝
ク
リ
ー
ン
作
戦

　場
所
＝
桃
陵
公
園

【
豊
原
地
区
】

①
日
時
＝
22
日
（月）

　行
事
＝
春
の
ふ
れ
あ
い
の
集
い

　場
所
＝
万
象
園
・
美
術
館

■
老
人
ク
ラ
ブ
４
月
行
事

【
連
合
会
】

①
日
時
＝
26
日
（金）
／
13
時
30
分

　行
事
＝
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　理
事
会

　場
所
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー

　２
階

【
多
度
津
地
区
】

①
日
時
＝
25
日
（木）
／
10
時

　行
事
＝
福
寿
会
連
合
会
総
会

　場
所
＝
中
央
公
民
館

　２
階

【
豊
原
地
区
】

①
日
時
＝
５
日
（金）

　行
事
＝
地
区
老
連
理
事
会

　場
所
＝
豊
原
地
区
公
民
館

②
日
時
＝
21
日
（日）

　行
事
＝
ク
リ
ー
ン
作
戦

　場
所
＝
各
地
区
ご
と
に

【
四
箇
地
区
】

①
日
時
＝
14
日
（日）
／
10
時

　行
事
＝
天
寿
会
連
合
会
総
会

　場
所
＝
四
箇
地
区
公
民
館

【
白
方
地
区
】

①
日
時
＝
６
日
（土）
／
11
時

　行
事
＝
太
師
を
し
の
ぶ
会

　場
所
＝
海
岸
寺
山

②
日
時
＝
10
日
（水）
／
９
時
30
分

　行
事
＝
地
区
老
連
総
会

　場
所
＝
白
方
地
区
公
民
館

■
中
央
公
民
館
講
座
作
品
展

①
鶴
の
会

▽
場
所
＝
町
役
場
１
階
ロ
ビ
ー
・

　
　福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
ロ
ビ
ー

②
絵
手
紙

▽
場
所
＝
町
民
健
康
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　１
階
・
２
階
ロ
ビ
ー

※
期
間
は
い
ず
れ
も
４
月
１
日
（月）

　〜
30
日
（火）
の
８
時
30
分
〜
17
時

（
展
示
開
始
と
終
了
は
変
更
あ
り
）

　多度津地区社会福祉協議会の方々が、地域の小学校・幼稚園・保
育所に防災頭巾を寄贈されました。
　この防災頭巾は、地域の子どもたちや高齢者の方々を地震の被害
から守ろうと、昨年より母子保健福祉部をはじめとする地区社協の
皆さんが協力して手作りされたものです。
　今後も「いきいきサロン」の皆さんに贈られるなど、合計で７０
０枚以上の防災頭巾を作成される予定です。

■『
小
さ
な
親
切
』作
文
紹
介

●
『
心
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
』

　多
度
津
町
教
育
委
員
会

　
　教
育
委
員
長

　木
谷

　琢
郎

　最
近
、
や
さ
し
さ
で
思
い
出
す

の
は
、
名
古
屋
の
地
下
鉄
で
の
出

来
事
で
す
。
座
っ
て
い
た
私
は
、

乗
り
込
ん
で
き
た
大
勢
の
人
達
の

中
に
、
年
配
の
御
婦
人
を
認
め
、

席
を
譲
っ
た
の
で
す
。
す
る
と
間

髪
を
容
れ
ず
、
隣
席
の
若
者
が
ス

ク
ッ
と
立
ち
上
が
り
、
私
に
「
ど

う
ぞ
」
と
言
っ
て
席
を
勧
め
て
く

れ
た
の
で
す
。

　周
り
を
見
渡
し
て
、
ま
あ
好
意

を
受
け
止
め
て
も
い
い
年
齢
と
判

断
し
「
あ
り
が
と
う
」
と
礼
を
述

べ
て
、
再
び
着
座
し
た
の
で
す
。

私
と
隣
の
婦
人
と
、
前
に
立
つ
青

年
の
間
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
終
始

を
目
撃
し
た
で
あ
ろ
う
乗
客
の
間

に
、
何
と
も
言
え
ぬ
ほ
の
ぼ
の
と

し
た
温
か
な
雰
囲
気
・
空
気
が
流

れ
、
次
の
数
駅
の
間
、
婦
人
が
降

車
し
、
私
が
再
び
青
年
に
礼
を
言

っ
て
降
り
る
ま
で
続
い
た
の
で
す
。

混
雑
し
て
い
た
為
、
多
く
を
話
す

事
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ

の
若
者
の
力
に
な
れ
た
ら
と
思
っ

た
も
の
で
す
。

　個
人
に
対
す
る
「
小
さ
な
親
切
」

は
、
時
と
し
て
、
お
せ
っ
か
い
に

な
っ
た
り
、
依
存
心
を
か
き
立
て

た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
私

は
昔
か
ら
、
知
り
得
た
知
識
や
経

験
を
、
為
に
と
思
っ
て
、
私
の
医

院
で
20
年
来
、
毎
朝
行
っ
て
い
る

朝
礼
で
、
一
回
は
話
す
事
に
し
て

い
ま
す
。
私
自
身
、
も
っ
と
早
く

知
っ
て
い
た
ら
と
、
思
っ
た
事
が

あ
る
か
ら
で
す
。

　例
え
ば
今
ま
で
に
、
愛
煙
家
の

多
く
の
友
人
・
知
人
が
、
肺
の
病

で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
元
気
な
頃

に
、
本
人
に
と
っ
て
は
大
き
な
お

世
話
だ
と
感
じ
た
で
し
ょ
う
が
、

何
度
も
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
し
た

が
、
発
病
後
、
そ
の
人
達
全
員
が

後
悔
を
し
て
い
ま
し
た
。
タ
バ
コ

に
含
ま
れ
る
有
害
物
質
の
健
康
へ

の
悪
影
響
の
数
々
は
、
半
世
紀
も

前
か
ら
知
ら
れ
て
き
ま
し
た
し
、

家
族
や
周
囲
に
対
す
る
悪
影
響
も

深
刻
な
も
の
で
す
。

　公
共
の
場
や
閉
鎖
空
間
で
の
喫

煙
は
、
ま
わ
り
が
口
に
出
し
て
注

意
し
に
く
い
年
配
の
方
や
社
会
的

地
位
に
い
る
人
は
、
自
ら
厳
に
慎

ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、
俯

瞰
す
る
目
を
欠
い
た
、
や
さ
し
さ

と
は
対
極
に
あ
る
行
為
で
す
。

　ま
た
例
え
ば
、
自
動
車
の
運
転
、

自
転
車
の
乗
り
方
で
も
、
右
左
折
、

ブ
レ
ー
キ
、
車
間
距
離
、
駐
停
車
、

ス
ピ
ー
ド
、
ど
れ
を
と
っ
て
も
自

分
に
対
し
て
だ
け
で
な
く
、
他
者

に
も
や
さ
し
い
方
法
が
あ
り
、
即

ち
、
日
常
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
事
が
、

マ
ナ
ー
を
守
る
だ
け
で
、
そ
れ
自

体
が
他
者
へ
の
「
小
さ
な
親
切
」

に
な
る
と
い
う
事
で
す
。

　最
低
限
、
礼
儀
、
マ
ナ
ー
あ
る

い
は
ル
ー
ル
を
知
ら
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
し
、
倫
理
的
、
道
徳
的
に
適

う
行
為
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

自
ら
を
省
み
、
こ
れ
か
ら
も
、
心

の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
意
識
し
て
、

残
り
の
人
生
を
正
々
堂
々
と
歩
み
、

最
後
の
審
判
に
臨
み
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

■
善 

意 

（
２
月
分
） 

敬
称
略

●
多
度
津
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
吉
田
　
義
和
（
西
白
方
）

　
香
川
　
義
信
（
　
庄
　
）

●
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
『
桃
陵
苑
』

　
香
川
　
義
信
（
　
庄
　
）

　
大
島
千
恵
子
（
北
　
鴨
）

●
社
会
福
祉
施
設

　
　
　
　
『
ふ
れ
あ
い
の
家
』

　大
西
奈
保
子
（
西
港
町
）

　
石
川
　
雅
健
（
青
　
木
）

　
前
田
　
伸
雄
（
丸
亀
市
）

　
久
山
奈
保
子
（
　
庄
　
）

　
木
谷
　
澄
夫
（
葛
　
原
）

　
吉
田
　
茂
昭
（
桜
　
川
）

　
白
井
　
佳
子
（
　
庄
　
）

　
読
み
聞
か
せ
Ｇ
ひ
ま
わ
り
、
多

　
度
津
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協

　
議
会
（
豊
原
Ｄ
）
、
回
天
パ
チ

　
ン
コ
本
店

●
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
２
０
１
３

　神
原
　
　
正
（
桜
　
川
）

　
白
方
漁
業
協
同
組
合
、
㈱
ア
ム

　
ロ
ン

■多度津地区社会福祉協議会が『防災頭巾』を寄贈

ふ

か
ん

■桃陵大学中央講座『芸能発表会』が開催！
　２月１４日、町民健康センター２階大広間
において、『芸能発表会』が開催されました。
　舞踊・吟詠・詩舞・カラオケ・大正琴に、
４１組の講座生が日頃の練習の成果を元気に
発表し、大広間いっぱいの観客の皆さんは、
最後まで楽しいひとときを過ごされました。
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ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

▽
応
募
方
法
＝
ハ
ガ
キ
に
①
作
品

　（
未
発
表
作
品
三
句
ま
で
を
楷

　書
で
正
確
に
記
載
）
②
住
所
③

　氏
名
④
電
話
番
号
を
記
入
し
、

　中
央
公
民
館
ま
で
、
郵
送
ま
た

　は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
期
限
＝
５
月
20
日
（月）
必
着

【
申
込
み
（
月
曜
・
祝
日
を
除
く
）
】

　多
度
津
町
立
中
央
公
民
館

（
〒
７
６
４
‐
０
０
１
１

　多
度
津
町
栄
町
３
‐
１
‐
９
）

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
０
７
６
０

■『
ひ
だ
ま
り
』４
月
講
習

●
９
日
（火）
／
10
時
〜
11
時
30
分

　『
体
力
年
齢
と
脳
年
齢
を

　
　
　
　
　
　
　
　若
々
し
く
』

　▽
講
師
＝
地
域
包
括

　
　
　
　
　
　
　支
援
セ
ン
タ
ー

【
問
合
せ
】

　シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
４
７
５
５

　た
ど
つ
シ
ル
バ
ー
『
ひ
だ
ま
り
』

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
４
７
６
０

■
ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

●
倉
敷
市
長
杯
第
５
回
近
県
少
年

　少
女
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会

　（
２
月
16
日
／
水
島
緑
地
公
園

　体
育
館
）

▽
小
学
１
・
２
年

　【
32
㎏
超
級
】

　
　
　２
位
＝
岡

　
　大
智

▽
小
学
３
・
４
年

　【
45
㎏
超
級

　男
子
】

　
　
　２
位
＝
神
原

　弘
渡

　【
36
㎏
級

　女
子
】

　
　
　１
位
＝
森

　こ
の
か

▽
小
学
５
・
６
年

　【
28
㎏
級

　男
子
】

　
　
　３
位
＝
守
屋

　拓
海

　【
32
㎏
級

　男
子
】

　
　
　３
位
＝
山
根

　典
哲

　【
42
㎏
級

　男
子
】

　
　
　２
位
＝
岩
井

　皓
陽

　【
45
㎏
級

　男
子
】

　
　
　３
位
＝
葛
岡

　海
斗

　【
52
㎏
級

　男
子
】

　
　
　１
位
＝
田
中

　勝
大

　【
45
㎏
級

　女
子
】

　
　
　３
位
＝
森

　
　衣
花

▽
中
学
生

　【
66
㎏
級

　男
子
】

　
　
　１
位
＝
山
田

　壯
昇

　
　
　３
位
＝
塩
田
悠
太
郎

●
多
度
津
町
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

　ボ
ー
ル
大
会
（
レ
デ
ィ
ー
ス
Ｂ
）

　（
２
月
10
日
／
町
民
体
育
館
）

　優

　勝
＝
ド
リ
ー
ム

　準
優
勝
＝
コ
コ
ア

●
第
９
回
多
度
津
町
長
杯

　
　
　
　
　イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

　（
２
月
24
日
／
町
民
体
育
館
）

【
初
心
者
の
部
】

　優

　勝
＝
コ
コ
ア

　準
優
勝
＝
ア
ダ
ル
ト
Ａ

【
ベ
テ
ラ
ン
の
部
】

　優

　勝
＝
ス
カ
イ
ラ
ー
ク

　準
優
勝
＝
桃
山

●
第
26
回
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
会
長
杯
少

　年
少
女
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大

　会
（
３
月
３
日
／
綾
川
町
Ｂ
＆

　Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
）

▽
幼
年

　年
中
年
長

　【
18
㎏
級
】

　
　
　２
位
＝
岡

　
　大
陽

▽
小
学
１
・
２
年
生

　【
22
㎏
級
】

　
　１
位
＝
守
屋

　耕
平

　【
25
㎏
級
】

　
　３
位
＝
岡

　
　大
和

　【
28
㎏
級
】

　
　３
位
＝
山
根

　知
哲

　【
37
㎏
級
】

　
　１
位
＝
岡

　
　大
智

▽
小
学
３
・
４
年
生

　【
27
㎏
級
】

　
　３
位
＝
岩
井

　心
香

　【
33
㎏
級
】

　
　３
位
＝
髙
嶋

　章
人

　【
40
㎏
級
】

　
　１
位
＝
岡

　
　大
翔

　
　３
位
＝
森

　こ
の
か

　【
40
㎏
超
級
】

　
　１
位
＝
神
原

　弘
渡

▽
小
学
５
・
６
年
生

　【
31
㎏
級
】

　
　２
位
＝
守
屋

　拓
海

　【
33
㎏
級
】

　
　２
位
＝
山
根

　典
哲

　【
41
㎏
級
】

　
　１
位
＝
神
原

　
　諒

　
　２
位
＝
髙
嶋

　悠
人

　【
44
㎏
級
】

　
　１
位
＝
岩
井

　皓
陽

　【
46
㎏
超
級
】

　
　１
位
＝
田
中

　勝
大

　【
46
㎏
級

　女
子
】

　
　２
位
＝
森

　
　衣
花

▽
団
体
の
部

　
　２
位
＝
多
度
津
レ
ス
リ
ン
グ

　
　
　
　
　
　ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

■
４
月
の
ス
ポ
ー
ツ
予
定

●
前
期
ナ
イ
タ
ー
リ
ー
グ
（
野
球
）

　▽
日
時
＝
２
日
、
４
〜
６
日
、

　
　
　
　９
〜
10
日
、
12
〜
13
日
、

　
　
　
　16
日
、
18
〜
20
日
、
23

　
　
　
　〜
24
日
、
26
〜
27
日

　▽
場
所
＝
町
民
野
球
場

●
春
季
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　▽
日
時
＝
７
日
（日）
／
８
時

　▽
場
所
＝
町
民
野
球
場

●
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　▽
日
時
＝
14
日
（日）
／
８
時
30
分

　▽
場
所
＝
町
民
体
育
館

●
多
度
津
町
テ
ニ
ス
交
流
会

　▽
日
時
＝
14
日
（日）
／
９
時

　▽
場
所
＝
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

●
第
54
回
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
交
流
大
会

　▽
日
時
＝
21
日
（日）
／
８
時

　▽
場
所
＝
町
民
体
育
館

●
第
31
回
仲
善
Ｇ
Ｇ
多
度
津
大
会

　▽
日
時
＝
27
日
（土）
／
９
時

　▽
場
所
＝
町
民
野
球
場

■
老
人
健
康
施
設（
湯
楽
里
）

　
　
　
　
　
　
　４
月
行
事

２
日
（火）
社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

３
日
（水）
あ
ん
ま
／
13
時

８
日
（月）
詩
吟
講
座
／
10
時

　
　
　リ
ン
パ
整
体
／
13
時

９
日
（火）
み
ん
な
で
楽
し
く
歌
お
う

　
　
　
　
　
　
　
　／
11
時
30
分

　
　
　社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

10
日
（水）
手
編
み
教
室
／
10
時
30
分

16
日
（火）
社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

　
　
　生
け
花
教
室
／
９
時
30
分

17
日
（水）
め
が
ね
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
　
　／
９
時
30
分

　
　
　カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

　
　
　
　
　
　
　
　／
10
時
30
分

18
日
（木）
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　／
12
時
30
分

19
日
（金）
あ
ん
ま
／
13
時

22
日
（月）
詩
吟
講
座
／
10
時

　
　
　フ
ッ
ト
セ
ラ
ピ
ー
／
13
時
30
分

23
日
（火）
社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

24
日
（水）
手
編
み
教
室
／
10
時
30
分

25
日
（木）
リ
ン
パ
整
体
／
13
時

26
日
（金）
生
け
花
教
室
／
９
時
30
分

　
　
　お
話
し
会
／
13
時
15
分

30
日
（火）
社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

●
買
物
ツ
ア
ー
／
14
時

　２
日
（火）
・
10
日
（水）
・
16
日
（火）
・

　24
日
（水）
・
30
日
（火）

★
３
月
４
日
の
愛
称
選
考
委
員
会

　に
お
い
て
、
老
人
健
康
施
設
の

　愛
称
が
『
湯
楽
里
（
ゆ
ら
り
）
』

　に
決
ま
り
ま
し
た
！

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　☎
32
‐
８
５
０
１

■
た
ど
つ
柳
壇（
第
60
回
）

　
　
　

  

福
岡

　紫
蝶

　選

【
第
一
席
】

名
前
呼
ぶ
看
護
婦
さ
ん
の
癖
楽
し

　
　道
福
寺

　
　
　和
田

　吉
史

〔
評
〕
混
ん
で
い
る
病
院
で
は
待

　ち
時
間
が
長
く
な
る
。
い
ら
い

　ら
し
て
も
仕
方
が
な
い
の
で
看

　護
婦
さ
ん
の
呼
び
方
を
楽
し
み

　ま
す
。
サ
マ
ー
と
長
く
伸
ば
す

　人
、
小
さ
な
声
で
聞
き
取
れ
ぬ

　人
。
呼
ば
れ
た
途
端
飛
び
上
が

　る
人
。
縮
図
を
見
る
よ
う
で
す
。

【
第
二
席
】

何
処
か
ら
で
も

呼
べ
と
携
帯
持
た
さ
れ
る

　
　道
福
寺

　
　
　和
田

　枝
三

〔
評
〕
も
う
携
帯
を
持
つ
人
の
方

　が
多
い
。
と
言
う
よ
り
持
た
さ

　れ
る
方
が
正
し
い
の
か
も
。
行

　方
知
れ
ず
に
な
る
の
で
強
制
的

　に
と
言
っ
た
方
が
正
し
い
。
便

　利
と
言
え
ば
便
利
な
物
で
す
。

【
第
三
席
】

名
を
呼
ば
れ

ハ
イ
と
元
気
に
一
年
生

　
　三

　井

　
　
　亀
井

　映
子

〔
評
〕
ラ
ン
ド
セ
ル
は
ヂ
イ
ヂ
ー

　の
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
後
か
ら
体
が

　見
え
な
い
く
ら
い
の
大
き
さ
で

　す
が
、
そ
れ
で
も
背
負
っ
て
家

　中
歩
き
ま
わ
り
ま
す
。
大
き
な

　夢
が
は
じ
け
て
い
ま
す
。

【
佳

　作
】

久
し
ぶ
り
名
前
呼
び
あ
う
ク
ラ
ス
会

　
　日
の
出
町

　
　有
間

　武
子

【
佳

　作
】

「
父
さ
ん
」
と

海
に
向
か
っ
て
呼
び
続
け

　
　見

　立

　
　
　髙
島
也
知
子

■
次
回
た
ど
つ
柳
檀

　
　第
61
回
川
柳
作
品
募
集

▽
題
名
＝
『
望
』

▽
選
者
＝
番
傘
川
柳
本
社
同
人

　
　
　
　
　
　
　福
岡
紫
蝶
さ
ん

ゆ

　ら

　り

■多度津高校の多田さんと矢野さん
　『県スポーツ栄光賞』」を受賞！
　全国大会・国際大会などで優秀な成績を収めた香川県のス
ポーツ選手に贈られる「県スポーツ栄光賞」を、ウエイトリ
フティング競技で活躍された多度津高校３年の多田佳弘さん
と矢野朱莉さんが受賞されました。
　町役場を訪問された多田さんと矢野さんは、受賞の喜ばし
い報告や今後の抱負を語ってくれました。
　丸尾町長は、お二人の今までの輝かしい功績をたたえると
ともに、これからの新たな門出にエールを送りました。

■東　大智さん（多度津中学校３年）が、『全国高等学校・
　中学校ゴルフ選手権春季大会四国予選』で優勝！

　１２月に高知県で開催された「全国高等学校・中学校ゴル
フ選手権春季大会四国予選」に出場された東　大智さんが、
その結果報告に町役場を訪問されました。
　東さんは、中学男子の部で見事に優勝を飾られ、３月に開
催される全国大会（全国中学校ゴルフ選手権春季大会）の出
場権を獲得しました。
　パターが得意という東さんは「全国大会では、トップ１０
入りを目指して頑張ります」と力強く語ってくれました。
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ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

▽
応
募
方
法
＝
ハ
ガ
キ
に
①
作
品

　（
未
発
表
作
品
三
句
ま
で
を
楷

　書
で
正
確
に
記
載
）
②
住
所
③

　氏
名
④
電
話
番
号
を
記
入
し
、

　中
央
公
民
館
ま
で
、
郵
送
ま
た

　は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
期
限
＝
５
月
20
日
（月）
必
着

【
申
込
み
（
月
曜
・
祝
日
を
除
く
）
】

　多
度
津
町
立
中
央
公
民
館

（
〒
７
６
４
‐
０
０
１
１

　多
度
津
町
栄
町
３
‐
１
‐
９
）

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
０
７
６
０

■『
ひ
だ
ま
り
』４
月
講
習

●
９
日
（火）
／
10
時
〜
11
時
30
分

　『
体
力
年
齢
と
脳
年
齢
を

　
　
　
　
　
　
　
　若
々
し
く
』

　▽
講
師
＝
地
域
包
括

　
　
　
　
　
　
　支
援
セ
ン
タ
ー

【
問
合
せ
】

　シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
４
７
５
５

　た
ど
つ
シ
ル
バ
ー
『
ひ
だ
ま
り
』

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
４
７
６
０

■
ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

●
倉
敷
市
長
杯
第
５
回
近
県
少
年

　少
女
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会

　（
２
月
16
日
／
水
島
緑
地
公
園

　体
育
館
）

▽
小
学
１
・
２
年

　【
32
㎏
超
級
】

　
　
　２
位
＝
岡

　
　大
智

▽
小
学
３
・
４
年

　【
45
㎏
超
級

　男
子
】

　
　
　２
位
＝
神
原

　弘
渡

　【
36
㎏
級

　女
子
】

　
　
　１
位
＝
森

　こ
の
か

▽
小
学
５
・
６
年

　【
28
㎏
級

　男
子
】

　
　
　３
位
＝
守
屋

　拓
海

　【
32
㎏
級

　男
子
】

　
　
　３
位
＝
山
根

　典
哲

　【
42
㎏
級

　男
子
】

　
　
　２
位
＝
岩
井

　皓
陽

　【
45
㎏
級

　男
子
】

　
　
　３
位
＝
葛
岡

　海
斗

　【
52
㎏
級

　男
子
】

　
　
　１
位
＝
田
中

　勝
大

　【
45
㎏
級

　女
子
】

　
　
　３
位
＝
森

　
　衣
花

▽
中
学
生

　【
66
㎏
級

　男
子
】

　
　
　１
位
＝
山
田

　壯
昇

　
　
　３
位
＝
塩
田
悠
太
郎

●
多
度
津
町
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

　ボ
ー
ル
大
会
（
レ
デ
ィ
ー
ス
Ｂ
）

　（
２
月
10
日
／
町
民
体
育
館
）

　優

　勝
＝
ド
リ
ー
ム

　準
優
勝
＝
コ
コ
ア

●
第
９
回
多
度
津
町
長
杯

　
　
　
　
　イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

　（
２
月
24
日
／
町
民
体
育
館
）

【
初
心
者
の
部
】

　優

　勝
＝
コ
コ
ア

　準
優
勝
＝
ア
ダ
ル
ト
Ａ

【
ベ
テ
ラ
ン
の
部
】

　優

　勝
＝
ス
カ
イ
ラ
ー
ク

　準
優
勝
＝
桃
山

●
第
26
回
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
会
長
杯
少

　年
少
女
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大

　会
（
３
月
３
日
／
綾
川
町
Ｂ
＆

　Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
）

▽
幼
年

　年
中
年
長

　【
18
㎏
級
】

　
　
　２
位
＝
岡

　
　大
陽

▽
小
学
１
・
２
年
生

　【
22
㎏
級
】

　
　１
位
＝
守
屋

　耕
平

　【
25
㎏
級
】

　
　３
位
＝
岡

　
　大
和

　【
28
㎏
級
】

　
　３
位
＝
山
根

　知
哲

　【
37
㎏
級
】

　
　１
位
＝
岡

　
　大
智

▽
小
学
３
・
４
年
生

　【
27
㎏
級
】

　
　３
位
＝
岩
井

　心
香

　【
33
㎏
級
】

　
　３
位
＝
髙
嶋

　章
人

　【
40
㎏
級
】

　
　１
位
＝
岡

　
　大
翔

　
　３
位
＝
森

　こ
の
か

　【
40
㎏
超
級
】

　
　１
位
＝
神
原

　弘
渡

▽
小
学
５
・
６
年
生

　【
31
㎏
級
】

　
　２
位
＝
守
屋

　拓
海

　【
33
㎏
級
】

　
　２
位
＝
山
根

　典
哲

　【
41
㎏
級
】

　
　１
位
＝
神
原

　
　諒

　
　２
位
＝
髙
嶋

　悠
人

　【
44
㎏
級
】

　
　１
位
＝
岩
井

　皓
陽

　【
46
㎏
超
級
】

　
　１
位
＝
田
中

　勝
大

　【
46
㎏
級

　女
子
】

　
　２
位
＝
森

　
　衣
花

▽
団
体
の
部

　
　２
位
＝
多
度
津
レ
ス
リ
ン
グ

　
　
　
　
　
　ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

■
４
月
の
ス
ポ
ー
ツ
予
定

●
前
期
ナ
イ
タ
ー
リ
ー
グ
（
野
球
）

　▽
日
時
＝
２
日
、
４
〜
６
日
、

　
　
　
　９
〜
10
日
、
12
〜
13
日
、

　
　
　
　16
日
、
18
〜
20
日
、
23

　
　
　
　〜
24
日
、
26
〜
27
日

　▽
場
所
＝
町
民
野
球
場

●
春
季
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　▽
日
時
＝
７
日
（日）
／
８
時

　▽
場
所
＝
町
民
野
球
場

●
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　▽
日
時
＝
14
日
（日）
／
８
時
30
分

　▽
場
所
＝
町
民
体
育
館

●
多
度
津
町
テ
ニ
ス
交
流
会

　▽
日
時
＝
14
日
（日）
／
９
時

　▽
場
所
＝
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

●
第
54
回
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
交
流
大
会

　▽
日
時
＝
21
日
（日）
／
８
時

　▽
場
所
＝
町
民
体
育
館

●
第
31
回
仲
善
Ｇ
Ｇ
多
度
津
大
会

　▽
日
時
＝
27
日
（土）
／
９
時

　▽
場
所
＝
町
民
野
球
場

■
老
人
健
康
施
設（
湯
楽
里
）

　
　
　
　
　
　
　４
月
行
事

２
日
（火）
社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

３
日
（水）
あ
ん
ま
／
13
時

８
日
（月）
詩
吟
講
座
／
10
時

　
　
　リ
ン
パ
整
体
／
13
時

９
日
（火）
み
ん
な
で
楽
し
く
歌
お
う

　
　
　
　
　
　
　
　／
11
時
30
分

　
　
　社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

10
日
（水）
手
編
み
教
室
／
10
時
30
分

16
日
（火）
社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

　
　
　生
け
花
教
室
／
９
時
30
分

17
日
（水）
め
が
ね
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
　
　／
９
時
30
分

　
　
　カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

　
　
　
　
　
　
　
　／
10
時
30
分

18
日
（木）
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　／
12
時
30
分

19
日
（金）
あ
ん
ま
／
13
時

22
日
（月）
詩
吟
講
座
／
10
時

　
　
　フ
ッ
ト
セ
ラ
ピ
ー
／
13
時
30
分

23
日
（火）
社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

24
日
（水）
手
編
み
教
室
／
10
時
30
分

25
日
（木）
リ
ン
パ
整
体
／
13
時

26
日
（金）
生
け
花
教
室
／
９
時
30
分

　
　
　お
話
し
会
／
13
時
15
分

30
日
（火）
社
交
ダ
ン
ス
／
13
時

●
買
物
ツ
ア
ー
／
14
時

　２
日
（火）
・
10
日
（水）
・
16
日
（火）
・

　24
日
（水）
・
30
日
（火）

★
３
月
４
日
の
愛
称
選
考
委
員
会

　に
お
い
て
、
老
人
健
康
施
設
の

　愛
称
が
『
湯
楽
里
（
ゆ
ら
り
）
』

　に
決
ま
り
ま
し
た
！

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　☎
32
‐
８
５
０
１

■
た
ど
つ
柳
壇（
第
60
回
）

　
　
　

  

福
岡

　紫
蝶

　選

【
第
一
席
】

名
前
呼
ぶ
看
護
婦
さ
ん
の
癖
楽
し

　
　道
福
寺

　
　
　和
田

　吉
史

〔
評
〕
混
ん
で
い
る
病
院
で
は
待

　ち
時
間
が
長
く
な
る
。
い
ら
い

　ら
し
て
も
仕
方
が
な
い
の
で
看

　護
婦
さ
ん
の
呼
び
方
を
楽
し
み

　ま
す
。
サ
マ
ー
と
長
く
伸
ば
す

　人
、
小
さ
な
声
で
聞
き
取
れ
ぬ

　人
。
呼
ば
れ
た
途
端
飛
び
上
が

　る
人
。
縮
図
を
見
る
よ
う
で
す
。

【
第
二
席
】

何
処
か
ら
で
も

呼
べ
と
携
帯
持
た
さ
れ
る

　
　道
福
寺

　
　
　和
田

　枝
三

〔
評
〕
も
う
携
帯
を
持
つ
人
の
方

　が
多
い
。
と
言
う
よ
り
持
た
さ

　れ
る
方
が
正
し
い
の
か
も
。
行

　方
知
れ
ず
に
な
る
の
で
強
制
的

　に
と
言
っ
た
方
が
正
し
い
。
便

　利
と
言
え
ば
便
利
な
物
で
す
。

【
第
三
席
】

名
を
呼
ば
れ

ハ
イ
と
元
気
に
一
年
生

　
　三

　井

　
　
　亀
井

　映
子

〔
評
〕
ラ
ン
ド
セ
ル
は
ヂ
イ
ヂ
ー

　の
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
後
か
ら
体
が

　見
え
な
い
く
ら
い
の
大
き
さ
で

　す
が
、
そ
れ
で
も
背
負
っ
て
家

　中
歩
き
ま
わ
り
ま
す
。
大
き
な

　夢
が
は
じ
け
て
い
ま
す
。

【
佳

　作
】

久
し
ぶ
り
名
前
呼
び
あ
う
ク
ラ
ス
会

　
　日
の
出
町

　
　有
間

　武
子

【
佳

　作
】

「
父
さ
ん
」
と

海
に
向
か
っ
て
呼
び
続
け

　
　見

　立

　
　
　髙
島
也
知
子

■
次
回
た
ど
つ
柳
檀

　
　第
61
回
川
柳
作
品
募
集

▽
題
名
＝
『
望
』

▽
選
者
＝
番
傘
川
柳
本
社
同
人

　
　
　
　
　
　
　福
岡
紫
蝶
さ
ん

ゆ

　ら

　り

■多度津高校の多田さんと矢野さん
　『県スポーツ栄光賞』」を受賞！
　全国大会・国際大会などで優秀な成績を収めた香川県のス
ポーツ選手に贈られる「県スポーツ栄光賞」を、ウエイトリ
フティング競技で活躍された多度津高校３年の多田佳弘さん
と矢野朱莉さんが受賞されました。
　町役場を訪問された多田さんと矢野さんは、受賞の喜ばし
い報告や今後の抱負を語ってくれました。
　丸尾町長は、お二人の今までの輝かしい功績をたたえると
ともに、これからの新たな門出にエールを送りました。

■東　大智さん（多度津中学校３年）が、『全国高等学校・
　中学校ゴルフ選手権春季大会四国予選』で優勝！

　１２月に高知県で開催された「全国高等学校・中学校ゴル
フ選手権春季大会四国予選」に出場された東　大智さんが、
その結果報告に町役場を訪問されました。
　東さんは、中学男子の部で見事に優勝を飾られ、３月に開
催される全国大会（全国中学校ゴルフ選手権春季大会）の出
場権を獲得しました。
　パターが得意という東さんは「全国大会では、トップ１０
入りを目指して頑張ります」と力強く語ってくれました。
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Topics Topicsまちかどズームまちかどズーム まちかどズームまちかどズーム

　四箇幼稚園（塩田節子園長）で『収穫祭』が、２月
７日に開催されました。
　園児の皆さんは、園近くの畑で収穫した作物を使っ
て、お釜でお米を炊いたり、黒豆を石うすでひいて「き
なこ」を作ったりして、美味しい食事を作りました。
　その後、地域の方々や保護者など、これまでにお世
話になった皆さんに感謝の気持ちをこめて食事を配膳
し、みんなで楽しくいただきました。

　多度津町では昨年７月より、交通安全を守る会および
関係機関が共同で、通学路緊急合同点検を実施し、町内
各所の通学路の改善・改修に取り組んできました。
　その取り組みの一環として、今回、南鴨付近の全長５
５０ｍに及ぶ範囲の路側帯に、緑色のカラー舗装を施し
ました。併せて、用水路転落防止のガードパイプの設置、
ドライバーへの注意喚起の看板を電柱に設置しました。
　今回の改修で、児童が通学する部分が明確に表示され
たため、以前に比べて大変安全になったと、地域の方々
や学校関係者に喜ばれています。

　２月８日、多度津小学校（竹森正博校
長）の６年生児童が、多度津小学校の卒
業生でもある彫刻家の速水史朗先生のご
指導のもと、卒業制作作品として「人の
顔」を粘土で制作しました。

　児童の皆さんは、力をこめて粘土をこ
ねた後、顔の輪郭を思い浮かべながら、
粘土の形を整えていきました。顔の立体
感や表情の作り方などを速水先生に教わ
ったり、周りの友だちと相談しあって、
真剣に卒業制作に取り組んでいました。

● 国立大学法人香川大学と『包括的連携・協力に関する協定』を締結しました。● 幼稚園で卒園茶会

● 速水史朗先生が多度津小学校で
　『卒業制作』作品づくり

● 安全・安心な通学路に！『路側帯にカラー舗装』

　卒園を間近にひかえた２月、町内の幼稚園
でお茶会が開かれました。
　多度津幼稚園（大矢根裕子園長）では、こ
れまでにお世話になった方々や、交流を深め
てきた多度津高校の生徒の皆さんをお招きし、
感謝の気持ちを込めて点てたお茶やお菓子を
運びました。おもてなしをうけた皆さんは、
園児のこれからのさらなる成長に期待されな
がら、笑顔で
美味しそうに
お茶をいただ
いていました。

● 平成２４年度　自衛隊入隊激励会

　３月下旬より自衛隊に入隊される多度津町出身
の方々をむかえて、多度津町役場で入隊激励会が
行われました。
　丸尾町長をはじめ、自衛隊関係者や父母会の方
々から「国防にあたるという重要な仕事ですが、
その一員としての自覚と誇りを持って頑張ってく
ださい」と激励の言葉が贈られました。

 平成２５年２月２８日、香川大学と「瀬戸内中讃定住自立圏」を形成する市町（丸亀市、善通寺市、琴平町、
多度津町、まんのう町）が、『包括的連携・協力に関する協定』を締結しました。
　この協定は、研究交流および知識交流を通して、教育
および研究の推進ならびに地域の活性化を図ることを目
的としています。

◇連携・協力の内容
　１．教育および研究の推進に関すること
　２．産業の振興および観光施策の推進に関すること
　３．文化およびスポーツの振興に関すること
　４．住民の交流促進および人材育成に関すること
　５．その他

　２月１１日、愛光保育園では、カーニバルを開催
しました。
　親子でうどんなどのバザーや、「つくって遊ぼう」
コーナーを楽しみました。４・５歳児は、縄跳び大
会で日ごろの練習の成果を発揮し、大きな声援をう
けながら、がんばりました。

● 愛光保育園でカーニバル！

● 四箇幼稚園『収穫祭』
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ました。併せて、用水路転落防止のガードパイプの設置、
ドライバーへの注意喚起の看板を電柱に設置しました。
　今回の改修で、児童が通学する部分が明確に表示され
たため、以前に比べて大変安全になったと、地域の方々
や学校関係者に喜ばれています。

　２月８日、多度津小学校（竹森正博校
長）の６年生児童が、多度津小学校の卒
業生でもある彫刻家の速水史朗先生のご
指導のもと、卒業制作作品として「人の
顔」を粘土で制作しました。

　児童の皆さんは、力をこめて粘土をこ
ねた後、顔の輪郭を思い浮かべながら、
粘土の形を整えていきました。顔の立体
感や表情の作り方などを速水先生に教わ
ったり、周りの友だちと相談しあって、
真剣に卒業制作に取り組んでいました。

● 国立大学法人香川大学と『包括的連携・協力に関する協定』を締結しました。● 幼稚園で卒園茶会

● 速水史朗先生が多度津小学校で
　『卒業制作』作品づくり

● 安全・安心な通学路に！『路側帯にカラー舗装』

　卒園を間近にひかえた２月、町内の幼稚園
でお茶会が開かれました。
　多度津幼稚園（大矢根裕子園長）では、こ
れまでにお世話になった方々や、交流を深め
てきた多度津高校の生徒の皆さんをお招きし、
感謝の気持ちを込めて点てたお茶やお菓子を
運びました。おもてなしをうけた皆さんは、
園児のこれからのさらなる成長に期待されな
がら、笑顔で
美味しそうに
お茶をいただ
いていました。

● 平成２４年度　自衛隊入隊激励会

　３月下旬より自衛隊に入隊される多度津町出身
の方々をむかえて、多度津町役場で入隊激励会が
行われました。
　丸尾町長をはじめ、自衛隊関係者や父母会の方
々から「国防にあたるという重要な仕事ですが、
その一員としての自覚と誇りを持って頑張ってく
ださい」と激励の言葉が贈られました。

 平成２５年２月２８日、香川大学と「瀬戸内中讃定住自立圏」を形成する市町（丸亀市、善通寺市、琴平町、
多度津町、まんのう町）が、『包括的連携・協力に関する協定』を締結しました。
　この協定は、研究交流および知識交流を通して、教育
および研究の推進ならびに地域の活性化を図ることを目
的としています。

◇連携・協力の内容
　１．教育および研究の推進に関すること
　２．産業の振興および観光施策の推進に関すること
　３．文化およびスポーツの振興に関すること
　４．住民の交流促進および人材育成に関すること
　５．その他

　２月１１日、愛光保育園では、カーニバルを開催
しました。
　親子でうどんなどのバザーや、「つくって遊ぼう」
コーナーを楽しみました。４・５歳児は、縄跳び大
会で日ごろの練習の成果を発揮し、大きな声援をう
けながら、がんばりました。

● 愛光保育園でカーニバル！

● 四箇幼稚園『収穫祭』
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■
医
療
費
や
保
険
料
の
還
付
金
詐

　
欺（
振
込
め
詐
欺
）に
注
意
！

　香
川
県
内
に
お
い
て
も
、
還
付

金
詐
欺
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
や
市
町
担
当
課
が
、
医
療
費

や
保
険
料
の
還
付
金
が
あ
る
な
ど

と
し
て
、
ス
ー
パ
ー
、
コ
ン
ビ
ニ

の
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現
金
預
払
機
）
で
の

操
作
や
、
お
り
か
え
し
の
電
話
を

依
頼
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

す
ぐ
に
手
続
き
が
必
要
と
言
わ
れ

て
も
、
広
域
連
合
や
市
町
担
当
課

に
確
認
を
す
る
な
ど
、
詐
欺
被
害

の
防
止
に
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　☎
０
８
７
‐
８
１
１
‐
１
８
６
６

　多
度
津
町
住
民
課

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
４
４
８
０

■
平
成
25
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

　
保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て

●
仮
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　対
象
の
方

　平
成
25
年
４
月
年
金
支
給
分
よ

り
年
金
天
引
き
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

天
引
き
額
は
、
平
成
25
年
２
月
天

引
き
分
と
同
額
と
な
り
ま
す
。

　た
だ
し
、
４
月
か
ら
新
た
に
天

引
き
が
開
始
さ
れ
る
方
（
平
成
25

年
２
月
に
天
引
き
が
さ
れ
て
い
な

い
方
）
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成

23
年
中
の
所
得
を
基
に
仮
計
算
さ

れ
た
保
険
料
の
１
／
６
相
当
の
額

が
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

　平
成
25
年
度
の
保
険
料
額
が
確

定
後
、
10
月
以
降
の
天
引
き
分
で

残
り
の
保
険
料
額
の
調
整
が
行
わ

れ
ま
す
。

●
仮
徴
収
の
対
象
外
の
方

　
　（
普
通
徴
収
か
ら
開
始
の
方
）

　平
成
25
年
７
月
に
保
険
料
が
確

定
後
、
平
成
25
年
７
月
よ
り
納
付

書
ま
た
は
口
座
振
替
に
よ
る
納
付

が
開
始
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
年

金
天
引
き
に
移
行
で
き
る
方
に
つ

き
ま
し
て
は
10
月
か
ら
天
引
き
が

開
始
さ
れ
ま
す
。

※
保
険
料
を
年
金
天
引
き
さ
れ
て

　い
る
方
で
、
口
座
振
替
に
よ
る

　納
付
に
変
更
を
ご
希
望
の
方
は
、

　税
務
課
ま
で
お
申
出
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
税
務
課

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
１
１
１
８

■
未
熟
児
養
育
事
業
の

　
　
　
　
窓
口
が
変
わ
り
ま
す

　平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
、
未

熟
児
養
育
事
業
の
担
当
窓
口
が
、

香
川
県
か
ら
多
度
津
町
へ
変
わ
り

ま
す
。

●
低
体
重
児
出
生
届

　低
出
生
体
重
（
２
，
５
０
０
ｇ

未
満
）
の
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た

と
き
は
、
母
子
保
健
法
に
よ
り
、

そ
の
届
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

●
未
熟
児
養
育
医
療

　身
体
の
機
能
が
未
熟
な
ま
ま
生

ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
が
、
指
定
医
療

機
関
で
入
院
治
療
を
受
け
る
必
要

が
あ
る
場
合
に
、
そ
の
治
療
に
必

要
な
医
療
費
の
一
部
を
助
成
す
る

制
度
で
す
。

●
未
熟
児
訪
問
指
導

　保
健
師
等
が
家
庭
訪
問
し
、
赤

ち
ゃ
ん
の
発
育
や
病
気
の
予
防
な

ど
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
対
象
や
申
請
方
法
な
ど
、
詳
細

　に
つ
い
て
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー

　へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　☎
32
‐
８
５
０
０

■『
多
度
津
町
風
致
地
区
内
に
お

　
け
る
建
築
等
の
規
制
に
関
す
る

　
届
出
』に
つ
い
て

　多
度
津
町
風
致
地
区
内
に
お
け

る
建
築
等
の
規
制
に
関
す
る
届
出

に
つ
い
て
平
成
25
年
４
月
１
日
よ

り
香
川
県
か
ら
多
度
津
町
に
移
行

さ
れ
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
建
設
課

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
１
１
１
２

■
不
正
大
麻・け
し
撲
滅
運
動

　４
月
・
５
月
は
『
不
正
大
麻
・

け
し
撲
滅
運
動
』
期
間
で
す
。

　町
内
に
お
い
て
も
昨
年
度
は
、

74
本
の
自
生
し
て
い
る
「
け
し
」

の
除
去
を
行
い
ま
し
た
。

　植
え
て
は
い
け
な
い
「
け
し
」

は
、
観
賞
用
で
も
取
り
締
ま
り
の

対
象
と
な
り
ま
す
。
大
麻
や
植
え

て
は
い
け
な
い
「
け
し
」
と
疑
わ

れ
る
植
物
を
発
見
し
た
ら
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

【
連
絡
先
】

　中
讃
保
健
所

　衛
生
課

　☎
０
８
７
７
‐
２
４
‐
９
９
６
４

　多
度
津
町
福
祉
保
健
課

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
４
４
８
８

■『
山
階
本
村
獅
子
組・向
井
獅

   
子
組
』が
獅
子
舞
道
具
を
整
備

　山
階
本
村
獅
子
組
（
塚
本
康
司

代
表
）
と
向
井
獅
子
組
（
堀
家
正

代
表
）
で
は
、
獅
子
舞
道
具
の
老

朽
化
に
伴
い
、
整
備
を
行
い
ま
し

た
。　こ

れ
は
、
財
団
法
人
自
治
総
合

セ
ン
タ
ー
が
宝
く
じ
の
社
会
貢
献

広
報
事
業
と
し
て
、
集
会
施
設
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
備
品
の
整
備

等
に
対
し
て
助
成
を
行
い
、
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
充
実
・

強
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域

社
会
の
健
全
な
発
展
と
住
民
福
祉

の
向
上
に
寄
与
す
る
た
め
に
整
備

し
た
も
の
で
す
。

●
山
階
本
村
獅
子
組

●
向
井
獅
子
組

《
お
知
ら
せ
》

■
副
議
長
が
決
ま
り
ま
し
た

　２
月
19
日
、
平
成
25
年
第
１
回

多
度
津
町
議
会
臨
時
会
が
開
催
さ

れ
、
次
の
と
お
り
副
議
長
が
決
定

し
ま
し
た
。

●
副
議
長

　
　
　
　
　

【
略
歴
】
平
成
７
年
初
当
選
以
来
、

　議
長
、
副
議
長
、
教
育
民
生
常

　任
委
員
会
委
員
長
、
建
設
産
業

　常
任
委
員
会
委
員
長
、
総
務
常

　任
委
員
会
委
員
長
な
ど
を
歴
任
。

　（
現
在
５
期
目
）

■
４
月
か
ら『
子
育
て
支
援
医
療

　
費
助
成
制
度
』が
始
ま
り
ま
す

　子
育
て
家
庭
支
援
の
拡
充
策
と

し
て
、
４
月
診
療
分
か
ら
、
入
院

に
か
か
っ
た
医
療
費
を
「
子
育
て

支
援
医
療
費
」
と
し
て
新
た
に
助

成
し
ま
す
。

▽
対
象
者
＝
７
歳
の
誕
生
日
の
翌

　
　月
（
１
日
生
ま
れ
は
誕
生
月
）

　
　か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で
の
子

　
　ど
も

▽
対
象
と
な
る
医
療
費
＝
入
院
に

　
　か
か
る
医
療
費
の
う
ち
、
保

　
　険
診
療
に
か
か
る
自
己
負
担

　
　分
（
高
額
医
療
費
や
食
事
療

　
　養
費
、
付
加
給
付
は
除
き
ま

　
　す
）

※
学
校
で
け
が
を
し
た
時
の
日
本

　ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
災
害
給
付

　制
度
に
よ
る
給
付
や
心
身
障
害

　者
医
療
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
医

　療
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で

　き
る
場
合
は
、
そ
ち
ら
が
優
先

　さ
れ
ま
す
。

※
交
通
事
故
な
ど
の
第
三
者
行
為

　に
よ
る
医
療
費
は
、
助
成
の
対

　象
に
な
り
ま
せ
ん
。

▽
手
続
き
＝
病
院
で
支
払
っ
た
医

　
　療
費
の
領
収
書
、
子
ど
も
の

　
　名
前
が
確
認
で
き
る
健
康
保

　
　険
証
、
印
鑑
、
振
り
込
み
を

　
　希
望
す
る
保
護
者
名
義
の
通

　
　帳
を
持
参
し
、
住
民
課
で
手

　
　続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

　
　高
額
医
療
費
や
付
加
給
付
な

　
　ど
、
健
康
保
険
か
ら
の
支
払

　
　い
が
あ
る
時
は
、
そ
の
金
額

　
　が
確
認
で
き
る
支
払
い
通
知

　
　書
が
必
要
で
す
。

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
住
民
課

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
４
４
８
０

■
農
業
委
員
会
か
ら
お
知
ら
せ

●
農
地
の
賃
借
料
水
準
に
つ
い
て

　

　平
成
24
年
中
に
農
業
経
営
基
盤

強
化
促
進
法
に
よ
り
公
告
（
利
用

権
が
設
定
）
さ
れ
た
農
地
の
賃
借

料
水
準
（
10
ａ
当
た
り
）
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

　な
お
、
こ
の
賃
借
料
水
準
は
届

出
か
ら
算
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

賃
借
料
に
つ
い
て
は
貸
し
手
・
借

り
手
で
よ
く
話
し
合
っ
て
決
め
て

く
だ
さ
い
。

●
多
度
津
町
全
域
の
田
・
畑

　
　
　（
特
殊
な
契
約
は
除
く
）

　▽
平
均
額
＝

　９
，
２
０
０
円

　▽
最
高
額
＝
１
５
，
０
０
０
円

　▽
最
低
額
＝

　３
，
０
０
０
円

　▽
デ
ー
タ
数
＝

　
　
　６
０
筆

※
使
用
貸
借
数
（
賃
借
料
が
無
償
）

　
　
　
　
　
　
　
　＝
５
２
８
筆

●
農
地
の
権
利
取
得
に
際
し
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　下
限
面
積

　▽
佐
柳
・
高
見
区
域
＝

　10
ａ

　▽
佐
柳
・
高
見
を
除
く

　
　
　多
度
津
町
全
域
＝

　30
ａ

※
相
続
等
に
よ
り
農
地
の
権
利
を

　取
得
し
た
時
は
、
概
ね
10
か
月

　以
内
に
農
業
委
員
会
へ
の
届
出

　が
必
要
で
す
。

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
農
業
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　（
産
業
課
内
）

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
１
１
１
３

■
ご
み
の
ポ
イ
捨
て・

   

廃
棄
物
の
不
法
投
棄
に
つ
い
て

　町
内
で
は
、
ご
み
の
ポ
イ
捨
て

や
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
が
多
発
し

て
い
ま
す
。

　ご
み
を
捨
て
て
は
い
け
な
い
こ

と
は
誰
も
が
知
っ
て
い
ま
す
が
、

「
少
し
ぐ
ら
い
な
ら
…
」「
誰
も
み

て
い
な
い
か
ら
…
」
と
、
道
路
・

河
川
・
海
岸
・
公
園
・
空
き
地
・

山
間
部
な
ど
に
ご
み
を
捨
て
る
人

が
い
ま
す
が
、
ご
み
を
違
法
に
捨

て
た
者
に
は
、
罰
金
・
罰
則
が
科

せ
ら
れ
ま
す
。

　不
法
投
棄
を
な
く
し
、
み
ん
な

が
気
持
ち
よ
く
生
活
で
き
る
よ
う
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
環
境
課

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
４
４
２
５

■『
多
度
津
町
民
間
住
宅
耐
震
対

　
策
支
援
事
業
費
補
助
金
交
付
事

　
業
』に
つ
い
て

　多
度
津
町
の
地
震
に
対
す
る
住

宅
の
耐
震
性
の
向
上
を
図
り
、
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
促
進
す

る
た
め
、
旧
耐
震
基
準
（
昭
和
56

年
５
月
31
日
以
前
）
で
着
工
さ
れ

た
木
造
住
宅
等
の
耐
震
診
断
・
耐

震
改
修
に
要
す
る
助
成
費
用
を
拡

充
し
ま
し
た
。
詳
し
く
は
建
設
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
建
設
課

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
１
１
１
２

■
平
成
25
年
度

　
　  

地
籍
調
査
事
業
に
つ
い
て

　平
成
25
年
度
に
次
の
地
区
に
お

い
て
、
地
籍
調
査
事
業
を
行
い
ま

す
の
で
、
町
民
皆
さ
ま
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
現
地
立
会
い
実
施
地
区

　▽
南
鴨
地
区
／
森
時
・
横
貫

　▽
葛
原
地
区
／
大
木
・
六
地
蔵

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
建
設
課

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
１
１
１
２

佐々木　勇　議員
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■
医
療
費
や
保
険
料
の
還
付
金
詐

　
欺（
振
込
め
詐
欺
）に
注
意
！

　香
川
県
内
に
お
い
て
も
、
還
付

金
詐
欺
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
や
市
町
担
当
課
が
、
医
療
費

や
保
険
料
の
還
付
金
が
あ
る
な
ど

と
し
て
、
ス
ー
パ
ー
、
コ
ン
ビ
ニ

の
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現
金
預
払
機
）
で
の

操
作
や
、
お
り
か
え
し
の
電
話
を

依
頼
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

す
ぐ
に
手
続
き
が
必
要
と
言
わ
れ

て
も
、
広
域
連
合
や
市
町
担
当
課

に
確
認
を
す
る
な
ど
、
詐
欺
被
害

の
防
止
に
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　☎
０
８
７
‐
８
１
１
‐
１
８
６
６

　多
度
津
町
住
民
課

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
４
４
８
０

■
平
成
25
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

　
保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て

●
仮
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　対
象
の
方

　平
成
25
年
４
月
年
金
支
給
分
よ

り
年
金
天
引
き
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

天
引
き
額
は
、
平
成
25
年
２
月
天

引
き
分
と
同
額
と
な
り
ま
す
。

　た
だ
し
、
４
月
か
ら
新
た
に
天

引
き
が
開
始
さ
れ
る
方
（
平
成
25

年
２
月
に
天
引
き
が
さ
れ
て
い
な

い
方
）
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成

23
年
中
の
所
得
を
基
に
仮
計
算
さ

れ
た
保
険
料
の
１
／
６
相
当
の
額

が
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

　平
成
25
年
度
の
保
険
料
額
が
確

定
後
、
10
月
以
降
の
天
引
き
分
で

残
り
の
保
険
料
額
の
調
整
が
行
わ

れ
ま
す
。

●
仮
徴
収
の
対
象
外
の
方

　
　（
普
通
徴
収
か
ら
開
始
の
方
）

　平
成
25
年
７
月
に
保
険
料
が
確

定
後
、
平
成
25
年
７
月
よ
り
納
付

書
ま
た
は
口
座
振
替
に
よ
る
納
付

が
開
始
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
年

金
天
引
き
に
移
行
で
き
る
方
に
つ

き
ま
し
て
は
10
月
か
ら
天
引
き
が

開
始
さ
れ
ま
す
。

※
保
険
料
を
年
金
天
引
き
さ
れ
て

　い
る
方
で
、
口
座
振
替
に
よ
る

　納
付
に
変
更
を
ご
希
望
の
方
は
、

　税
務
課
ま
で
お
申
出
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
税
務
課

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
１
１
１
８

■
未
熟
児
養
育
事
業
の

　
　
　
　
窓
口
が
変
わ
り
ま
す

　平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
、
未

熟
児
養
育
事
業
の
担
当
窓
口
が
、

香
川
県
か
ら
多
度
津
町
へ
変
わ
り

ま
す
。

●
低
体
重
児
出
生
届

　低
出
生
体
重
（
２
，
５
０
０
ｇ

未
満
）
の
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た

と
き
は
、
母
子
保
健
法
に
よ
り
、

そ
の
届
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

●
未
熟
児
養
育
医
療

　身
体
の
機
能
が
未
熟
な
ま
ま
生

ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
が
、
指
定
医
療

機
関
で
入
院
治
療
を
受
け
る
必
要

が
あ
る
場
合
に
、
そ
の
治
療
に
必

要
な
医
療
費
の
一
部
を
助
成
す
る

制
度
で
す
。

●
未
熟
児
訪
問
指
導

　保
健
師
等
が
家
庭
訪
問
し
、
赤

ち
ゃ
ん
の
発
育
や
病
気
の
予
防
な

ど
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
対
象
や
申
請
方
法
な
ど
、
詳
細

　に
つ
い
て
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー

　へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　☎
32
‐
８
５
０
０

■『
多
度
津
町
風
致
地
区
内
に
お

　
け
る
建
築
等
の
規
制
に
関
す
る

　
届
出
』に
つ
い
て

　多
度
津
町
風
致
地
区
内
に
お
け

る
建
築
等
の
規
制
に
関
す
る
届
出

に
つ
い
て
平
成
25
年
４
月
１
日
よ

り
香
川
県
か
ら
多
度
津
町
に
移
行

さ
れ
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
建
設
課

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
１
１
１
２

■
不
正
大
麻・け
し
撲
滅
運
動

　４
月
・
５
月
は
『
不
正
大
麻
・

け
し
撲
滅
運
動
』
期
間
で
す
。

　町
内
に
お
い
て
も
昨
年
度
は
、

74
本
の
自
生
し
て
い
る
「
け
し
」

の
除
去
を
行
い
ま
し
た
。

　植
え
て
は
い
け
な
い
「
け
し
」

は
、
観
賞
用
で
も
取
り
締
ま
り
の

対
象
と
な
り
ま
す
。
大
麻
や
植
え

て
は
い
け
な
い
「
け
し
」
と
疑
わ

れ
る
植
物
を
発
見
し
た
ら
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

【
連
絡
先
】

　中
讃
保
健
所

　衛
生
課

　☎
０
８
７
７
‐
２
４
‐
９
９
６
４

　多
度
津
町
福
祉
保
健
課

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
４
４
８
８

■『
山
階
本
村
獅
子
組・向
井
獅

   

子
組
』が
獅
子
舞
道
具
を
整
備

　山
階
本
村
獅
子
組
（
塚
本
康
司

代
表
）
と
向
井
獅
子
組
（
堀
家
正

代
表
）
で
は
、
獅
子
舞
道
具
の
老

朽
化
に
伴
い
、
整
備
を
行
い
ま
し

た
。　こ

れ
は
、
財
団
法
人
自
治
総
合

セ
ン
タ
ー
が
宝
く
じ
の
社
会
貢
献

広
報
事
業
と
し
て
、
集
会
施
設
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
備
品
の
整
備

等
に
対
し
て
助
成
を
行
い
、
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
充
実
・

強
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域

社
会
の
健
全
な
発
展
と
住
民
福
祉

の
向
上
に
寄
与
す
る
た
め
に
整
備

し
た
も
の
で
す
。

●
山
階
本
村
獅
子
組

●
向
井
獅
子
組

《
お
知
ら
せ
》

■
副
議
長
が
決
ま
り
ま
し
た

　２
月
19
日
、
平
成
25
年
第
１
回

多
度
津
町
議
会
臨
時
会
が
開
催
さ

れ
、
次
の
と
お
り
副
議
長
が
決
定

し
ま
し
た
。

●
副
議
長

　
　
　
　
　

【
略
歴
】
平
成
７
年
初
当
選
以
来
、

　議
長
、
副
議
長
、
教
育
民
生
常

　任
委
員
会
委
員
長
、
建
設
産
業

　常
任
委
員
会
委
員
長
、
総
務
常

　任
委
員
会
委
員
長
な
ど
を
歴
任
。

　（
現
在
５
期
目
）

■
４
月
か
ら『
子
育
て
支
援
医
療

　
費
助
成
制
度
』が
始
ま
り
ま
す

　子
育
て
家
庭
支
援
の
拡
充
策
と

し
て
、
４
月
診
療
分
か
ら
、
入
院

に
か
か
っ
た
医
療
費
を
「
子
育
て

支
援
医
療
費
」
と
し
て
新
た
に
助

成
し
ま
す
。

▽
対
象
者
＝
７
歳
の
誕
生
日
の
翌

　
　月
（
１
日
生
ま
れ
は
誕
生
月
）

　
　か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で
の
子

　
　ど
も

▽
対
象
と
な
る
医
療
費
＝
入
院
に

　
　か
か
る
医
療
費
の
う
ち
、
保

　
　険
診
療
に
か
か
る
自
己
負
担

　
　分
（
高
額
医
療
費
や
食
事
療

　
　養
費
、
付
加
給
付
は
除
き
ま

　
　す
）

※
学
校
で
け
が
を
し
た
時
の
日
本

　ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
災
害
給
付

　制
度
に
よ
る
給
付
や
心
身
障
害

　者
医
療
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
医

　療
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で

　き
る
場
合
は
、
そ
ち
ら
が
優
先

　さ
れ
ま
す
。

※
交
通
事
故
な
ど
の
第
三
者
行
為

　に
よ
る
医
療
費
は
、
助
成
の
対

　象
に
な
り
ま
せ
ん
。

▽
手
続
き
＝
病
院
で
支
払
っ
た
医

　
　療
費
の
領
収
書
、
子
ど
も
の

　
　名
前
が
確
認
で
き
る
健
康
保

　
　険
証
、
印
鑑
、
振
り
込
み
を

　
　希
望
す
る
保
護
者
名
義
の
通

　
　帳
を
持
参
し
、
住
民
課
で
手

　
　続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

　
　高
額
医
療
費
や
付
加
給
付
な

　
　ど
、
健
康
保
険
か
ら
の
支
払

　
　い
が
あ
る
時
は
、
そ
の
金
額

　
　が
確
認
で
き
る
支
払
い
通
知

　
　書
が
必
要
で
す
。

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
住
民
課

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
４
４
８
０

■
農
業
委
員
会
か
ら
お
知
ら
せ

●
農
地
の
賃
借
料
水
準
に
つ
い
て

　

　平
成
24
年
中
に
農
業
経
営
基
盤

強
化
促
進
法
に
よ
り
公
告
（
利
用

権
が
設
定
）
さ
れ
た
農
地
の
賃
借

料
水
準
（
10
ａ
当
た
り
）
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

　な
お
、
こ
の
賃
借
料
水
準
は
届

出
か
ら
算
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

賃
借
料
に
つ
い
て
は
貸
し
手
・
借

り
手
で
よ
く
話
し
合
っ
て
決
め
て

く
だ
さ
い
。

●
多
度
津
町
全
域
の
田
・
畑

　
　
　（
特
殊
な
契
約
は
除
く
）

　▽
平
均
額
＝

　９
，
２
０
０
円

　▽
最
高
額
＝
１
５
，
０
０
０
円

　▽
最
低
額
＝

　３
，
０
０
０
円

　▽
デ
ー
タ
数
＝

　
　
　６
０
筆

※
使
用
貸
借
数
（
賃
借
料
が
無
償
）

　
　
　
　
　
　
　
　＝
５
２
８
筆

●
農
地
の
権
利
取
得
に
際
し
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　下
限
面
積

　▽
佐
柳
・
高
見
区
域
＝

　10
ａ

　▽
佐
柳
・
高
見
を
除
く

　
　
　多
度
津
町
全
域
＝

　30
ａ

※
相
続
等
に
よ
り
農
地
の
権
利
を

　取
得
し
た
時
は
、
概
ね
10
か
月

　以
内
に
農
業
委
員
会
へ
の
届
出

　が
必
要
で
す
。

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
農
業
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　（
産
業
課
内
）

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
１
１
１
３

■
ご
み
の
ポ
イ
捨
て・

   

廃
棄
物
の
不
法
投
棄
に
つ
い
て

　町
内
で
は
、
ご
み
の
ポ
イ
捨
て

や
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
が
多
発
し

て
い
ま
す
。

　ご
み
を
捨
て
て
は
い
け
な
い
こ

と
は
誰
も
が
知
っ
て
い
ま
す
が
、

「
少
し
ぐ
ら
い
な
ら
…
」「
誰
も
み

て
い
な
い
か
ら
…
」
と
、
道
路
・

河
川
・
海
岸
・
公
園
・
空
き
地
・

山
間
部
な
ど
に
ご
み
を
捨
て
る
人

が
い
ま
す
が
、
ご
み
を
違
法
に
捨

て
た
者
に
は
、
罰
金
・
罰
則
が
科

せ
ら
れ
ま
す
。

　不
法
投
棄
を
な
く
し
、
み
ん
な

が
気
持
ち
よ
く
生
活
で
き
る
よ
う
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
環
境
課

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
４
４
２
５

■『
多
度
津
町
民
間
住
宅
耐
震
対

　
策
支
援
事
業
費
補
助
金
交
付
事

　
業
』に
つ
い
て

　多
度
津
町
の
地
震
に
対
す
る
住

宅
の
耐
震
性
の
向
上
を
図
り
、
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
促
進
す

る
た
め
、
旧
耐
震
基
準
（
昭
和
56

年
５
月
31
日
以
前
）
で
着
工
さ
れ

た
木
造
住
宅
等
の
耐
震
診
断
・
耐

震
改
修
に
要
す
る
助
成
費
用
を
拡

充
し
ま
し
た
。
詳
し
く
は
建
設
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
建
設
課

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
１
１
１
２

■
平
成
25
年
度

　
　  

地
籍
調
査
事
業
に
つ
い
て

　平
成
25
年
度
に
次
の
地
区
に
お

い
て
、
地
籍
調
査
事
業
を
行
い
ま

す
の
で
、
町
民
皆
さ
ま
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
現
地
立
会
い
実
施
地
区

　▽
南
鴨
地
区
／
森
時
・
横
貫

　▽
葛
原
地
区
／
大
木
・
六
地
蔵

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
建
設
課

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
１
１
１
２

佐々木　勇　議員
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■
平
成
24
年
度
青
少
年
健
全
育
成

　
活
動
モ
デ
ル
団
体
・
善
行
者
表
彰

　２
月
23
日
、
多
度
津
町
少
年
育

成
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
日
頃
か

ら
顕
著
な
善
行
を
継
続
し
て
行
っ

て
い
る
次
の
方
々
に
、
多
度
津
町

教
育
委
員
会
教
育
長
・
青
少
年
健

全
育
成
町
民
会
議
会
長
よ
り
表
彰

状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

●
青
少
年
健
全
育
成
活
動

　
　
　
　
　モ
デ
ル
団
体
・
個
人

　▽
中
野

　正
史

　（
豊
原
地
区
子
ど
も
会
育
成
連

　
　絡
協
議
会
会
長
）

　▽
田
中

　武
司

　（
白
方
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

　
　会
長
）

　▽
上
岡

　宗
正

　（
多
度
津
中
学
校
生
徒
会
代
表
）

●
善
行
者

　▽
大
楠

　千
尋
（
多
度
津
小
６
年
）

　▽
白
川

　大
智
（
豊
原
小
６
年
）

　▽
山
内
麻
菜
美
（
四
箇
小
６
年
）

　▽
三
木

　大
知
（
白
方
小
６
年
）

　▽
連

　佑
理
華
（
多
度
津
中
２
年
）

　※
学
校
・
学
年
は
平
成
24
年
度

　
　の
も
の
で
す
。

■
国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

●
平
成
25
年
度
国
民
年
金
保
険
料

　国
民
年
金
は
、
老
齢
基
礎
年
金

の
ほ
か
に
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺

族
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
、
納
め

た
保
険
料
は
全
額
が
、
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　国
民
年
金
の
保
険
料
は
毎
年
度

改
定
さ
れ
ま
す
。
平
成
25
年
度
は

月
額
１
５
，
０
４
０
円
で
す
。

　毎
月
の
保
険
料
は
、
日
本
年
金

機
構
か
ら
毎
年
４
月
上
旬
に
送
ら

れ
て
く
る
１
年
分
の
「
納
付
書
」

に
よ
り
、
翌
月
の
末
日
ま
で
に
納

め
ま
す
。
な
お
、
保
険
料
は
２
年

を
過
ぎ
る
と
納
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　納
付
書
に
よ
る
納
付
の
窓
口
は
、

金
融
機
関
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
の
い

ず
れ
か
と
な
り
ま
す
が
、
口
座
振

替
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
、

ま
た
自
宅
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
た
電
子
納
付
も
で
き
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
年
金
事
務
所

に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
有
利
な
前
納
割
引
制
度

　保
険
料
は
、
１
年
ま
た
は
６
か

月
な
ど
、
定
め
ら
れ
た
月
数
分
を

前
納
す
る
と
割
引
さ
れ
ま
す
。

●
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申
請

　国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
等
に

は
、
次
の
三
種
類
が
あ
り
ま
す
。

免
除
等
の
申
請
を
さ
れ
る
方
は
事

前
に
税
務
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
全
額
免
除
・
一
部
納
付
申
請

  

「
全
額
免
除
」、「
四
分
の
三
免

除
」、「
半
額
免
除
」、「
四
分
の
一

免
除
」
は
、
本
人
、
配
偶
者
、
世

帯
主
す
べ
て
の
所
得
が
一
定
額
以

下
の
場
合
な
ど
、
保
険
料
の
納
付

が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
方
の
納
付

が
全
額
免
除
ま
た
は
一
部
を
納
付
。

②
若
年
者
納
付
猶
予
申
請

　30
歳
未
満
の
方
で
、
本
人
、
配

偶
者
の
取
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
、
納
付
を
猶
予
。
（
所
得
の
高

い
世
帯
主
と
同
居
の
た
め
、
申
請

免
除
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
方
）

③
学
生
納
付
特
例
申
請

　学
生
の
方
で
、
本
人
の
前
年
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
納
付

を
猶
予
。

※
申
請
は
住
民
票
の
あ
る
市
町
の

　国
民
年
金
担
当
窓
口
で
で
き
ま

　す
の
で
、
必
ず
税
務
申
告
を
行

　っ
て
か
ら
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　善
通
寺
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　☎
62
‐
１
６
６
０

■
多
度
津
町
民
会
館

　『
鑑
賞
友
の
会
』入
会
募
集
！

▽
期
間
＝
平
成
25
年
４
月
１
日
〜

　
　
　
　
　平
成
26
年
３
月
31
日

▽
会
費
＝
１
，
０
０
０
円

▽
特
典
＝
チ
ケ
ッ
ト
割
引
・
先
行

　
　
　
　販
売
な
ど

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
民
会
館

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
３
３
３
０

■『
第
38
回
子
ど
も
会
作
品
募
集
』

　
優
秀
作
品
発
表

　多
度
津
町
子
ど
も
会
育
成
連
絡

協
議
会
（
古
谷
由
紀
子
会
長
）
主

催
に
よ
る
『
子
ど
も
会
作
品
募
集
』

に
、
町
内
の
小
学
生
か
ら
79
作
品

の
応
募
が
あ
り
、
次
の
皆
さ
ん
の

作
品
が
最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
に
選

ば
れ
ま
し
た
。

●
最
優
秀
賞

　▽
豊
嶋

　大
愛
（
豊
原
小
４
年
）

●
優
秀
賞

　▽
大
平

　梓
乃
（
多
度
津
小
１
年
）

　▽
小
笠
原
鈴
菜
（
四
箇
小
２
年
）

　▽
石
本

　優
希
（
四
箇
小
３
年
）

　▽
三
木

　晴
矢
（
四
箇
小
４
年
）

　▽
馬
場

　文
菜
（
四
箇
小
６
年
）

　▽
ジ
ャ
ン

　ラ
オ
ス

　
　
　
　
　
　
　（
四
箇
小
６
年
）

　▽
森

　
　柚
紀
（
四
箇
小
６
年
）

　▽
高
橋

　彩
希
（
四
箇
小
６
年
）

　▽
小
島
は
る
か
（
四
箇
小
６
年
）

　※
学
校
・
学
年
は
平
成
24
年
度

　
　の
も
の
で
す
。

■
多
度
津
町
観
光
協
会
主
催

　『
第
４
回
た
ど
つ
写
真

　
　
コ
ン
テ
ス
ト
』入
賞
作
品

　
　（
氏
名
・
住
所
・
作
品
名
）

【
最
優
秀
賞
】

　▽
松
田

　昇
（
徳
島
県
）

　
　「
組
体
操
」

【
優
秀
賞
】

　▽
森
江

　正
（
善
通
寺
市
）

　「
夕
凪
暮
色
」

　▽
竹
内

　敬
二
（
三
豊
市
）

　「
ね
こ
島
」

【
佳

　作
】

　▽
西
澤

　利
昭
（
多
度
津
町
）

　「
島
の
ま
つ
り
」

　▽
小
国

　晴
子
（
多
度
津
町
）

　「
凝
視
」

　▽
藤
本

　正
昭
（
善
通
寺
市
）

　「
佐
柳
の
酒
屋
さ
ん
」

　▽
佐
藤

　道
子
（
多
度
津
町
）

　「
新
盆
」

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
観
光
協
会

　
　
　（
多
度
津
町
産
業
課
内
）

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
１
１
１
３

■
ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

お
知
ら
せ

●
エ
コ
丸
つ
う
し
ん
４
月
号

▽
一
般
・
親
子
向
け

20
日
（土）
牛
乳
パ
ッ
ク
で
紙
す
き
体
験

　
　
　
　
　
　
　
　／
午
前
５
名

21
日
（日）
木
工
講
座

　組
み
木
作
り

　

        

『
ハ
ー
ト
の
カ
ッ
プ
ル
シ

　
　
　
　

 

リ
ー
ズ
』
／
午
前
10
名

21
日
（日）
布
ぞ
う
り
講
座
／
午
前
5
名

21
日
（日）
自
転
車
の
点
検
修
理
体
験

　
　
　
　
　
　
　
　／
午
前
２
名

　※
各
講
座
と
も
予
約
が
必
要

　※
持
物
が
必
要
な
講
座
あ
り

●
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
記
念

　
　
　
　
　ガ
ラ
ス
の
足
型
作
り

　足
サ
イ
ズ
12
㎝
以
下
の
赤
ち
ゃ

ん
が
対
象
（
一
足
型
８
千
円
）
。

　桐
箱
に
入
れ
、
ネ
ー
ム
プ
レ
ー

ト
を
添
え
て
、
お
渡
し
し
ま
す
。

※
４
月
実
施
は
、

　21
日
（日）
・
28
日
（日）

※
予
約
が
必
要

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀

　
　
　
　
　
　☎
56
‐
１
１
４
４

■
無
事
故
優
良
運
転
者
表
彰
の

　
　
　
　
　
　
　
　
申
請
に
つ
い
て

　本
年
８
月
31
日
現
在
運
転
歴
10

年
・
20
年
・
30
年
無
事
故
で
行
政

処
分
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
方
は
、

交
通
安
全
協
会
事
務
局
（
多
度
津

交
番
内
）
へ
表
彰
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
締
め
切
り

　
　平
成
25
年
６
月
28
日

※
運
転
歴
10
年
以
上
で
無
事
故
の

　優
良
運
転
者
は
多
度
津
交
通
安

　全
協
会
の
会
則
に
よ
り
協
会
長

　が
表
彰
し
ま
す
。

※
20
年
・
30
年
以
上
の
方
は
県
警

　本
部
長
・
県
協
会
長
連
名
に
よ

　る
表
彰
で
す
。

※
申
請
用
紙
は
事
務
局
（
多
度
津

　交
番
内
）
に
あ
り
ま
す
。
詳
し

　く
は
、
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ

　せ
く
だ
さ
い
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　多
度
津
交
通
安
全
協
会

　
　
　
　
　（
多
度
津
交
番
内
）

　
　
　
　
　
　☎
32
‐
０
０
５
６

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
０
１
１
０

■
自
家
用
広
告
物
に
も
規
制
適
用

　屋
外
広
告
物
の
設
置
に
関
す
る

「
香
川
県
屋
外
広
告
物
条
例
」
が

改
正
さ
れ
、
４
月
１
日
か
ら
施
行

さ
れ
ま
す
。

店
舗
や
事
業
所
等
の
敷
地
に
店
名

や
事
業
内
容
な
ど
を
表
示
す
る

「
自
家
用
広
告
物
」
に
も
、
景
観

を
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、
一
定
の
規
制
が
導
入
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　主
要
道
路
沿
い
な
ど
の
許
可
地

域
や
禁
止
区
域
に
お
い
て
、
一
定

規
模
以
上
の
「
自
家
用
広
告
物
」

を
設
置
す
る
際
は
、
許
可
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　な
お
、
経
過
措
置
や
改
正
内
容

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
香
川
県
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
「
香
川
県

　屋
外
広
告
物
」
で

　検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
設
置
区
域
＝

　
　丸
亀
市
・
坂
出
市
・
善
通
寺

　
　市
・
綾
歌
郡
・
多
度
津
町

▽
許
可
申
請
・
問
合
せ
＝

　中
讃
土
木
事
務
所
管
理
課

　
　
　
　
　
　☎
46
‐
７
４
６
９

　（
香
川
県
土
木
部
都
市
計
画
課
）

■『
第
14
旅
団
創
隊
７
周
年・

　
善
通
寺
駐
屯
地
開
設
63
周
年

　
記
念
行
事
』の
開
催
に
つ
い
て

　観
閲
式
、
訓
練
展
示
、
音
楽
演

奏
、
装
備
品
展
示
、
訓
練
写
真
展
、

戦
車
の
体
験
搭
乗
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時
＝
４
月
21
日
（日）

　
　
　
　９
時
か
ら
駐
屯
地
開
放

▽
場
所
＝
陸
上
自
衛
隊
善
通
寺
駐

　
　
　
　屯
地
（
善
通
寺
市
南
町
）

※
当
日
は
車
両
の
混
雑
が
予
想
さ

　れ
ま
す
の
で
、
公
共
交
通
機
関

　を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
Ｊ
Ｒ
善

　通
寺
駅
よ
り
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が

　運
行
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
台
風

　等
の
荒
天
時
は
中
止
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　第
14
旅
団
広
報
班

　
　
　
　
　
　☎
62
‐
２
３
１
１

■
多
度
津
高
等
学
校

　
実
習
船『
香
川
丸
』体
験
乗
船

　多
度
津
高
等
学
校
で
は
実
習
船

『
香
川
丸
』
に
乗
船
し
て
、
瀬
戸

内
海
の
風
情
を
楽
し
み
な
が
ら
、

船
内
設
備
な
ど
の
説
明
を
交
え
、

実
習
内
容
を
理
解
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
体
験
乗
船
を
行
い
ま
す
。

●
小
学
生
体
験
乗
船

▽
日
時
＝
５
月
26
日
（日）

　
　
　
　８
時
45
分
〜
12
時

▽
対
象
＝
小
学
３
年
生
以
上
の
児

　
　
　
　童
と
保
護
者

▽
募
集
人
員
＝

　
　
　
　大
人
20
名
・
児
童
20
名
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■
平
成
24
年
度
青
少
年
健
全
育
成

　
活
動
モ
デ
ル
団
体
・
善
行
者
表
彰

　２
月
23
日
、
多
度
津
町
少
年
育

成
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
日
頃
か

ら
顕
著
な
善
行
を
継
続
し
て
行
っ

て
い
る
次
の
方
々
に
、
多
度
津
町

教
育
委
員
会
教
育
長
・
青
少
年
健

全
育
成
町
民
会
議
会
長
よ
り
表
彰

状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

●
青
少
年
健
全
育
成
活
動

　
　
　
　
　モ
デ
ル
団
体
・
個
人

　▽
中
野

　正
史

　（
豊
原
地
区
子
ど
も
会
育
成
連

　
　絡
協
議
会
会
長
）

　▽
田
中

　武
司

　（
白
方
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

　
　会
長
）

　▽
上
岡

　宗
正

　（
多
度
津
中
学
校
生
徒
会
代
表
）

●
善
行
者

　▽
大
楠

　千
尋
（
多
度
津
小
６
年
）

　▽
白
川

　大
智
（
豊
原
小
６
年
）

　▽
山
内
麻
菜
美
（
四
箇
小
６
年
）

　▽
三
木

　大
知
（
白
方
小
６
年
）

　▽
連

　佑
理
華
（
多
度
津
中
２
年
）

　※
学
校
・
学
年
は
平
成
24
年
度

　
　の
も
の
で
す
。

■
国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

●
平
成
25
年
度
国
民
年
金
保
険
料

　国
民
年
金
は
、
老
齢
基
礎
年
金

の
ほ
か
に
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺

族
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
、
納
め

た
保
険
料
は
全
額
が
、
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　国
民
年
金
の
保
険
料
は
毎
年
度

改
定
さ
れ
ま
す
。
平
成
25
年
度
は

月
額
１
５
，
０
４
０
円
で
す
。

　毎
月
の
保
険
料
は
、
日
本
年
金

機
構
か
ら
毎
年
４
月
上
旬
に
送
ら

れ
て
く
る
１
年
分
の
「
納
付
書
」

に
よ
り
、
翌
月
の
末
日
ま
で
に
納

め
ま
す
。
な
お
、
保
険
料
は
２
年

を
過
ぎ
る
と
納
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　納
付
書
に
よ
る
納
付
の
窓
口
は
、

金
融
機
関
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
の
い

ず
れ
か
と
な
り
ま
す
が
、
口
座
振

替
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
、

ま
た
自
宅
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
た
電
子
納
付
も
で
き
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
年
金
事
務
所

に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
有
利
な
前
納
割
引
制
度

　保
険
料
は
、
１
年
ま
た
は
６
か

月
な
ど
、
定
め
ら
れ
た
月
数
分
を

前
納
す
る
と
割
引
さ
れ
ま
す
。

●
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申
請

　国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
等
に

は
、
次
の
三
種
類
が
あ
り
ま
す
。

免
除
等
の
申
請
を
さ
れ
る
方
は
事

前
に
税
務
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
全
額
免
除
・
一
部
納
付
申
請

  

「
全
額
免
除
」、「
四
分
の
三
免

除
」、「
半
額
免
除
」、「
四
分
の
一

免
除
」
は
、
本
人
、
配
偶
者
、
世

帯
主
す
べ
て
の
所
得
が
一
定
額
以

下
の
場
合
な
ど
、
保
険
料
の
納
付

が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
方
の
納
付

が
全
額
免
除
ま
た
は
一
部
を
納
付
。

②
若
年
者
納
付
猶
予
申
請

　30
歳
未
満
の
方
で
、
本
人
、
配

偶
者
の
取
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
、
納
付
を
猶
予
。
（
所
得
の
高

い
世
帯
主
と
同
居
の
た
め
、
申
請

免
除
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
方
）

③
学
生
納
付
特
例
申
請

　学
生
の
方
で
、
本
人
の
前
年
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
納
付

を
猶
予
。

※
申
請
は
住
民
票
の
あ
る
市
町
の

　国
民
年
金
担
当
窓
口
で
で
き
ま

　す
の
で
、
必
ず
税
務
申
告
を
行

　っ
て
か
ら
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　善
通
寺
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　☎
62
‐
１
６
６
０

■
多
度
津
町
民
会
館

　『
鑑
賞
友
の
会
』入
会
募
集
！

▽
期
間
＝
平
成
25
年
４
月
１
日
〜

　
　
　
　
　平
成
26
年
３
月
31
日

▽
会
費
＝
１
，
０
０
０
円

▽
特
典
＝
チ
ケ
ッ
ト
割
引
・
先
行

　
　
　
　販
売
な
ど

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
民
会
館

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
３
３
３
０

■『
第
38
回
子
ど
も
会
作
品
募
集
』

　
優
秀
作
品
発
表

　多
度
津
町
子
ど
も
会
育
成
連
絡

協
議
会
（
古
谷
由
紀
子
会
長
）
主

催
に
よ
る
『
子
ど
も
会
作
品
募
集
』

に
、
町
内
の
小
学
生
か
ら
79
作
品

の
応
募
が
あ
り
、
次
の
皆
さ
ん
の

作
品
が
最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
に
選

ば
れ
ま
し
た
。

●
最
優
秀
賞

　▽
豊
嶋

　大
愛
（
豊
原
小
４
年
）

●
優
秀
賞

　▽
大
平

　梓
乃
（
多
度
津
小
１
年
）

　▽
小
笠
原
鈴
菜
（
四
箇
小
２
年
）

　▽
石
本

　優
希
（
四
箇
小
３
年
）

　▽
三
木

　晴
矢
（
四
箇
小
４
年
）

　▽
馬
場

　文
菜
（
四
箇
小
６
年
）

　▽
ジ
ャ
ン

　ラ
オ
ス

　
　
　
　
　
　
　（
四
箇
小
６
年
）

　▽
森

　
　柚
紀
（
四
箇
小
６
年
）

　▽
高
橋

　彩
希
（
四
箇
小
６
年
）

　▽
小
島
は
る
か
（
四
箇
小
６
年
）

　※
学
校
・
学
年
は
平
成
24
年
度

　
　の
も
の
で
す
。

■
多
度
津
町
観
光
協
会
主
催

　『
第
４
回
た
ど
つ
写
真

　
　
コ
ン
テ
ス
ト
』入
賞
作
品

　
　（
氏
名
・
住
所
・
作
品
名
）

【
最
優
秀
賞
】

　▽
松
田

　昇
（
徳
島
県
）

　
　「
組
体
操
」

【
優
秀
賞
】

　▽
森
江

　正
（
善
通
寺
市
）

　「
夕
凪
暮
色
」

　▽
竹
内

　敬
二
（
三
豊
市
）

　「
ね
こ
島
」

【
佳

　作
】

　▽
西
澤

　利
昭
（
多
度
津
町
）

　「
島
の
ま
つ
り
」

　▽
小
国

　晴
子
（
多
度
津
町
）

　「
凝
視
」

　▽
藤
本

　正
昭
（
善
通
寺
市
）

　「
佐
柳
の
酒
屋
さ
ん
」

　▽
佐
藤

　道
子
（
多
度
津
町
）

　「
新
盆
」

【
問
合
せ
】

　多
度
津
町
観
光
協
会

　
　
　（
多
度
津
町
産
業
課
内
）

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
１
１
１
３

■
ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

お
知
ら
せ

●
エ
コ
丸
つ
う
し
ん
４
月
号

▽
一
般
・
親
子
向
け

20
日
（土）
牛
乳
パ
ッ
ク
で
紙
す
き
体
験

　
　
　
　
　
　
　
　／
午
前
５
名

21
日
（日）
木
工
講
座

　組
み
木
作
り

　

        

『
ハ
ー
ト
の
カ
ッ
プ
ル
シ

　
　
　
　

 

リ
ー
ズ
』
／
午
前
10
名

21
日
（日）
布
ぞ
う
り
講
座
／
午
前
5
名

21
日
（日）
自
転
車
の
点
検
修
理
体
験

　
　
　
　
　
　
　
　／
午
前
２
名

　※
各
講
座
と
も
予
約
が
必
要

　※
持
物
が
必
要
な
講
座
あ
り

●
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
記
念

　
　
　
　
　ガ
ラ
ス
の
足
型
作
り

　足
サ
イ
ズ
12
㎝
以
下
の
赤
ち
ゃ

ん
が
対
象
（
一
足
型
８
千
円
）
。

　桐
箱
に
入
れ
、
ネ
ー
ム
プ
レ
ー

ト
を
添
え
て
、
お
渡
し
し
ま
す
。

※
４
月
実
施
は
、

　21
日
（日）
・
28
日
（日）

※
予
約
が
必
要

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　ク
リ
ン
ト
ピ
ア
丸
亀

　
　
　
　
　
　☎
56
‐
１
１
４
４

■
無
事
故
優
良
運
転
者
表
彰
の

　
　
　
　
　
　
　
　
申
請
に
つ
い
て

　本
年
８
月
31
日
現
在
運
転
歴
10

年
・
20
年
・
30
年
無
事
故
で
行
政

処
分
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
方
は
、

交
通
安
全
協
会
事
務
局
（
多
度
津

交
番
内
）
へ
表
彰
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
締
め
切
り

　
　平
成
25
年
６
月
28
日

※
運
転
歴
10
年
以
上
で
無
事
故
の

　優
良
運
転
者
は
多
度
津
交
通
安

　全
協
会
の
会
則
に
よ
り
協
会
長

　が
表
彰
し
ま
す
。

※
20
年
・
30
年
以
上
の
方
は
県
警

　本
部
長
・
県
協
会
長
連
名
に
よ

　る
表
彰
で
す
。

※
申
請
用
紙
は
事
務
局
（
多
度
津

　交
番
内
）
に
あ
り
ま
す
。
詳
し

　く
は
、
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ

　せ
く
だ
さ
い
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　多
度
津
交
通
安
全
協
会

　
　
　
　
　（
多
度
津
交
番
内
）

　
　
　
　
　
　☎
32
‐
０
０
５
６

　
　
　
　
　
　☎
33
‐
０
１
１
０

■
自
家
用
広
告
物
に
も
規
制
適
用

　屋
外
広
告
物
の
設
置
に
関
す
る

「
香
川
県
屋
外
広
告
物
条
例
」
が

改
正
さ
れ
、
４
月
１
日
か
ら
施
行

さ
れ
ま
す
。

店
舗
や
事
業
所
等
の
敷
地
に
店
名

や
事
業
内
容
な
ど
を
表
示
す
る

「
自
家
用
広
告
物
」
に
も
、
景
観

を
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、
一
定
の
規
制
が
導
入
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　主
要
道
路
沿
い
な
ど
の
許
可
地

域
や
禁
止
区
域
に
お
い
て
、
一
定

規
模
以
上
の
「
自
家
用
広
告
物
」

を
設
置
す
る
際
は
、
許
可
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　な
お
、
経
過
措
置
や
改
正
内
容

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
香
川
県
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
「
香
川
県

　屋
外
広
告
物
」
で

　検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
設
置
区
域
＝

　
　丸
亀
市
・
坂
出
市
・
善
通
寺

　
　市
・
綾
歌
郡
・
多
度
津
町

▽
許
可
申
請
・
問
合
せ
＝

　中
讃
土
木
事
務
所
管
理
課

　
　
　
　
　
　☎
46
‐
７
４
６
９

　（
香
川
県
土
木
部
都
市
計
画
課
）

■『
第
14
旅
団
創
隊
７
周
年・

　
善
通
寺
駐
屯
地
開
設
63
周
年

　
記
念
行
事
』の
開
催
に
つ
い
て

　観
閲
式
、
訓
練
展
示
、
音
楽
演

奏
、
装
備
品
展
示
、
訓
練
写
真
展
、

戦
車
の
体
験
搭
乗
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時
＝
４
月
21
日
（日）

　
　
　
　９
時
か
ら
駐
屯
地
開
放

▽
場
所
＝
陸
上
自
衛
隊
善
通
寺
駐

　
　
　
　屯
地
（
善
通
寺
市
南
町
）

※
当
日
は
車
両
の
混
雑
が
予
想
さ

　れ
ま
す
の
で
、
公
共
交
通
機
関

　を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
Ｊ
Ｒ
善

　通
寺
駅
よ
り
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が

　運
行
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
台
風

　等
の
荒
天
時
は
中
止
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　第
14
旅
団
広
報
班

　
　
　
　
　
　☎
62
‐
２
３
１
１

■
多
度
津
高
等
学
校

　
実
習
船『
香
川
丸
』体
験
乗
船

　多
度
津
高
等
学
校
で
は
実
習
船

『
香
川
丸
』
に
乗
船
し
て
、
瀬
戸

内
海
の
風
情
を
楽
し
み
な
が
ら
、

船
内
設
備
な
ど
の
説
明
を
交
え
、

実
習
内
容
を
理
解
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
体
験
乗
船
を
行
い
ま
す
。

●
小
学
生
体
験
乗
船

▽
日
時
＝
５
月
26
日
（日）

　
　
　
　８
時
45
分
〜
12
時

▽
対
象
＝
小
学
３
年
生
以
上
の
児

　
　
　
　童
と
保
護
者

▽
募
集
人
員
＝

　
　
　
　大
人
20
名
・
児
童
20
名
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地域の皆さんが健やかに生活できるようお手伝いしています。
住みやすい地域になるよう

ごみ拾いもしています。

●
一
般
成
人
者
対
象
の
体
験
乗
船

▽
日
時
＝
５
月
26
日
（日）

　
　
　
　12
時
30
分
〜
15
時
30
分

▽
募
集
人
員
＝
25
名

▽
募
集
期
間
（
共
通
）
＝

　
　
　
　５
月
８
日
（水）
ま
で

▽
集
合
場
所
（
共
通
）
＝
多
度
津

　町
東
港
岸
壁
（
常
石
造
船
多
度

　津
工
場
前
）

▽
申
込
方
法
（
共
通
）
＝
①
氏
名

　②
性
別
③
年
齢
（
学
年
）
④
住

　所
⑤
電
話
番
号
⑥
希
望
す
る
体

　験
乗
船
を
、
任
意
の
様
式
で
記

　入
の
う
え
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

※
申
込
者
に
は
案
内
文
書
を
送
付

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
先
着
順

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　〒
７
６
４
‐
０
０
１
１

　多
度
津
町
栄
町
一
丁
目
１
‐
82

　
　香
川
県
立
多
度
津
高
等
学
校

　
　
　
　
　
　「
体
験
乗
船
」
係

　
　
　
　電

　話
33
‐
２
１
３
１

　
　
　
　Ｆ
Ａ
Ｘ
33
‐
２
１
３
２

《
募

　
　集
》

■
新
種
の
ば
ら
の
名
前
を
募
集
！

　こ
の
度
、
『
ば
ら
と
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
協
会（
植
松
昭
二
代
表
）
』
よ

り
、
新
種
の
ば
ら
を
寄
贈
い
た
だ

４
月
の
ゴ
ミ
収
集
日

４
月
の
ゴ
ミ
収
集
日

ご
み
・
し
尿

ご
み
・
し
尿

【
資

　
　源
】

【
可

　
　燃
】

【
粗
大
・
不
燃
】

【
島
し
ょ
部
の
ゴ
ミ
収
集
日
】

※
○
数
字
は
粗
大
ゴ
ミ
収
集
日環  

境  

課

直
通
番
号

環  

境  

課

直
通
番
号

１
区
〜
７
区
、
桜
川
団
地
、

寿
町
、
県
営
多
度
津
団
地

庄
（
修
理
免
・
笠
屋
・
笠
屋

青
空
団
地
・
八
尺
・
中
条
・

土
井
畑
・
羽
称
坪
・
四
天
ハ

イ
ツ
）
、
三
井
（
真
天
・
御

門
・
鴨
取
・
三
井
東
・
三
井

西
・
三
井
団
地
・
間
の
江
）
、

青
木
（
本
村
・
金
道
・
青
木

団
地
）

青
木
北
山
、
山
階
（
北
山
・

兵
田
・
阿
庄
・
岡
・
常
石
造

船
社
宅
・
恵
比
寿
・
大
倉
団

地
・
グ
リ
ー
ン
団
地
・
本
村
・

西
村
・
西
村
団
地
・
天
霧
・

天
霧
第
２
・
天
霧
南
・
ダ
イ

ヤ
タ
ウ
ン
・
才
の
木
ハ
イ
ツ
・

向
井
・
上
・
小
原
）

１
区
〜
４
区
、
寿
町
、
桜

川
団
地

西
白
方
、
奥
白
方
、
見
立
、

東
白
方
本
村

９
区
〜
12
区
、
日
の
出
町
、
学

園
台
、
豊
原
地
区
、
白
方
地
区

１
区
〜
８
区
、
桜
川
団
地
、
寿

町
、
県
営
多
度
津
団
地
、
四
箇

地
区

５
区
〜
８
区
、
県
営
多
度

津
団
地
、
東
白
方
（
原
戸
・

城
ヶ
下
）
、
西
港
町

９
区
〜
12
区
、
日
の
出
町

学
園
台
、
堀
江
、
堀
江
条

六
、
堀
江
新
開
、
道
隆
寺

東
、
北
鴨
、
幸
町
、
若
葉

町
、
袖

道
福
寺
、
桜
川
東
団
地
、

花
園
、
あ
け
ぼ
の
、
南
鴨
、

豊
原
学
園
前
団
地
、
豊
原

第
２
団
地
、
葛
原
（
大
木
・

北
条
・
八
幡
・
永
井
・
下

所
）
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多度津町上下水道課からお知らせ　　　　 ☎３３－１３００
「日頃、町民の皆さんから問合せが多い事項に関してお答えします」

【Ｑ１】どのような場合に異動手続きが必要ですか？
【Ａ１】①町内に引っ越して来て水道をご使用になるとき（開始届）
　　　　②町内から引っ越すため水道のご使用をおやめになるとき（中止届）
　　　　③使用者・所有者の死亡等により名義変更が必要となったとき
　　　　　などが主な異動事由としてあげられます。
【Ｑ２】その場合の異動手続きは電話で受付できますか？
【Ａ２】いいえ、電話では受付していません。
　　　　使用開始・使用中止・所有者の名義変更とも、上下水道課または住民課の窓口で手続きが必要です。
【Ｑ３】手続きで必要なものは何ですか？
【Ａ３】使用開始の手続きには認印と手数料１５００円が、使用中止・名義変更の手続きには認印が、それぞれ必要です。
　　　　また、使用開始の手続きのときに通帳と通帳印があれば、口座振替の手続きもできますので、ご持参ください。
【Ｑ４】手続きは本人以外でもできますか？
【Ａ４】はい、できます。その場合は代理の方の認印をご持参ください。
【Ｑ５】手続きは土・日・祝日でもできますか？
【Ａ５】手続きの受付は、上下水道課・住民課とも平日の８時３０分から１７時１５分までです。
　　　　ただし、特別な事情で執務時間中にどうしても来られない場合は、上下水道課へお問い合わせください。
★手続きをした当日に開栓・閉栓作業を行いますが、届出日以降の指定もできますので、余裕をもって手続きをお願いします。

●転入・転出などの手続きが多いこの時期。そこで今回は『異動手続きについて』です。

福祉保健推進員の活動をご存じですか？福祉保健推進員の活動をご存じですか？
　　地域のつながりが希薄になっている現代ですが、地域の中で住民の健康づくりや福祉の向上のために活動している
　 『福祉保健推進員』をご存じですか？

①福祉保健推進員とは？
　町民のみなさん一人ひとりが健康増進をはかり、「誰もが明るく幸せに暮らせる町づくり」を目指す活動を支援するボランテ
　ィアです。現在、町内では３９９名の推進員が活動しています。
②福祉保健推進員会の活動について
　◇ 福祉活動 ◇
　　地域の中の独居高齢者や障害者、子どもを持つ家庭などに対し、声かけや見守り活
　動を行うとともに、地域での仲間づくりの推進をしています。また、地域における健
　康や福祉に関する問題を発見し、町社会福祉協議会や保健センター等への情報提供及
　び問題解決に向けて関係機関等と協力して活動しています。
　◇ 総会及び研修会等 ◇
　　地区毎に福祉保健推進員会を設置しており、総会や研修会を実施しています。研修
　会は、推進員自身の健康意識の向上及び地域住民への健康づくりの啓発のため、各地
　区公民館などにおいて、医師や健康運動指導士、歯科衛生士、薬剤師などを講師に招
　き、健康づくりに関する研修会やウォーキング、料理教室などを開催しています。
　　また、多度津町福祉保健推進員連絡協議会においても、医師の講演会や防災に関す
　る研修会などを全地区合同で開催しています。それら研修会や検診などの案内、また、
　健康や保健衛生に関する情報などについて、地区毎の「福祉保健推進員だより」を配
　付し、推進員の皆さんへ健康づくりの啓発をしています。
　福祉保健推進員は、地域住民へ研修会や各種検診等への参加の呼びかけをするとと
　もに、研修会で得た知識や技術を家族や地域住民へ普及・啓発しています。
　◇ 検診受診調査書の回収協力 ◇
　　毎年１月に実施する検診受診調査書の回収及び取りまとめを行っています。また、
　回収の際に見守りや声かけ、検診の受診勧奨をしています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（保健センター　☎３２－８５００）
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地域の皆さんが健やかに生活できるようお手伝いしています。
住みやすい地域になるよう
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多度津町上下水道課からお知らせ　　　　 ☎３３－１３００
「日頃、町民の皆さんから問合せが多い事項に関してお答えします」

【Ｑ１】どのような場合に異動手続きが必要ですか？
【Ａ１】①町内に引っ越して来て水道をご使用になるとき（開始届）
　　　　②町内から引っ越すため水道のご使用をおやめになるとき（中止届）
　　　　③使用者・所有者の死亡等により名義変更が必要となったとき
　　　　　などが主な異動事由としてあげられます。
【Ｑ２】その場合の異動手続きは電話で受付できますか？
【Ａ２】いいえ、電話では受付していません。
　　　　使用開始・使用中止・所有者の名義変更とも、上下水道課または住民課の窓口で手続きが必要です。
【Ｑ３】手続きで必要なものは何ですか？
【Ａ３】使用開始の手続きには認印と手数料１５００円が、使用中止・名義変更の手続きには認印が、それぞれ必要です。
　　　　また、使用開始の手続きのときに通帳と通帳印があれば、口座振替の手続きもできますので、ご持参ください。
【Ｑ４】手続きは本人以外でもできますか？
【Ａ４】はい、できます。その場合は代理の方の認印をご持参ください。
【Ｑ５】手続きは土・日・祝日でもできますか？
【Ａ５】手続きの受付は、上下水道課・住民課とも平日の８時３０分から１７時１５分までです。
　　　　ただし、特別な事情で執務時間中にどうしても来られない場合は、上下水道課へお問い合わせください。
★手続きをした当日に開栓・閉栓作業を行いますが、届出日以降の指定もできますので、余裕をもって手続きをお願いします。

●転入・転出などの手続きが多いこの時期。そこで今回は『異動手続きについて』です。

福祉保健推進員の活動をご存じですか？福祉保健推進員の活動をご存じですか？
　　地域のつながりが希薄になっている現代ですが、地域の中で住民の健康づくりや福祉の向上のために活動している
　 『福祉保健推進員』をご存じですか？

①福祉保健推進員とは？
　町民のみなさん一人ひとりが健康増進をはかり、「誰もが明るく幸せに暮らせる町づくり」を目指す活動を支援するボランテ
　ィアです。現在、町内では３９９名の推進員が活動しています。
②福祉保健推進員会の活動について
　◇ 福祉活動 ◇
　　地域の中の独居高齢者や障害者、子どもを持つ家庭などに対し、声かけや見守り活
　動を行うとともに、地域での仲間づくりの推進をしています。また、地域における健
　康や福祉に関する問題を発見し、町社会福祉協議会や保健センター等への情報提供及
　び問題解決に向けて関係機関等と協力して活動しています。
　◇ 総会及び研修会等 ◇
　　地区毎に福祉保健推進員会を設置しており、総会や研修会を実施しています。研修
　会は、推進員自身の健康意識の向上及び地域住民への健康づくりの啓発のため、各地
　区公民館などにおいて、医師や健康運動指導士、歯科衛生士、薬剤師などを講師に招
　き、健康づくりに関する研修会やウォーキング、料理教室などを開催しています。
　　また、多度津町福祉保健推進員連絡協議会においても、医師の講演会や防災に関す
　る研修会などを全地区合同で開催しています。それら研修会や検診などの案内、また、
　健康や保健衛生に関する情報などについて、地区毎の「福祉保健推進員だより」を配
　付し、推進員の皆さんへ健康づくりの啓発をしています。
　福祉保健推進員は、地域住民へ研修会や各種検診等への参加の呼びかけをするとと
　もに、研修会で得た知識や技術を家族や地域住民へ普及・啓発しています。
　◇ 検診受診調査書の回収協力 ◇
　　毎年１月に実施する検診受診調査書の回収及び取りまとめを行っています。また、
　回収の際に見守りや声かけ、検診の受診勧奨をしています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（保健センター　☎３２－８５００）



離乳食講習会（平成24年11～12月生まれ）、１歳６か月児健診（平成      

23年８～９月生まれ）、３歳児健診（平成21年９月生まれ）、乳幼児      

健康相談（平成24年６月生まれの乳児と幼児）      

健セ＝保健センター／白公＝白方地区公民館／豊婦＝豊原農村婦人の      
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※『林求馬邸』開館日は、４月７日（日）、５月４日（土）です。

保健だより保健だより ４月の予定４月の予定申込み・問合せは、保健センター（ 　 　  　　）町民健康
 センター内 ☎32-8500まで

※診療時間は午前９時から午後５時まで。都合で変更することが

　あります。当日の新聞でお確かめください。

■ 保健センター行事予定 ■ 無料相談
日曜日

9:30-12:00

13:30-15:00

13:30-15:00

9:30-11:30

13:30-14:30

13:30-14:30

13:30-15:00

9:30-11:00

10:00-11:30

10:00-11:30

9:30-11:00

13:30-15:00

13:00-15:00

9:00-16:00

8:40-10:30

9:30-10:30

9:00-12:00

13:30-15:00

8:40-10:30

13:30-15:00

３日(水)

４日(木)

５日(金)

７日(日)

８日(月)

９日(火)

11日(木)

12日(金)

16日(火)

17日(水)

18日(木)

19日(金)

23日(火)

24日(水)

25日(木)

26日(金)

30日(火)

健セ

健セ

白公

健セ

健セ

健セ

豊婦

豊婦

健セ

福セ

白公

福セ

四公

健セ

白公

健セ

健セ

四公

健セ

健セ

のびのび広場   

離乳食講習会   

生活習慣病予防相談   

献血　　　10:00-12:00、13:00-15:00

　　　　　多度津山サッカー場（さくらまつり会場）   

食生活改善推進協議会役員会   

１歳６か月児健診   

３歳児健診   

生活習慣病予防相談   

豊原母子愛育班総会   

親子ふれあい広場   

　「ベビーマッサージ」   

多度津母子愛育班総会   

白方母子愛育班総会   

生活習慣病予防相談   

四箇母子愛育班総会   

こども相談（要予約）   

胃がん検診   

乳幼児健康相談   

ことばの相談（要予約）   

生活習慣病予防相談   

胃がん検診   

子宮頸がん検診   

       

行　　事 時　間 場所

■ 休日当番医

◇ 献血のご協力をお願いします！ ◇

東日本復興支援　

柔道整復   ４月14日　藤木接骨院（大通り）☎32-2663

■ 休館日
老人健康施設

明徳会図書館

町民会館

温水プール

スポーツセンター

町立資料館

６日、７日、13日、14日、20日、21日、 
27日、28日、29日、５月３日～６日 

１日、８日、15日、22日、29日、30日、 
５月３日～６日 

２日、９日、16日、23日、30日、 
５月７日  

２日、９日、16日、23日、30日、 
５月７日 
 １日、８日、15日、22日、30日、 
５月７日 

１日、８日、15日、22日、30日、 
５月７日 

桃陵クリニック

加 藤 整 形 外 科

秋 山 医 院

三 宅 病 院

山 本 医 院

加 藤 病 院

嶋田耳鼻咽喉科

氏 家 内 科

し お か ぜ 病 院

（本通２）

（堀江１）

（仲ノ町）

（栄町２）

（大通り）

（寿　町）

（幸　町）

（京　町）

（堀江４） 

  

４月７日

４月14日

４月21日

４月28日

４月29日

５月３日

５月４日

５月５日

５月６日

☎58-5588

☎32-8006

☎32-8326

☎32-2447

☎32-2809

☎33-2821

☎32-8711

☎32-2635

☎33-2545

相談名

高齢者相談
（弁護士対応）

人権相談

行政相談

障がい者生
活支援相談

こころの
　相談日

職業相談会
（ハローワーク丸亀）

４月11日（木）
　10:30-12:00
電話予約をお願いします

４月16日（火）
　10:00-15:00

４月16日（火）
　10:00-15:00

４月25日（木）
　13:30-16:30

４月18日（木）
　午後１時30分～午後４時

４月15日（月）
　13:30-15:30

町民健康センター２階
社会福祉協議会
☎32-8501

福祉センター
☎33-1110／総務課

福祉センター
☎33-1110／総務課

交通事故相談 ４月24日（水）
　10:00-15:00

福祉センター
☎33-1110／総務課

身障者相談 ４月19日（金）
　13:30-15:00

福祉センター
☎32-3063／田中公敏

福祉センター
☎33-1113／産業課

福祉センター
☎33-4488／福祉保健課

福祉保健課（相談室）
☎33-4488

日　　時 場所・連絡

【日　時】 ５月26日（日）
【開　場】 13時30分　【開　演】 14時00分 
【料　金】 一般2,000円（200円寄付含む） 
　　　　　 学生1,000円（100円寄付含む） 
　　　　　　（税込み） 全席自由      

　復興はまだまだ進んでいません。ボランティア

に参加できなくても、協力できる事はあります。

　チケットをご購入いただくと復興支援となり、

売り上げ代金の１割が現地に届きます。

【チケット情報・問合せ】 多度津町民会館　☎33－3330

【日時】４月７日(日)／１０～１２時、１３～１５時

【場所】多度津山サッカー場（さくらまつり会場）

　※本人確認のため、運転免許証など身分証明ができ

　　るものを、持参してください。

      

            

            

            

      

            

      

検診を受けて健康に！　

すこやかな妊娠と出産のために

■

■

予防接種を忘れずに受けましょう！■

●ＢＣＧ

　標準的な接種期間が生後５か月～７か月までの３

か月間に変わりました。ただし、１歳の誕生日の前

日までは、公費で受けることができます。

●麻しん風しん混合（ＭＲ）ワクチン

　麻しん（はしか）も風しんも感染力が強く、重い

合併症や妊婦さんが風しんにかかると先天性風しん

症候群などを引き起こすことがあります。

２回の予防接種を受けて麻しん、風しんの免疫を

確実につけましょう。

【対　象】

　ＭＲ１期：接種日において１歳～２歳の誕生日の

　　　　　　前日までの方

　ＭＲ２期：平成１９年４月２日～平成２０年４月

　　　　　　１日生まれ（幼稚園等の年長児）

●ジフテリア・破傷風混合（ＤＴ）ワクチン

　乳幼児期に接種した三種混合の免疫力を持続させ

るため、小学６年生で実施しています。

【対　象】

　平成１３年４月２日～平成１４年４月１日生まれ

●日本脳炎ワクチン

　平成７年４月２日～平成１９年４月１日生まれの方は、日本脳炎の

予防接種が不十分になっている場合があります。母子健康手帳を確認

しましょう。（１期：３歳以上で３回 ／ ２期：９歳以上で１回）

　合計４回の接種が済んでいない方（９歳未満の方は合計３回）は、

未接種分について接種できますので、予診票をお持ちでない方は保健

センターまでご連絡ください。なお、多度津町では、３歳になる方へ

その前月末に、平成１７年４月２日～平成１９年４月１日生まれの方

と平成７年４月２日～平成８年４月１日生まれの方には平成２５年４

月に日本脳炎の予診票を送付し、積極的接種勧奨をしています。

●ヒブワクチン・小児用肺炎球菌ワクチン・子宮頸がん予防ワクチン

　平成２５年度より定期の予防接種になりました。

　ヒブ・小児用肺炎球菌ワクチンは生後２か月になる前、子宮頸がん

予防ワクチンは中学校１年生になる時に予診票を送付しています。予

診票をお持ちでない方は、ご連絡ください。

【対　象】

　ヒブ・小児用肺炎球菌ワクチン

　　生後２か月～５歳の誕生日の前日まで

　子宮頸がん予防ワクチン

　　平成９年４月２日～平成１３年４月１日生まれの女子　　　　　　

　わが国では、２人に１人はがんを

発症し、３人に１人はがんで亡くな

っています。がんと診断された人の

約４割が、病院受診時には自覚症状

がなく、検診や人間ドックなどで異

常が見つかる場合が多くあります。

　早期発見・早期治療のために、が

ん検診での発見が大切です。

※先の検診受診調査書で申し込まれ

た方には個別案内をお送りします。

　１月に『検診受診調査書』をお送りしていますが、提出忘れはありませんか？会社・人間ドック等で受ける方も、必ず
保健センターまたは町役場福祉保健課へ提出してください。なお、電話でも受け付けています。

●妊娠に気づいたら・・・

　大切な妊婦さんの健康とお腹の赤ちゃんの成長のため、できるだけ早く町保健センターに妊娠の届け出をしましょう。

　窓口では、母子健康手帳の交付と医療機関等での妊婦一般健康診査を公費で受けられる受診票を交付しています。　

●妊婦健康診査を必ず受けましょう

　妊娠中は、医療機関での定期的な健康診査や、その時期に必要な保健指導を受け、安心して出産に臨めるようにしましょう。

　多度津町では『妊婦一般健康診査受診票』を１４枚発行し、平成２５年４月より超音波検査も２回助成しています。

　※妊娠期間中に県外より転入された場合は、転入前に交付を受けた受診票は使用できませんので、

　　多度津町の受診票と交換いたします。必ず、保健センターまでご連絡ください。

★長期にわたり療養を必要とする疾患で予防接種を受けられなかった方が、回復後２年以内に接種する場合は、定期予防

　接種として認められることがあります。該当されると思われる方は保健センターまでお問合せください。

★多度津町へ転入された方には、転入された翌月に予防接種説明綴・母子カレンダー等を送付しています。

　転入前の予診票は使えませんので、母子健康手帳を持参のうえ、保健センターへお越しください。

～自分自身のために、あなたを必要とする人のために、『がん検診』を受けましょう～

～予診票が届いたら、説明書をよく読んで早めに予防接種を受けましょう～

◇◇◇ 検診受診調査書は提出しましたか？ ◇◇◇

胃がん検診 子宮頸部がん検診

集団検診 施設検診 集団検診 施設検診

実施時期

実施場所
各地区公民館・

保健センター
保健センター

２０歳以上の女性町民

麻田総合病院

９００円

３００円

１，５００円

５００円

２，５００円

８００円

自　己

負担金

74歳まで

75歳以上

対象者

１，２００円

４００円

30歳以上の町民 40歳以上の町民

４月～７月
４月10日～

５月・９月

町内指定

医療機関

４月～７月 ６月～９月

まきのめぐみ チャリティーコンサート
～つなげよう　みんなのこころ～

みなさまの想いと
支援を南三陸町に
届けましょう。   
ご協力よろしくお
願いします。



離乳食講習会（平成24年11～12月生まれ）、１歳６か月児健診（平成      

23年８～９月生まれ）、３歳児健診（平成21年９月生まれ）、乳幼児      

健康相談（平成24年６月生まれの乳児と幼児）      

健セ＝保健センター／白公＝白方地区公民館／豊婦＝豊原農村婦人の      

家／福セ＝福祉センター／四公＝四箇地区公民館      
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※『林求馬邸』開館日は、４月７日（日）、５月４日（土）です。

保健だより保健だより ４月の予定４月の予定申込み・問合せは、保健センター（ 　 　  　　）町民健康
 センター内 ☎32-8500まで

※診療時間は午前９時から午後５時まで。都合で変更することが

　あります。当日の新聞でお確かめください。

■ 保健センター行事予定 ■ 無料相談
日曜日

9:30-12:00

13:30-15:00

13:30-15:00

9:30-11:30

13:30-14:30

13:30-14:30

13:30-15:00

9:30-11:00

10:00-11:30

10:00-11:30

9:30-11:00

13:30-15:00

13:00-15:00

9:00-16:00

8:40-10:30

9:30-10:30

9:00-12:00

13:30-15:00

8:40-10:30

13:30-15:00

３日(水)

４日(木)

５日(金)

７日(日)

８日(月)

９日(火)

11日(木)

12日(金)

16日(火)

17日(水)

18日(木)

19日(金)

23日(火)

24日(水)

25日(木)

26日(金)

30日(火)

健セ

健セ

白公

健セ

健セ

健セ

豊婦

豊婦

健セ

福セ

白公

福セ

四公

健セ

白公

健セ

健セ

四公

健セ

健セ

のびのび広場   

離乳食講習会   

生活習慣病予防相談   

献血　　　10:00-12:00、13:00-15:00

　　　　　多度津山サッカー場（さくらまつり会場）   

食生活改善推進協議会役員会   

１歳６か月児健診   

３歳児健診   

生活習慣病予防相談   

豊原母子愛育班総会   

親子ふれあい広場   

　「ベビーマッサージ」   

多度津母子愛育班総会   

白方母子愛育班総会   

生活習慣病予防相談   

四箇母子愛育班総会   

こども相談（要予約）   

胃がん検診   

乳幼児健康相談   

ことばの相談（要予約）   

生活習慣病予防相談   

胃がん検診   

子宮頸がん検診   

       

行　　事 時　間 場所

■ 休日当番医

◇ 献血のご協力をお願いします！ ◇

東日本復興支援　

柔道整復   ４月14日　藤木接骨院（大通り）☎32-2663

■ 休館日
老人健康施設

明徳会図書館

町民会館

温水プール

スポーツセンター

町立資料館

６日、７日、13日、14日、20日、21日、 
27日、28日、29日、５月３日～６日 

１日、８日、15日、22日、29日、30日、 
５月３日～６日 

２日、９日、16日、23日、30日、 
５月７日  

２日、９日、16日、23日、30日、 
５月７日 
 １日、８日、15日、22日、30日、 
５月７日 

１日、８日、15日、22日、30日、 
５月７日 

桃陵クリニック

加 藤 整 形 外 科

秋 山 医 院

三 宅 病 院

山 本 医 院

加 藤 病 院

嶋田耳鼻咽喉科

氏 家 内 科

し お か ぜ 病 院

（本通２）

（堀江１）

（仲ノ町）

（栄町２）

（大通り）

（寿　町）

（幸　町）

（京　町）

（堀江４） 

  

４月７日

４月14日

４月21日

４月28日

４月29日

５月３日

５月４日

５月５日

５月６日

☎58-5588

☎32-8006

☎32-8326

☎32-2447

☎32-2809

☎33-2821

☎32-8711

☎32-2635

☎33-2545

相談名

高齢者相談
（弁護士対応）

人権相談

行政相談

障がい者生
活支援相談

こころの
　相談日

職業相談会
（ハローワーク丸亀）

４月11日（木）
　10:30-12:00
電話予約をお願いします

４月16日（火）
　10:00-15:00

４月16日（火）
　10:00-15:00

４月25日（木）
　13:30-16:30

４月18日（木）
　午後１時30分～午後４時

４月15日（月）
　13:30-15:30

町民健康センター２階
社会福祉協議会
☎32-8501

福祉センター
☎33-1110／総務課

福祉センター
☎33-1110／総務課

交通事故相談 ４月24日（水）
　10:00-15:00

福祉センター
☎33-1110／総務課

身障者相談 ４月19日（金）
　13:30-15:00

福祉センター
☎32-3063／田中公敏

福祉センター
☎33-1113／産業課

福祉センター
☎33-4488／福祉保健課

福祉保健課（相談室）
☎33-4488

日　　時 場所・連絡

【日　時】 ５月26日（日）
【開　場】 13時30分　【開　演】 14時00分 
【料　金】 一般2,000円（200円寄付含む） 
　　　　　 学生1,000円（100円寄付含む） 
　　　　　　（税込み） 全席自由      

　復興はまだまだ進んでいません。ボランティア

に参加できなくても、協力できる事はあります。

　チケットをご購入いただくと復興支援となり、

売り上げ代金の１割が現地に届きます。

【チケット情報・問合せ】 多度津町民会館　☎33－3330

【日時】４月７日(日)／１０～１２時、１３～１５時

【場所】多度津山サッカー場（さくらまつり会場）

　※本人確認のため、運転免許証など身分証明ができ

　　るものを、持参してください。

検診を受けて健康に！　

すこやかな妊娠と出産のために

■

■

予防接種を忘れずに受けましょう！■

●ＢＣＧ

　標準的な接種期間が生後５か月～７か月までの３

か月間に変わりました。ただし、１歳の誕生日の前

日までは、公費で受けることができます。

●麻しん風しん混合（ＭＲ）ワクチン

　麻しん（はしか）も風しんも感染力が強く、重い

合併症や妊婦さんが風しんにかかると先天性風しん

症候群などを引き起こすことがあります。

２回の予防接種を受けて麻しん、風しんの免疫を

確実につけましょう。

【対　象】

　ＭＲ１期：接種日において１歳～２歳の誕生日の

　　　　　　前日までの方

　ＭＲ２期：平成１９年４月２日～平成２０年４月

　　　　　　１日生まれ（幼稚園等の年長児）

●ジフテリア・破傷風混合（ＤＴ）ワクチン

　乳幼児期に接種した三種混合の免疫力を持続させ

るため、小学６年生で実施しています。

【対　象】

　平成１３年４月２日～平成１４年４月１日生まれ

●日本脳炎ワクチン

　平成７年４月２日～平成１９年４月１日生まれの方は、日本脳炎の

予防接種が不十分になっている場合があります。母子健康手帳を確認

しましょう。（１期：３歳以上で３回 ／ ２期：９歳以上で１回）

　合計４回の接種が済んでいない方（９歳未満の方は合計３回）は、

未接種分について接種できますので、予診票をお持ちでない方は保健

センターまでご連絡ください。なお、多度津町では、３歳になる方へ

その前月末に、平成１７年４月２日～平成１９年４月１日生まれの方

と平成７年４月２日～平成８年４月１日生まれの方には平成２５年４

月に日本脳炎の予診票を送付し、積極的接種勧奨をしています。

●ヒブワクチン・小児用肺炎球菌ワクチン・子宮頸がん予防ワクチン

　平成２５年度より定期の予防接種になりました。

　ヒブ・小児用肺炎球菌ワクチンは生後２か月になる前、子宮頸がん

予防ワクチンは中学校１年生になる時に予診票を送付しています。予

診票をお持ちでない方は、ご連絡ください。

【対　象】

　ヒブ・小児用肺炎球菌ワクチン

　　生後２か月～５歳の誕生日の前日まで

　子宮頸がん予防ワクチン

　　平成９年４月２日～平成１３年４月１日生まれの女子　　　　　　

　わが国では、２人に１人はがんを

発症し、３人に１人はがんで亡くな

っています。がんと診断された人の

約４割が、病院受診時には自覚症状

がなく、検診や人間ドックなどで異

常が見つかる場合が多くあります。

　早期発見・早期治療のために、が

ん検診での発見が大切です。

※先の検診受診調査書で申し込まれ

た方には個別案内をお送りします。

　１月に『検診受診調査書』をお送りしていますが、提出忘れはありませんか？会社・人間ドック等で受ける方も、必ず
保健センターまたは町役場福祉保健課へ提出してください。なお、電話でも受け付けています。

●妊娠に気づいたら・・・

　大切な妊婦さんの健康とお腹の赤ちゃんの成長のため、できるだけ早く町保健センターに妊娠の届け出をしましょう。

　窓口では、母子健康手帳の交付と医療機関等での妊婦一般健康診査を公費で受けられる受診票を交付しています。　

●妊婦健康診査を必ず受けましょう

　妊娠中は、医療機関での定期的な健康診査や、その時期に必要な保健指導を受け、安心して出産に臨めるようにしましょう。

　多度津町では『妊婦一般健康診査受診票』を１４枚発行し、平成２５年４月より超音波検査も２回助成しています。

　※妊娠期間中に県外より転入された場合は、転入前に交付を受けた受診票は使用できませんので、

　　多度津町の受診票と交換いたします。必ず、保健センターまでご連絡ください。

★長期にわたり療養を必要とする疾患で予防接種を受けられなかった方が、回復後２年以内に接種する場合は、定期予防

　接種として認められることがあります。該当されると思われる方は保健センターまでお問合せください。

★多度津町へ転入された方には、転入された翌月に予防接種説明綴・母子カレンダー等を送付しています。

　転入前の予診票は使えませんので、母子健康手帳を持参のうえ、保健センターへお越しください。

～自分自身のために、あなたを必要とする人のために、『がん検診』を受けましょう～

～予診票が届いたら、説明書をよく読んで早めに予防接種を受けましょう～

◇◇◇ 検診受診調査書は提出しましたか？ ◇◇◇

胃がん検診 子宮頸部がん検診

集団検診 施設検診 集団検診 施設検診

実施時期

実施場所
各地区公民館・

保健センター
保健センター

２０歳以上の女性町民

麻田総合病院

９００円

３００円

１，５００円

５００円

２，５００円

８００円

自　己

負担金

74歳まで

75歳以上

対象者

１，２００円

４００円

30歳以上の町民 40歳以上の町民

４月～７月
４月10日～

５月・９月

町内指定

医療機関

４月～７月 ６月～９月

まきのめぐみ チャリティーコンサート
～つなげよう　みんなのこころ～

みなさまの想いと
支援を南三陸町に
届けましょう。   
ご協力よろしくお
願いします。



【多度津町ホームページ】http://www.town.tadotsu.kagawa.jp

◎お問い合わせ：町立明徳会図書館  ☎32－3246

24

●広告募集
   多度津町では、新しい財源確保と地域の活性化のため、
　広報に掲載する広告を募集しています。
　【問合せ】多度津町　町長公室　☎33－1115

町の人口町の人口
（３月１日現在　常住人口）（３月１日現在　常住人口）

人　口　
   男　   
   女　　
世帯数

（＋11）
（＋17）
（－   6）
（＋28）

２３，２５３  人
１１，５００  人
１１，７５３  人
   ９，２９０世帯

2
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●   ご飯作るのって、大変だったんだね。 
　　 幼稚園で『収穫祭』

ご飯作るのって、大変だったんだね。 
 幼稚園で『収穫祭』

・・・・・・・・・１５８冊
・・・・・・・・・・・３，２０５人
・・・・・・・・・・６，１８９冊

・・・・・１９人

■４月の行事
　★おはなし会『ひまわり』
　　４月１３日（土）／１４時～１４時３０分
　★おはなし会『ライブラリーこぐま』
　　４月１７日（水）／１４時３０分～１５時

■新着・図書のお知らせ ■蔵書の紹介

★『読書が大好き！（姉・妹）』

葛原の小田ファミリーが

『23が60ファミリー賞』受賞！

●

■２月の図書館利用状況
　◎新着図書・寄贈本
　◎入館者数
　◎貸出図書数
　◎新規図書利用カード作成者数

『シロアリ』～女王様、その手がありましたか！～
松浦 健二・著／岩波書店

キレイ！カワイイ！奥深い！
板一枚の向こう側には開けてびっくり　別★世★界
ベニヤ板の下のシロアリワールドに
魅入られた少年は、長じてその謎に
挑む。
同性カップルで子づくり？水中で１
週間！？次々と明らかになる仰天の
生態。そして体力と知力を尽くして
突き止めた、したたかな女王の「奥
の手」とは…。
ため息の出るような自然の驚異。

●『サボり上手な動物たち』～海の中から新発見！～
佐藤 克文・森阪 匡通　著／岩波書店

                           生きものたちの ＜本気の姿＞ が見え
                           てきた！
                           一生懸命だからこそ、サボるんだ！
                           動物搭載型の記録装置による「バイオ
                           ロギング」や「音」を使った最新の記
                           録・分析システムで、予想も常識も覆
                           す、驚きの新発見が続出。
                           南極のペンギンやアザラシから、身近
                           な日本のイルカ、ウミガメまで、謎に
包まれた生きものたちの生態と＜本気の姿＞を明らかにす
る、新しい海洋動物学。

岩波科学ライブラリー・シリーズ＜生きもの＞
世界でもまれな生きものから、身近にいるのに存在をあ
まり知られていないもの、名前は誰もが知っているのに
生態は正しく理解されていないものまで、その不思議な
特徴や驚きに満ちた生態を、科学的知見に基づいて紹介。

●『ハダカデバネズミ』～女王・兵隊・ふとん係～
吉田 重人・岡ノ谷 一夫　著／岩波書店

ひどい名前・キョーレツな姿・女王が君臨の階級社会。
哺乳類なのに変温動物？
愛すべき珍獣・・・
　その名は、裸・出歯・鼠

動物園で人気急上昇中のハダカデバ
ネズミと、その動物で一旗あげよう
ともくろんだ研究者たちの、「こん
な暮らしもあったのか」的、ミラク
ルワールド。

　香川県では、毎月２３日を
　含む１週間に合計６０分以
　上を目標に、家庭で読書に
　親しもうという『２３が６０読書運動』の実践を推
　進しています。その一環として、家族で一緒に読書
　を親しむよう創意工夫した取組を行っている家庭を
　毎年表彰しています。
妃奈乃さん・悠結さん
　次はどんな本が読みたいですか！？
  「図書館大好き！」って言ってもらえて、幸せです。
   また図書館に来てください♪

「２３が６０」？！
にさん　　ろくまる


